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土浦市は霞ヶ浦や桜川の水に恵まれ、太古から人々が生活するのに適したところでありました。そのた

め市内には貝塚、古墳、集落跡など数多くの遺跡が存在しております。これらの遺跡は当時の様子を知る

手掛かりとなることはもちろんのこと、現代の私達が豊かに生活することのできる先人の偉業でもありま

す。

このような貴重な文化遺産を保護し、後世に伝えることは私達の大切な責務であり、郷上の発展のため

にも重要なことと思われます。

このたびの調査は、常陸興業株式会社の宅地造成工事事業に伴う、六十原遺跡発掘調査による記録保

存を目的として行われたものであります。

遺跡からは、縄紋時代の竪穴住居跡や群在する土坑が確認されました。この中から、数多くの縄紋土器

や石器等が出土しました。縄紋時代に暮らした人々の生活の知恵を良く示す貴重な事例といえます。

この調査によって、市内桜ヶ丘地区の古代文化の究明にいささかなりとも役立てて頂ければ幸甚であり

ます。

最後になりましたが、調査から報告書の刊行にあたり、常陸興業株式会社をはじめ、関係各位の皆様の

ご協力とご支援に対し、心から厚 く御礼申し上げます。

平成 15年 11月

土 浦市教 育委員 会

教育長 尾見 彰一
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1.本書は、宅地造成工事事業に伴う、土浦市桜ヶ丘町2268-2番地他に所在する六十原遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は常陸興業株式会社の委託を受け、土浦市遺跡調査会が実施した。

3.調査期間は1998伴成 5)年 10月 12日 から11月 22日 である。
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遺物。遺構トレース・図版作成 :小川 。大測

遺構写真 :大渕
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例

1.遺構図中の断面図・土層図脇の数値は海抜高を表し、単位はmである。

2.土層・遺物の色調における色相の判断は F新版 標準土色帖』 (日本色研事業株式会社)を使用した。

3.本文や図版中等の記号は以下のとおりである。

SI…竪穴住居跡 SK…土坑又は陥し穴状遺構 SD…溝 TG… 旧石器時代試掘溝

4.遺構・遺物実測図の縮尺は基本的に下記の通りである。その他のものはスケールを変え示してある。

遺構 竪穴住居跡…… 1/60・ 1/20    遺物 土器・土製品・石器……1/4

土   坑……1/40

5。 遺構図中の破線は推定線及び袋状土坑の下場ラインを示す。また一点鎖線は撹乱の範囲を示す。

6.図版中のスクリーントーンの表現は、以下のとおりである。

焼土

例

7.

8.
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第 I章 調査の経緯と概要

第 1節 調査に至る経緯
六十原遺跡は、常陸興業株式会社の計画する宅地分譲造成工事事業に伴って発掘調査に至った。以下は

その調査に至る経緯について述べる。

はじめにその発端は、1998(平成 5)年 8月 4日 に常陸興業株式会社の計画する開発事業の事前協議申請

が、本市建築指導課に提出されたことによる。その内容は、市内桜ヶ丘地内に所在する2,200♂の土地にお

いて宅地分譲造成工事事業を行うものであつた。その後この事前協議申請が、文化財保護の担当課である

本市教育委員会文化課に届いた。

このことを受け、市内埋蔵文化財地図との照合を行ったところ、事業者より申請のあつた土地は周知の遺

跡には該当していなかった。しかしながら、申請地を現地踏査したところ、現地は畑地となっており表面に

は若干の上器片の散布が見られた。このことから、申請地内に埋蔵文化財が存在する可能性があり、埋蔵文

化財の有無を確認するために試掘調査にご協力頂きたい旨を回答した。

試掘調査は、1993(平成 5)年 9月 14日 に事業者立会いのもと行つた。コンマ2.5のバックホーを使用して

行うことになった。申請地内に幅 lmの トレンチを5本東西方向に設定し、開発面積の約 8%を調査した。

その結果、縄紋時代の住居跡や土坑、そして溝が確認された。今回の申請地西側にも広がる様相がみられ

た。本遺跡については新規発見のもので、同所の字名から六十原遺明と命名した。そして、9月 14日 付けで

文化財保護法 57条の5を文化庁宛て提出した。

9月 24日 に埋蔵文化財の取扱いについて、教委と事業者との協議が持たれた。この中で、申請地の開発

行為の変更は困難なため、発掘調査による埋蔵文化財の記録保存を実施することで合意した。調査の実施

にあたつては事業者に多大なるご協力を頂 くこととなった。9月 24日付けで文化財保護法 98条 -2埋蔵文

化財発掘調査通知を提出した。

調査面積は、試掘調査で遺構の確認されなかった部分を調査対象から外し、排土置き場・作業員駐車場

とし、実質調査面積は約 1,300ぽとした。調査日時は1993(平成 5)年 10月 12日 から11月 22日 まで行う

こととなった。 (関口 満)

第 2節 調査 の概要
六十原遺跡の本調査は1993年 10月 12日 から開始された。事前に土浦市教育委員会職員立会いのもと、

重機による表土排除が行われていた。遺構精査作業と並行して、遺構検出作業を行い、同11月 10日 まで

行つた。その翌日11月 11日 より平面図等の実預1作業を行い、11月 22日 で終了している。また、11月 18

日に新聞発表を行い、11月 27日 に市民に対する現地説明会を行い、すべての現地作業を終了した。

検出された遺構としては、縄紋時代の竪穴住居跡 11軒、土坑 88基、ビット状遺構 4基、陥し穴状遺構

8基、近現代の上坑 14基、溝状遺構 4条、便所甕 2基が検出されている。

-1-
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第 3節 日誌抄
1993(平成 5)年

10月 12日  本日より本調査開始。遺構検出作業。土浦市教委、常陸興業来跡。
10月 14日 ～ 15日  遺構検出作業及び土層堆積図実測作業を行う。
10月 18日 ～ 20日 遺構精査作業及び遺構検出作業。
10月 21日  遺構検出作業及び土層堆積図実測作業。土浦市教委来跡。
10月 23日  遺構検出作業。土層堆積図実沢↓作業。日本考古学研究所小川・市村来跡
10月 26日  遺構検出作業。土浦市教委、常陸興業来跡。
10月 27日  遺構検出作業。土層堆積図実浪1作業。
10月 29日  遺構精査作業。遺構検出作業。
11月  2日 遺構検出作業。上層堆積図実測作業。土浦市教委、常陸興業来跡。
11月  5日  旧石器時代試掘調査を行う。土浦市教委来跡。
11月  6日 遺構完掘写真・遺物出土状況写真撮影作業を行う。
11月  9日 遺構完掘写真・遺物出土状況写真撮影作業。土浦市教委来跡。
11月 10日  遺構完掘写真 。遺物出土状況写真撮影。
11月 15日  遺構平面図実浪1作業。全則図実沢!作業。
11月 18日  土浦市教委来跡。新聞発表を行う。
11月 19日  遺構平面図実測作業。土浦市文化財保護審議会委員来跡。
11月 20日 遺構平面図実測作業終了。
11月 22日  現地作業完了。
11月 27日 現地説明会。

Fig.1 発掘区設定図
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第Ⅱ章 遺跡の位置と周辺の遺跡

第 1節 遺跡の位置 lFを 2)
六十原遺跡は、土浦市内を東西に流れ霞ヶ浦に注くら桜川と花室川に挟まれた標高約 26m前後の細長い台

地上に位置する。同台地は筑波稲敷台地の一部をなし、台地の南縁と北縁は谷により刻まれている。遺跡は

台地の中央部に位置し、南北から入り込む谷の谷頭にあたり、標高は27mを測る。

遺跡の西側 200mには、常磐線の線路が谷部分を生かして台地を掘り抜き、直進している。同じく西側

150mでは、1995伴成 7)年に六十原A遺跡の発掘調査が実施された。同遺跡の東側 50mには土浦日大

高等学校がある。周辺地域は閑静な住宅街となっている。

第 2節 周辺の縄紋時代の遺跡 ⊂造3)
土浦市内を流れる桜川南岸の土浦市域内には、今回の六十原遺跡の調査でも確認された縄紋時代中期の

土坑群を伴う集落跡が比較的多く見つかっている。このような遺跡を中心に、以下は六十原遺跡の周辺の遺

跡について述べようと思う。

1六十原A遺跡

六十原遺跡の西側 150mに六十原A遺跡が存在する。本来的には一続きの遺跡として扱われるべきもの
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と思われるが、それぞれ縄紋時代中期中葉を主体とする遺跡でありながら、その中でも時期的には微妙に異

なるようである。発掘調査は1995年成 7)年に実施された。調査面積は 1,055ぽで、竪穴住居跡は8軒、

土坑は109基が見つかつた。遺構は縄紋時代中期阿玉台Ⅲ式から加曽利El式にわたるものである。特に

検出された遺構は阿玉台Ⅳ式の範疇のものが目立つようである。

この後、調査区北側の道路を挟んだ地点 Oig 4)で開発行為があり、試掘調査を行つた結果、lmもの

盛上下から複数の土坑が確認され、調査区の北側にも土坑群が展開していることが判明した。これらの遺構

は現状保存することになった。六十原A遺跡の土坑群は環状をなすというよりは、弧状をなすものと考えら

れる。遺跡内の第 90号土坑からは炭化した堅果類が出土している。

2永国遺跡

永国遺跡は1974(昭和49)年に調査が実施された。A,Bの 2地区に分かれ調査された。A地区では、縄紋

時代中期加曽利 E式の竪穴住居跡 1軒、袋状土坑 3基と陥し穴状遺構が13基列をなして見つかつた。B地

区では土坑のみが4基見つかつている。このうち2基は袋状の土坑であり、阿玉台式終末の平縁無文土器が

出土している。加えて、2002年成 14)年 にも発掘調査が実施され、前調査の陥し穴状遺構列と同様な状

況が確認された。この陥し穴状遺構からは縄紋時代中期の土器片が出土している。

3和台遺跡

和台遺跡は1990(平成 2)年に調査が実施された。縄紋時代の遺構は竪穴住居跡 2軒と土坑が5基である。

竪穴住居跡は2軒とも「有段式竪穴遺構」で、いずれも炉が確認されていない。3号住居跡は長軸 10。5mと

大型のものである。これらの遺構は中期前半のものと考えられる。土坑はいずれも袋状・フラスコ状をなす

ものではない。これらの内、いくつかの上坑から阿玉台Ⅱ式の復元可能な土器が出上している。

4栗崎遺跡

栗崎遺跡は1986(昭和 61)年に小規模な発掘調査が実施された。もともと調査は、古墳時代中期における

石製模造品製作址確認のためのものであった。しかしながら、製作址は確認されず、縄紋時代中期の上坑ら

しきものが検出された。この調査時の出土品を見ると、中期中葉から後半の上器が多数出上している。

5向原遺跡

向原遺跡は1986(昭和 61年)に発掘調査が実施され、縄紋時代の竪穴住居跡 1軒と土坑 19基が確認され

た。土坑のほとんどは早期に位置付けられる陥し穴状遺構であり、17基が一定方向に並んでいる。縄紋時

代中期の遺構は9号土坑 1基のみであり、阿玉台 Ib式のものとされ、平面形が円形・断面形がタライ状を

なす土坑であり、本地域における群在するフラスコ。袋状土坑の出現以前の様相を示している。

6扇ノ台遺跡

扇ノ台遺跡は 1996(平成 8)年から1997(平成 9)年にかけて、調査面積 13,OOOポ が発掘調査された。遺

跡内からは、竪穴住居跡 24軒、炉跡 16基確認された。土坑は389基確認され、阿玉台期のものが69基、

中峠～加曽利El式を出上したもの59基、加曽利E2式を出土するものが219基である。加曽利E3式を
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出土するものは4基である。土坑は全体的に環状をなすように見える。

7摩利山遺跡

摩利山遺跡は 1974(昭和49)年 に発掘調査が実施され、竪穴住居跡 9軒調査され、加曽利 E式のものが

多い。また、略 段式竪穴遺構」も確認されている。土坑は700基検出されたとされ、形態的に皿状や鍋底

状のものが多い。この他に、フラスコ状のものや底面にピットを持つものがある。時期は縄紋時代中期から

後期とされている他、詳細は不明である。

8宮前遺跡

宮前遺跡は 1994(平成 6)か ら1995(平成 7)年まで調査が行われた。縄紋時代の遺構は竪穴住居跡が38

軒・土坑 117基・陥し穴 6基が確認された。いずれも縄紋時代中期の遺構で、阿玉台Ⅳ式から加曾利E4

式のものが確認され、多くは加曽利E3式のものである。

9下広岡遺跡

下広岡遺跡はつくば市内の遺跡で、1978(昭 和 53)年から1979(昭 和 54)年に発掘調査が実施された。縄

紋時代の竪穴住居跡は86軒確認され、このうち「有段式竪穴遺構」は7軒検出された。縄紋時代の上坑は

683基であり、重複が著しい。袋状土坑は162基で筒状土坑は380基確認された。縄紋土器は阿玉台式終

末期のものから加曽利E3式にわたり出土しているが、特に阿玉台式終末から加曽利 El式が多いとされる。

10小松員塚

小松貝塚は、上高津貝塚と同様に江見水蔭著 [探検実記 地中の秘密』に登場する貝塚である。上高津

貝塚より霞ヶ浦に近い位置に存在する。1990(平成 2)年の試掘調査で、それまで不明となっていた貝塚の存

在が明らかにされ、同年その一部が発掘調査された。縄紋時代の遺構は、竪穴住居跡 7軒、土坑 118基等

が調査され、遺構の時期は中期後半から後期末葉にわたるものであった。小さな土坑中に廃棄された貝殻が

数多く確認されている。これらの土坑から出土した貝類は、時期によりその主体をしめるものが異なる様相

が観察されている。上高津貝塚を考える上で重要な貝塚である。

11上高津員塚

上高津貝塚は1977(昭和52)年に国指定史跡となり、霞ヶ浦沿岸の縄紋時代後・晩期貝塚を代表する一

つと言える。1990(平成 2)年から1991(平成 3)年 に史跡整備に伴い斜面部のA地点貝塚・台地上のE地点

とC地点が発掘調査された。この調査の結果、E地点では掘建柱建物跡や大型炉が確認され、現在復原展

示されている。これらに混じり中期後半の可能性ある4号建物跡も確認された。同調査区内で一番出土量の

多い土器片は中期後半から後期初頭とされる。

C地点では調査の結果、竪穴住居跡や廃棄土坑、墓等が確認された。これらの遺構は後・晩期を主体とし

たものであるが、中期後半のもとされる第 2号住居跡も見つかり、後・晩期の上器に混じりかなりの量の中

期後半の土器片が出土しているようである。
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12権現前遺跡

権現前遺跡は 1997(平成 9)年に調査が実施され、縄紋時代の遺構は竪穴住居跡 2軒、竪穴状遺構 1基、

土坑 17基が検出された。中期の遺構は堅穴住居跡 1軒、堅穴状遺構 1基、土坑 6基である。これらの遺構

から出土 している土器は、中期後半の加曽利 E4式 が中心 となっている。この他、前期後半の遺構が確認さ

れている。

13峰崎 A遺跡・峰崎 B遺跡

峰崎 A遺跡・峰崎 B遺跡は 1989(平成元 )年から1990(平成 2)年まで調査が行われた。縄紋時代の遺構

は、竪穴住居跡は 3軒・土坑 46基 。屋外埋設土器 1基・包含層が確認された。中期の遺構は竪穴住居跡

1軒・土坑 26基 と屋外埋設土器 1基及び包含層が確認されている。出土 している土器は、縄紋時代中期後

半から後期前半の土器が中心となっている。

14 龍善寺遺跡

龍禅寺遺跡は、2003(平成 15)年の試掘調査によって、その存在が明 らかとなった。試掘調査の結果では、

縄紋時代中期加曽El式 が中心 となる集落跡と考えられる。              個 日 満 )
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第Ⅲ章 遺 跡

第 1節 遺跡の概要
六十原遺跡の今回の調査では、縄紋時代中期の集落跡の遺跡を主に検出している。検出された遺構とし

ては、縄紋時代中期の竪穴住居跡が 11軒、同じく中期の上坑が88基、ビット状遺構が4基、同じ縄紋時

代である細かな時期が不明確な陥し穴状遺構が8基出土している。

また、近現代の遺構としては、14基の土坑、溝状遺構が4条、便所甕が2基検出されている。なお、近現

代の遺構は、Fig 6の遺構番号で、土坑はSK15。 20・ 21・ 22・ 33・ 34。 36。 46・ 83・ 84・

93・ 95,101であり、溝状遺構はSD01～ 04、 便所甕はSX01・ 02である。これらの上坑は農作物の貯

蔵用の土坑いわゆる イモアナ"であり、溝状遺構は境界の境溝あるいは根切り溝ではないかと考えられる。

伏渕淳志)

第 2節 層序
本遺跡は洪積台地の平坦面に形成された縄紋時代の集落跡で、土層図は集落の中心から外れた調査区北

端の標高 27mに設定した、旧石器文化層確認グリッドTGl北壁である。既に調査時において表土層および

縄紋包含層は削平され、いわゆるソフトローム層からの

確確となった。Ⅳ層以下X層までがハードローム層、�

層が常総粘土層に相当する。                ~
Ⅲ層 明黄褐色ローム層(10YR6/8)立川ローム軟質層。
Ⅳ層 褐色ローム層(10YR4/6)立川ローム硬質部でA
T包有層に相当する。

V層 暗褐色ローム層(10YR3/8)立川ローム層第 2暗
色帯 lBB Ⅱ)に相当する。

Ⅵ層 明褐色ローム層(10YR6/8)や や明るいローム層。
Ⅶ層 暗褐色ローム層(10YR6/8)立川ローム軟質層
Ⅷ層 黒褐色ローム層(10YR3/1)武蔵野ローム最上層。
Ⅸ層 黄橙色ローム層(10YR7/8)鹿沼パミスを包含。
X層 褐色ローム層(10YR4/6)武蔵野ローム最下層
�層 青灰色粘土層(10YR5/1)常総粘土層

伏渕淳志)

�

Ⅲ 層  明☆褐色ローム (ソ フ トローム)
Ⅳ 層  褐色ローム (ハー ドローム)
V層  暗褐色ローム (BBⅡ )
Ⅵ 層  明褐色コーム
Ⅶ 層  晴褐色ローム
Ⅷ 層  黒褐色ローム (武蔵野ローム)
Ⅸ 層  黄橙色ローム
X層  褐色ローム
� 層  青灰色粘土 (常総粘土層)

同g.5 基本層序

乱
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第 3節 縄文時代の遺構
1.堅穴住居跡
竪穴住居跡引01 1Fig.7、 PL 3)

調査区中央のC-3-a～ d区に位置し、標高 26.80～ 26.90mの平坦部に立地する。近現代の溝状遺

構 SD02・ 04に北壁 。南壁及び東側の壁の一部を壊されている。また、土坑 SK59を切つている。平面形

は南北に長い隅丸方形状の楕円形を呈している。長軸は 5。 82m、 短軸は4.88mを 計る。長軸方向はN―

5° ―Eを示す。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁高は 10～ 12cmを計沢1する。床面は軟弱な直床で、ほぼ平

坦である。柱穴は7本検出され、径 26～ 60cm、 深さ32～ 72cmと様々である。また、南壁に半円形の掘

り込み G2× 48cm、 深さ9 cm)を有する。炉址は中央北側に配し、規模は280× 160cm、 深さ13cmを

計る。燃焼部は南東側にあって、50× 40cmを計測する。また、この炉址内に2基のビットP3・ P4を有

し、大きさはP3が 38× 80cm、 深さ48cm、 P4が 39× 86cm、 深さ72cmを数える。この住居跡の覆土は

2層 に分けられ、自然埋没土と考えられる。

竪穴住居跡引02 1Fig.8、 PL 3)

調査区西側のB-2-a～ d区に位置し、標高 26.80～ 27.00mの平坦部に立地する。土坑 SK27・
35・ 36に東壁の一部及び・床面・炉址・柱穴の一部が壊されている。また、北西側の一部が調査区域外

にあるため、平面形の全容は不明だが、やや南北に長い略円形を呈していると推定される。長軸 5.40m・ 短

軸は推定で 5。05mを計る。長軸方向はN-2° 一Eを示す。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁高は3～ 12cm

を計浪1する。床面は直床で、ほぼ平坦である。柱穴は17本検出され、径 22～ 65cm、 深さ25～ 74cmと多

様である。炉址はほぼ中央部に設置されているが、土坑 SK85に北側半分を壊されているため、全容は不明

だが、長径 96cm(推定)、 短径 65cm、 深さ17cmを計る。燃焼部は南側に寄っていて、よく焼けている。壁

溝は南壁と東壁の一部で検出され、幅 10～ 18cm、 深さ12～ 15cmを計沢1する。この住居跡の覆土は2層

に分けられ、自然埋没土と考えられる。

堅穴住居跡創03 1Fig。 9)

調査区の南側のC-5-a～ d区に位置し、標高 26。 80～ 27.OO mの平坦部に立地する。溝状遺構
SD02・ 03、 土坑 SK62・ 101に一部の壁・床面を壊されている。また、竪穴住居跡S104・ 05を切って

存在していた。平面形は南北に長い楕円形を呈する。長軸 6.02m、 短軸 4。70mを計る。長軸方向はN―

26° 一Eを示す。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁高は約 10cmを計浪1する。柱穴は7本検出され、径 30～

54cm、 深さ87～ 78cmと 多様である。床面は直床でほぼ平坦である。炉址は中央よりやや北側で配され、

大きさは120× 86cm、 深さ16cmを計り、よく焼けている。この住居跡の覆土は3層に分けられ、自然埋

没土と考えられる。

堅穴住居跡引04 1Fig。 9)

調査区南側のB-5-b・ d、 C-5-a～ d区に位置し、標高 26。 70～ 26.80mの平坦部に立地する。
清状遺構 SD03、 竪穴住居跡 S103・ 05、 土坑 SK52・ 53・ 62・ 68に床面・壁が切られている。また、

遺構検出面が浅かつたために、壁・床面のほとんどは現代の耕作によって壊されている。平面形は正確には

-13-
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不明だが、南北に長い略円形であったと推定される。長軸は推定で 5。 18m、 短軸も推定で4.85mを計る。

長軸方向は推定でN-15° 一Eを示す。壁・床面は現存していない。柱穴は9本検出され、径 26～ 43cm、

深さ45～ 106cmと多様である。炉址はほぼ中央部に位置していたものと考えられるが、土坑 SK62に切ら

れているため、全容は不明。現存する大きさは55× 53cm、 深さは19cmを計る。燃焼部は南東側でよく焼

けて検出されている。

堅穴住居跡引05 1Fig。 10)

調査区南側のB-4-d、 B-5-b・ d、 C-4-c、 C-5-a・ c区に位置し、標高 26.70～

26。80mの平坦部に立地する。溝状遺構 SD02、 竪穴住居跡 S103、 土坑 SK51・ 52・ 53・ 58・ 62・ 69

に切られている。また、遺構の掘り込みが浅かったために、壁・床面のほとんどは現代の耕作によって消失

し、西側の一部の柱穴も大規模な撹乱によって壊されている。なお、竪穴住居跡 S104は本址によって切ら

れている。平面形は推定では東西に長い楕円形を呈すると考えられる。長軸は推定で7.16m、 短軸も推定

で 6。 16mを計る。長軸方向はN-51° ―W(推定)を示す。床面・壁は現存していない。柱穴は10本検出

され、径 28～ 52cm、 深さ87～ 107cmと多様である。炉址は検出されていない。

竪穴住居跡創06 1Fig。 10)

調査区南側のB-4-a～ b、 B-5-a・ b区に位置し、標高26.70～ 26.80mの平坦部に立地する。
土坑 SK48～ 50、 56に切られている。遺構の検出面が浅かつたために、壁 。床面のほとんどは現代の耕作

によって消失し、南側の一部の柱穴も現代の撹乱によって壊されている。平面形は推定で南北に長い楕円形

と考えられる。長軸は推定で5,45m、 短軸も推定で4.17mを計る。長軸方向も推定でN― O° を示す。

壁・床面・炉址は現存していない。柱穴は8本検出され、径 30～ 56cm、 深さ30～ 78cmと多様である。

堅穴住居跡 S107 1Fig。 11、 PL 4)

調査区南西側のD-6-a～ c区に位置し、標高 26.80mの平坦部に立地する。本址の東側 1/2以上が

調査区域外に存在するため、遺構の全容は本明なうえに、溝状遺構 SD02、 土坑 64・ 65。 78・ 8Hこ壁・

床面及び柱穴の一部が壊されている。平面形は推定で、東西に長い隅丸方形と考えられる。長軸は推定で、

4.84m、 短軸も推定で4.40mを計る。長軸方向はN-65°一E確 定)を示す。壁はほぼ垂直に立ち上が

り、壁高は9 cm前後を計測する。床面は直床でほぼ平坦である。柱穴は3本検出され、径 24～ 58cm、 深

さ40～ 60cmと 多様である。炉址は検出されていない。住居跡の覆土は4層に分けられ、人為的な埋め戻

し上と推定される。

堅穴住居跡創08 1Fig.11)

調査区の東側D-4-C・ d、 D-5-a・ b区に位置し、標高26.60～ 26.80mの平坦部に立地する。
土坑 SK74・ 75に切られている。また、遺構検出面が浅かつたため、壁・床面の大部分が現代の耕作によ

つて削平されている。重複している竪穴住居跡 S109を切つて存在していた。平面形は南北にやや長い略円

形を呈する。長径は3.95m、 短径は3.60mを計る。長軸方向はN-7° 一Wを示す。壁は南西側の一部し

か残存しておらず、残存部ではほぼ垂直に立ち上がり、壁高は18cmを数える。床面は直床でほぼ平坦であ
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る。柱穴は5本配置され、径 29～ 43cm、 深さ42～ 51cmと多様である。炉址は中央部よりやや北側に配

され、径 42cm、 深さ14cmと よく焼けていて、土器を転用した埋甕炉であった。

堅穴住居跡引09 1Fig.11)

調査区の東狽lD-4-b・ d、 E-4-C,D-5-b、 E-5-a区 に位置し、標高 26。80mの平坦

部に立地する。竪穴住居跡 SI08、 土坑 SK77に切られている。また、遺構検出面が浅かつたため、壁・床面

のほとんどが、現代の耕作によって削平されている。平面形は南北に長い隅丸方形と推定される。長軸 5。20

m確 定)、 短軸も推定で4.64mを計る。長軸方向も推定でN-10° ―Eを示す。壁 。床面は現存していな
い。柱穴は5本検出され、径 37～ 49cm、 深さ39～ 56cmと多様である。炉址は中央よりやや北側に配さ

れ、規模は80× 78cm、 深さ30cmを計測する。炉底面中央に18× 14cmの大きさのビットを有する。

竪穴住居跡 910 1Fig。 12、 PL 4)

調査区の東側D-3-d、 E-3-C、 D-4-b、 E-4-a区 に位置し、標高 26。 70～ 26。 90mの

平坦部に立地する。溝状遺構 SD04、 土坑 SK88・ 89・ 96に一部の壁・床面・柱穴が壊されている。平面

形は南北にやや長い略円形を呈する。長軸4.90m、 短軸 4.70mを計る。長軸方向はN-13° 一Wを示す。

壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁高は 13～ 16cmを計測する。床面は直床でほぼ平坦である。柱穴は9本検

出され、径 34～ 70cm、 深さ40～ 78cmと多様である。炉址は中央よりやや北側で配され、大きさは60×

48cm、 深さ12cmを計測し、よく焼けていて、土器を転用した埋甕炉であった。

伏渕淳志)

堅穴住居跡引1l lFig.13、 PL 5)

調査区の中央部やや東側のD-2-c、 D-2-d、 E-2-c、 D-8-a、 D-3-b、 E-3-aに 位
置する。平面形は中形の楕円形を呈するいわゆる「有段式竪穴遺構」と呼称されるもで、その規模は上床部

長軸 6。 17m、 短軸 5。06m下床部長軸 4.16m、 短軸 2.86mを測る。主軸方位はN-25° 一Eを指す。全体の

遺構の依存状況は近 。現代の撹乱殉ヨヒナ|1壁周辺に集中するもののきわめて良好である。確認された壁はほぼ

垂直に立ち上がり、壁高は上床部壁において、北狽127cm、 東側 26cm、 南側 27cm、 西側 28cmを計損1で

き、また下床部壁においては北側 28cm、 東側 19cm、 南側 25cm、 西側 21cmを計測する。壁溝は上床部で

北西部の一部と南壁部で構築され、床から深さ4～ 6 cm、 幅 15～ 25cm。 下床部は全周し、深さ6～

10cm、 幅 18～ 27cmである。上・下床面の表面は状態はともに堅緻でほぼ平坦である。柱穴は下床部四隅

隣接して4本の主柱穴と南側中央に梯子穴 1本が穿ってある。まず主体穴の4本の規模は、北壁隅 lP l)

が58× 52cm、 深さ60cm、 東壁隅 は 2)は 48× 46cm、 深さ71cm、 南壁隅 lP 3)は 50× 46cm、 深

さ60cm、 西壁隅 lP 4)は 50× 4 4cm、 深さ78cmを測る。また南壁中央に梯子穴 lP 5)がある。大き

さは58× 48cm、 深さ13cmと浅い。なお、炉もしくは加熱等による床面の赤化は全くできなかった。覆土

の堆積状況は、レンズ】犬の自然堆積で、人為的な埋め戻しは観察できなかった。また覆土中よりも中峠式を

主体に加曽利El式の古期の上器のほか、土製品として上器方錘 9点、石製品とし磨製石斧 1点が出上し

ている。
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2.土 坑

土坑SK01(Fig。 14)

調査区南西側A-4-a区 に位置し、標高27.OO mの 平坦部に立地する。遺構の西側 1/2が調査区域外

に存在していたため、全容は不明だが、平面形は南北にやや長い略円形を呈すると推定される。開口部長径

は246cmを計る。長軸方向はN-29° 一Eを示す。坑底長径は118cm、 底面中央部の深さは108cmを計

る。開田部より坑底部が65～ 85cmほ ど大きく広がる。壁は内側へ大きく膨らみながら急傾して立ち上が

る。底面はやや起伏がある。覆土は4層に分けられ、自然埋没土と考えられる。

土坑SK02(Fig。 14)

調査区南西側A-4-a～ d区に位置し、標高 26。 80～ 26.90mの 平坦部に立地する。南側を上坑

SK03に切られている。平面形は南北に長い楕円形を呈する。開口部長径は216cm、 開口部短径 182cmを

計る。長軸方向はN-40° 一Eを示す。坑底長径 292cm、 坑底短径 253cm、 底面中央部の深さは108cm

を計る。開日部より坑底部が5～ 67cmほど大きく広がる。壁は内側へ大きく膨らみながら急傾して立ち上

がる。底面はほぼ平坦である。覆土は8層に分けられ、人為的な埋め戻し土と考えられる。

土坑SK03(Fig。 14)

調査区南西側A-4-C・ d区に位置し、標高 26.90～ 27.30mの平坦部に立地する。遺構の南西側

1/3が調査区域外に存在し、全容は不明。重複する土坑 SK02を切つて検出されている。平面形は東西に長

い楕円形を呈すると推定される。長径は210 cm以 上と考えられる。底面中央部の深さは70 cmを計る。壁は

ほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。覆土は9層 に分けられ、自然埋没土と考えられる。

上坑 SK04 (Fig。 15)

調査区南西側A-4-b・ d、 B-4-aoc区 に位置し、標高 27.00mの平坦部に立地する。土坑

SK05を切つて、土坑 SK06・ 44に切られていた。平面形は東西に長い楕円形を呈する。長径 313 cm、 短

径 276 cmを計る。長軸方向はN-80° 一Wを示す。坑底長径は286 cm、 坑底短径 246 cm、 底面中央部の深

さは52 cmを計測する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。坑底施設として 1基の円形サイド・

ピットを伴う。ピットの大きさは径 56× 52 cm、 深さ39 cmを 計る。覆土は6層 に分けられ、自然埋没土と

考えられる。

土坑 SK05(Fig■ 5)

調査区南西側A-4-d区 に位置し、標高 26.90mの平坦部に立地する。土坑 SK04・ 06に切られてい

る。平面形は南北に長い楕円形を呈する。開口部長径 188 cm、 開口部短径 156 cmを計る。長軸方向はN一

42° ―Wを示す。坑底長径 225 cm、 坑底短径 210 cm、 底面中央部の深さは76 cmを計る。開田部より坑底部

が 2～ 50 cmほど大きく広がる。壁は内側へ大きく膨らみながら急傾して立ち上がる。底面はほぼ平坦であ

る。坑底施設として 1基の円形サイド・ピットを付設する。ビットの大きさは68× 64 cm、 深さは54 cmを計

測する。覆土は5層に分けられ、人為的な埋め戻し上と考えられる。
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A275 SK01

少量のローム粒を含む
少量のローム粒・微量のロームブロックを含む
多量のローム粒・ロームブロックを含む
微量のローム粒・ロームブロックを含む

⑬
A

／

／ＢＩＩィ

I 表土 (耕作土)
Ⅱ 褐色±  7.5YR4/3
1 褐色±  7.5YR4/3
2 黒褐色± 75YR3/2
3 褐色±  7.5YR4/4
4 黒褐色± 75YR2/2

/ヘ

A坐
▲土坑SK01 ▼土坑SK02,SK03

,//~~⌒
＼＼＼

ヽ

―

1

2

3

4

5

6

7

8

褐色土

黒褐色土

暗褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黄橙色土

黄橙色土

10YR4/4 多量のコーム粒、少量のロームプロックを含む
10YR2/2 多量のローム粒・ ロームブロックを含む
10YR3/3 多量のローム粒・ ロームブロックを含む
10YR2/3 多量のロームプロック・少量の炭化粒を含む
10YR2/2 少量のロームブロックを含む
10YR2/2 多量のロームブロックを含む
10YR8/8 多量のロームブロックを含む
10YR7/8 多量のロームブロックを含む

多量のローム粒・ロームブロックを含む

多量のロームブロックを含む

少量のロームブロックを含む

多量のロームブロックを含む

少量のロームブロックを含む

微量のロームブロックを含む

多量のロームブロック・少量の焼土粒を含む

多量のロームブロックを含む

多量のロームプロックを含む

0           1m

―
― 一

イ

c275

E 270

表土層 (耕作土)

褐色±     75YR4/3
褐色±     10YR4/6
黄橙色±    10YR3/8
暗褐色±    10YR3/4
明黄褐色±   10YR6/6
褐色±     10YR4/4
にぶい黄褐色± 10YR4/3
黒褐色±    10YR3/2
にぶい黄褐色± 10YR5た
明黄褐色±   10YR7/6

-F

Fig。 14 土ザi SK01・ SK02・ SK03
SK03
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す
==三
ミ《さ＼カクラン

「
一‐
Ａ ―――B

黄橙色土

黒褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黒色土

黒褐色土

明黄褐色土

黒褐色土

暗褐色土

黒褐色土

褐色土

SK04

10YR7/8

10YR2/3

10YR3/4

10YR3/3

10YR2/1

10YR3/2

SK061:
黒褐色土

黒褐色土

暗褐色土
SK04

SK05

G望二生

SK05
1

2

3

4

5

6

多量のロームブロックを含む

多量のローム粒・ロームプロックを含む

少量のロームブロックを含む

多量のローム粒を含む

少量のローム粒を含む

少量のコームプロックを含む

10弦《2/2 多量のローム粒・ロームプロックを含む
10YR2/3 多量のローム粒・ロームプロックを含む
10YR3/4 多量のロームブロックを含む

①

②

③

④

⑤

10YR6/3 多量のコームブロックを含む
10YR3/1 多量のロームプロックを含む
10YR3/4 多量のロームプロックを含む
10YR3/2 多量のローム粒・ロームブロックを含む
10YR4/4 多量のロームブロックを合む

C坐 _D  E型

SK05

Fig。 15 土坑  SK04・ SK05・ SK06・ SK44・ SK47

SK47     ~~~~F

一

H

SK05
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A270

c270

I 黒色土
1 暗褐色土
2 にぶい黄褐色土褐色土
3 明褐色土
4 褐色土
5 褐色土
4 黒褐色土
5 黄橙色土

10YR2/1 表土
75YR3/3多 量のローム粒・ロームブロックを含む
10YR4/3 多量のロームブロックを含む
10YR6/8 多量のロームブロックを含む
10YR4/6 多量のロームブロックを含む
10YR4/4 多量のロームブロックを含む
10YR2/2 少量のロームブロックを含む
10YR8/8 多量のロームブロックを含む

＼Ｘ
熱
凋日
▼／／

＼

ハ
ノ

274
一―一B

⑮
オ

ー

I 表土層
1 褐色±  7.5YR4/4
2 褐色±  75YR4/3
3 暗褐色± 7.5YR3/4
4 黒褐色± 75YR3/1
5 黒褐色± 7.5YR3/2

多量のローム粒を含む
多量のローム粒を含む

多量のローム粒を含む
少量のローム粒を含む
少量のローム粒を含む

SKllA空
―
B

|■ B

/ 1 明褐色土
2 暗褐色土
3 黒褐色土
4 明黄褐色土
5 明黄褐色土

Fig.16 土Jtt SK07・ SK08・ SKll

75YR5/6 多量のローム粒を含む
10YR3/2 多量のローム粒を含む
10YR3/2 多量のローム粒を含む
10YR6/6 少量のローム粒を含む
10YR6/8 少量のローム粒を含む

0            1m
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土坑 SK06 (Fig。 15)

調査区南西側A-4-d区 に位置し、標高 26。 90mの平坦部に立地する。土坑 SK04・ 05を切つてい

て、土坑 SK47に切られて検出されている。平面形は南北に長い楕円形を呈する。長径 240 cm、 短径 200 cm

を計る。長軸方向はN-0° を示す。坑底長径は210 cm、 坑底短径は 155 cm、 底面中央の深さは20 cmを計

測する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。覆土は3層に分けられ、人為的な埋め戻し上と推

定される。

土坑SK44(Fig.15)

調査区南西側A-4-b、 B-4-a区 に位置し、標高 26.90mの平坦部に立地する。土坑 SK04・

38・ 41を切っている。平面は東西に長いやや歪んだ楕円形を呈する。長径 152 cm、 短径 110 cmを計る。長

軸方向はN-64° ―Wを示す。坑底長径は 116 cm、 坑底短径は68 cm、 底面中央の深さは27 cmを計測する。

壁は緩やかに立ち上がり、底面はやや起伏がある。覆土は自然埋没土と考えられる。

土坑SK47(Fig。 15)

調査区南西側A-4-d、 B-4-c区 に位置し、標高 26.90mの平坦部に立地する。東側の一部の壁
が現代の撹乱によって壊されている。また、土坑 SK06を切っている。平面形は南北にやや長い略円形を呈

する。長径は 120 cm、 短径 118 cmを計る。長軸方向はN-62° 一Wを示す。坑底長径は 102 cm、 坑底短径

は 100 cm、 底面中央の深さは46 cmを 計測する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。覆土は2

層に分けられ、自然埋没土と考えられる。

土坑 SK07(Fig.16)

調査区南西側A-4-d、 B-4-c、 A-5-b、 B-5-a区 に位置し、標高 26。40～ 26。80mの

平坦部に立地する。本址の南西側 1/4が調査区城外にあるため、全容は不明なうえに、土坑 SK34・ 57に

切られている。平面形は南北に長い楕円形を呈すると推定される。長径は266 cm、 短径は不明。長軸方向は

N-24° 一Wを示す。坑底長径は226 cm、 坑底短径は不明、底面中央の深さは40 cmを計る。壁は急傾に立

ち上がり、底面はやや起伏がある。坑底施設として、3基の円形サイド・ピットを伴う。北東側のビット(Pl)

は径 28× 24 cm、 深さ87 cmを 計り、北側の底部は上場より8 cm内側に入つている。東側のビッ.卜 (P2)は径

86× 30 cm、 深さ89 cmを計測する。南東側のビット(P3)は径 56× 48 cm、 深さ68 cmを計り、北側 。東側の

底面の一部が上場より内側へ2～ 5 cmほど入る。覆土は7層に分けられ、埋め戻し上と考えられる。

上坑SK08 (Fig.16)

調査区南側B-5-a・ c区に位置し、標高 27.00mの平坦部に立地する。本址の南側 2/5が調査区城

外にあるため、全容は不明だが、平面形は東西に長い楕円形を呈すると推定される。開口部長径は H4cm、

開口部短径は不明。長軸方向はN-65° ―Wを示す。坑底長径は不明、坑底短径 202 cm、 底面中央の深さ

は102 cmを計る。開田部より坑底部が45～ 60 cmほ ど大きく広がる。壁は大きく膨らみながら急傾して立ち

上がる。底面はほぼ平坦である。坑底施設としては、楕円形のサイド・ビットを 1基付設する。ピットの大

きさは径 52× 40 cm、 深さ57 cmを計る。覆土は5層 に分けられ、人為的な埋め戻し土と考えられる。
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■ttSK09(Fig.17)

調査区の南西側A-4-a・ b区に位置し、標高 26。 70～ 26。90mの平坦部に立地する。土坑 SK10を

切り、SK41に切られている。平面形は南北に長い楕円形を呈する。長径は246 cm、 短径は200 cmを計る。

長軸方向はN-41° 一Wを示す。坑底長径 184 cm、 坑底短径 176 cm、 底面中央の深さは42 cmを計測する。

壁は急傾に立ち上がり、底面はやや起伏がある。坑底施設としては、円形のサイド・ピットを 1基付設する。

ビットの大きさは径 34 cm、 深さ27 cmを計る。覆土は6層 に分けられ、人為的な埋め戻し上と考えられる。

土坑 SK10 (Fig。 17)

調査区の南西側A-3-c・ d、 A-4-a・ b区に位置し、標高26.70～ 26.90mの平坦部に立地す

る。土坑 SK09に切られている。平面形は南北方向に長い楕円形を呈する。長径 196 cm、 短径 186 cmを計

る。長軸方向はN-43° Wを示す。坑底長径 162 cm、 坑底短径 148 cm、 底面中央の深さは58 cmを計る。

壁は急傾に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。坑底施設としては、1基の円形サイド・ビットを付設する。ピ

ットの大きさは径44× 40 cm、 深さ86 cmを計る。覆土は5層に分けられ、人為的な埋め戻し上と考えられる。

上坑SK41(Fig。 17)

調査区の南西側A-4-b区 に位置し、標高 26.80mの 平坦部に立地する。土坑 SK09を切っている。

平面形は東西に長い楕円形を呈する。長径 176 cm、 短径 120 cmを計る。長軸方向はN-82七 Wを示す。坑

底長径は 156 cm、 坑底短径は 102 cm、 底面中央部の深さは 18 cmを計狽1する。壁は急傾に立ち上がり、底面

はほぼ平坦である。覆土は自然埋没土と考えられる。

土坑SKll(Fig。 16)

調査区の北東側G-2-a・ c区に位置し、標高 26.70mの平坦部に立地する。平面形は南北に長い楕

円形を呈する。開田部長径 152 cm、 開田部短径は 126 cmを計る。長軸方向はN-2°一Wを示す。坑底長径

は 164 cm、 坑底短径は 154 cm、 底面中央の深さは62 cmを 計浪↓する。開口部より坑底部が 2～ 22 cmほど大

きく広がっている。壁は内側へ急傾しながら立ち上がり、底面はほぼ平坦である。覆土は5層 に分けられ、

人為的な埋め戻し土と考えられる。

上坑 SK12(Fig.17)

調査区の北東側H-2-c区 に位置し、標高 26.60mの平坦部に立地する。平面形は東西に長い楕円形

を呈する。開田部長径 152 cm、 開田部短径 124 cmを計る。長軸方向はN-43°―Wを示す。坑底長径 220

cm、 坑底短径 210 cm、 底面中央の深さは88 cmを計測する。開口部より坑底部が30～ 50 cmほ ど大きく広が

る。壁は大きく膨らみながら急傾して立ち上がる。底面はやや起伏がある。覆土は4層に分けられ、人為的

な埋め戻し土と考えられる。

土坑 SK13 (Fig.18)

調査区の南側 B-5-d区 に位置し、標高 26。60mの平坦部に立地する。本址の南側の 1/2が調査区域

外に存在しているため、遺構の全容は不明だが、平面形は略円形を呈していると推定される。開口部長径は
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A生

⑮ /

SK10

黄褐色± 10YR7/8 多量のロームブロックを含む
暗褐色± 10YR3/3 少量のローム粒 。ロームブロックを含む
暗褐色± 10YR3/4 多量のローム粒をわずかに含む
黄褐色± 10YR5/8 多量のロームブロックを含む
褐色±  10YR4/4 多量のロームブロックを含む

2619

-D E―

①

②

③

④

⑤

⑥

ＫＳ

SK09

黄褐色±  10YR3/1
褐色±   10YR4/4
暗褐色±  10YR3/3
黄褐色±  10YR2/2
明黄褐色± 10YR6/8
明黄褐色± 10YR6/8

多量のロームブロックブロックをわずかに含む

多量のローム粒・ロームブロックを含む

多量のロームブロックを含む

多量のローム粒・ロームブロックを含む

少量のロームブロックを含む

多量のロームブロックをわずかに含む

SK10

c全型上

/~~＼ ＼
A26.7

1 黒褐色± 10YR3/2
2 黄褐色± 10YR8/8
3 黄褐色± 10YR5/6
4 黒色±  10YR2/1

SK12

少量のロームブロックを含む

多量のローム粒 。ロームブロックを含む

多量のロームブロックを含む

少量のロームブロックを含む

＼

、

す

／

―― B

＼ _ノ /
0           1m

SK09. SK10.SK12.SK41
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「
―

―

―

―

I 黒色±     loYR2/1
1 黄橙色±    loYR7/8
2 黒褐色±    loYR3/2
3 にぶい黄橙色± 10YR6/4
4 黄褐色±    loYR5/8
5 黄褐色±    loYR5/8
6 暗褐色±    loYR3/4
7 黒褐色±    loYR3/2

A生

A二聖生

暗褐色±  7.5YR3/3
暗褐色±  75YR3/4
黒褐色±  75YR2/2

SK13
―――B

表土

多量のローム粒・少量のロームブロックを含む

少量のロームブロックを含む

少量のロームプロックを含む

多量のローム粒 ,少量のロームブロックを含む

少量のロームプロックを含む

少量のロームブロックを含む

少量のロームプロックを含む

―

B

SK16
―――B

A空二

ヽ

―
l

表±    75YR4/2
褐色±   75YR4/4 多量のローム粒を含む
暗褐色±  75YR3/4 多量のローム粒を含む
暗褐色±  75YR3/3 多量のローム粒を含む

①ヽ

少量のローム粒・微量のロームプロックを含む

少量のローム粒・微量のロームブロックを含む

少量のローム粒・少量のロームブロックを含む

c生聖生 ―――D

Fig.18 上坑  SK13・ SK14・ SK16・ SK40

0            1m

SK14

P2     sK16
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推定で 140 cmほどと考えられる。開口部短径は不明。長軸方向はN-61°一Wを示す。坑底長径は 166 cm、

坑底短径は不明、底面中央の深さは 116 cmを計る。開口部より坑底部が5～ 20 cmほ ど大きく広がる。壁は

内側へ膨らみながら急傾して立ち上がる。底面はほぼ平坦である。覆土は7層 に分けられ、自然埋没土と考

えられる。

土坑SK14(Fig。 18)

調査区の南側B-5-d区 に位置し、標高 27.00mの平坦部に立地する。本址の南側 1/2以上が調査区

域外に存在していたため、遺構の金容は不明だが、平面形は東西に長い楕円形を呈すると推定される。開口

部長径は 106 cm、 開田部短径は不明。長軸方向はN-60° Wを示す。坑底長径は 188 cm以上と推定され

る。坑底短径は不明、底面中央の深さは102 cmを計る。開口部より坑底部が2～ 55 cnlほ ど大きく広がる。

壁は内側へ大きく膨らみながら急傾して立ち上がる。底面はやや起伏がある。覆土は3層 に分けられ、人為

的な埋め戻し土と考えられる。

土坑SK16(Fig。 18)

調査区の南西側A-3-d区 に位置し、標高 27.00～ 27.10mの平坦部に立地する。土坑 SK40を切つ

ている。平面形は南北にやや長い略円形を呈する。長径は 192 cm、 短径は 183 cmを計る。長軸方向はN―

18° 一Eを示す。坑底長径・坑底短径は 142 cm、 底面中央の深さは62 cmを計沢1する。壁は急傾に立ち上が

り、底面はほぼ平坦である。坑底施設としては、楕円形のサイド・ピット1基と円形ピットを有する。南側

の楕円形サイド・ピットは径 68× 40 cm、 深さ27 cmを計る。円形ピットは中央部よりやや北東側に配され、

大きさは径 20 cm、 深さ45 cmを計測する。覆土は3層 に分けられ、自然埋没土と考えられる。

土坑 SK40 (Fig。 18)

調査区の南西側A-3-d区 に位置し、標高 27.00mの平坦部に立地する。西側の1/2近 くを上坑 SK16

に切られているため、全容は不明だが、平面形は東西に長い楕円形を呈していたと推定される。長径は不明、

短径は 100 cmを計る。長軸方向は不明。坑底長径は不明、坑底短径は46 cm、 底面中央の深さは40 cmを計

測する。壁は緩やかに立ち上がり、底面はやや起伏がある。覆土は人為的な埋め戻し上と考えられる。

土坑SK17(Fig。 19)

調査区の西側A-3-b区 に位置し、標高 27。 OO～ 27.10mの平坦部に立地する。西側の1/2近 くが調

査区域外に存在しているうえに、北側の壁・底面を上坑 SK18に壊されているため、全容は不明だが、平面

形は略円形ではないかと推定される。規模は200 cmほ どと考えられるが、正確な長径・短径は不明。長軸方

向も不明。坑底長径・坑底短径も不明。底面中央の深さは56 cmを計る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面

は平坦である。坑底施設としては、円形のサイド・ピットを2基伴う。北東側のピットは径 46× 40c14、 深

さ20 cmを計る。南狽1のビットは径 60× 52 cm、 深さ70 cmを計測し、底面が上場より2～ 20 cnl内 側に広が

っている。覆土は3層 に分けられ、自然埋没土と考えられる。

-31-



土坑 SK18 (Fig.19)

調査区の西側A-2-d、 A-3-b区 に位置し、標高 27.20～ 27.30mの平坦部に立地する。西側の
2/5が調査区域外に存在していたため、全容は不明だが、平面形は南北に長い楕円形を呈すると推定され

る。長径は220 cm、 短径は不明。長軸方向はN-17° 一Wを示す。坑底長径は200 cm、 坑底短径は不明、

底面中央の深さは56 cmを 計る。壁は急傾に立ち上がり、底面は平坦である。坑底施設としては、2基のサ

イド・ピットを付設する。北側のビットはやや楕円形で、径 46× 86 cm、 深さ33 cmを計測する。南側のビッ

トはほぼ円形で28× 26 cm、 深さ16 cmを計る。覆土は2層に分けられ、自然埋没土と考えられる。なお、重

複する土坑 SK17を切つている。

土坑SK19(Fig。 19)

調査区の西側B-3-a・ c・ d区に位置し、標高 27。 OO mの平坦部に立地する。平面形は東西に長い

楕円形を呈する。長径は300 cm、 短径は262 cmを計る。長軸方向はN-68° ―Wを示す。坑底長径は280

C14、 坑底短径は240 cm、 底面中央の深さは46 cmを 計測する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦であ

る。坑底施設としては、5基のサイド・ビットと、中央部よりやや南西側に 1基の円形ピットを有する。5

基のサイド・ビット lPl～ P5)の うち、Pllよ楕円形ビットで径 74× 56 cm、 深さ32 cmを計り、北側の底

面が上場より2～ 5 cm内側に広がつている。P2は円形ビットで径 22× 21 cnl、 深さ22 cmを計り、西側の底

面が上場より2 cm内側に入つている。P3は隅丸方形で長軸 45 cm、 短軸 34 cm、 深さ8 cmを計浪1する。P4は

楕円形ピットを呈し、径 100× 55 cm、 深さ71 cmを数え、南側の底面は上場より内側へ 2～ 15 cm広 がって

いる。P5は円形ビットで径 23× 20 cm、 深さ86 cmを 計る。P6は中央部よりやや南西側に位置する円形ピ

ットで、径 62× 56 cm、 深さ40 cmを計沢1し、底面に2基のビットを有する。このビットは東側の大きさが

25× 16c14、 深さ4 cmを計り、西側が径 18× 12c14、 深さ14 cmを数える。本土坑の覆土は2層 に分けられ、

自然埋没土と考えられる。

上坑SK24 (Fig.20)

調査区の中央部西側 B-3-b、 C-3-a区 に位置し、標高 26.80～ 26.90mの 平坦部に立地する。

平面形は東西に長い隅丸方形を呈する。長軸は 186 cm、 短軸は82 cmを計る。長軸方向はN-90° ―Wを示

す。坑底長径は■ 6 cm、 坑底短径は73 cm、 底面中央の深さは 10 cmを計測する。壁はほぼ垂直に立ち上が

り、底面は平坦である。覆土は2層 に分けられ、自然埋没土と考えられる。

土坑 SK25 (Fig。20)

調査区の中央部西側C-2-c、 C-3-a区 に位置し、標高 26.90mの平坦部に立地する。平面形は

南北にやや長い略円形を呈する。長径は202 cm、 短径は 194 cmを計る。長軸方向はN-8° 一Eを示す。坑

底長径は 194 cm、 坑底短径は 174 cm、 底面中央の深さは60 cmを計測する。壁は西側がやや膨らみながら急

傾して立ち上がっている。その他の部分の壁はほぼ垂直に立ち上がっている。底面はやや起伏があり、西側

の坑底部は開田部より2～ 6 cmほど広がっている。坑底施設としては、底面中央部よりやや南西側に円形ピ

ットを 1基伴つている。ピットの大きさは径 17× 16 cm、 深さ23 cmを計る。覆土は5層 に分けられ、自然埋

没土と考えられる。
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土坑 SK26(Fig.20)

調査区の西側C-2-d、 B-3-b区 に位置し、標高 26.80～ 26。 90mの平坦部に立地する。平面形

は南北にやや長い略円形を呈する。長径は254 cm、 短径は252 cmを計る。長軸方向はN-35° 一Eを示す。

坑底長径は240 cm、 坑底短径は226 cnl、 底面中央の深さは40 cmを計沢1する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、

底面は平坦である。坑底施設は中央部よりやや南西側にセンター・ビットを 1基有する。ビットの大きさは

径 20X18 cm、 深さ68 cmを計る。覆土は2層に分けられ、自然埋没土と考えられる。

土坑SK27(Fig.20)

調査区の西側B-2-b・ d区に位置し、標高 26。 90～ 27.OO mの 平坦部に立地する。竪穴住居跡 S102

を切つている。平面形は東西に長い楕円形を呈する。長径 207 cm、 短径 11l cmを 計る。長軸方向はN―

41° 一Wを示す。坑底長径は 188 cm、 坑底短径は94 cm、 底面中央の深さは88 cmを計測する。壁はほぼ垂直

に立ち上がり、底面は平坦である。覆土は3層 に分けられ、自然埋没土と考えられる。

土坑SK28 (Fig.21)

調査区の中央部北西側 C-2-aoc区 に位置し、標高 26.80mの平坦部に立地する。平面形は東西に

やや長い略円形を呈する。長径 282 cm、 短径 278 cmを計る。長軸方向はN-89° ―Wを示す。坑底長径は

250 cm、 坑底短径は286c14、 底面中央の深さは62 cmを計測する。壁は急傾に立ち上がり、底面はほぼ平坦

である。センター・ピットは中央部よりやや南側に位置し、径 18 cm、 深さ46 cmを 計る。サイド・ピットは

東側に配し、径 47× 36 cm、 深さ22 cmを計沢1する。覆土は2層に分けられ、自然埋没土と考えられる。

上坑SK35 (Fig.21)

調査区の西側 B-2-a・ b区に位置し、標高 26。 70～ 26.80mの平坦部に立地する。竪穴住居跡 SI02

を切つている。平面形は東西にやや長い略円形を呈する。長径 245 cm、 短径 228 cmを計る。長軸方向はN―

80° ―Eを示す。坑底長径は223 cm、 坑底短径は205 cm、 底面中央の深さは33 cmを計測する。壁は急傾に

立ち上がり、底面は平坦である。覆土は8層 に分けられ、自然埋没土と考えられる。

上坑 SK37 (Fig。21)

調査区の西側A-2-d、 B-2-c、 A-3-b、 B-3-a区 に位置し、標高 26.90～ 27.OO mの

平坦部に立地する。平面形は東西にやや長い略円形を呈する。長径 282 cm、 短径 252 cmを計る。長軸方向

はN-77° ―Eを示す。坑底長径は260 cm、 坑底短径は242 cm、 底面中央の深さは74 cmを計沢1する。壁は

ほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。坑底施設としては、2基のサイド・ピット及び 1基の円形セン

ター・ピットを配する。東側のサイド・ピット(P2)は円形を呈し、径 22 cm、 深さ36 cmを 計る。南東側のサ

イド・ビット(P3)は略円形を呈し、径 66× 60 cm、 深さ47 cmを計測し、ピット底面は土坑下場より内側ヘ

2～ 10 cm広 がっている。円形センター・ビットは土坑坑底部のほぼ中央にあって、径 18 cm、 深さ80c14を

計る。覆土は4層に分けられ、人為的な埋め戻し上と考えられる。なお、土坑 SK42に切られ、土坑 SK43

を切つている。
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土坑SK42(Fig。 22)

調査区西側A-2-d、 B-2-c区 に位置し、標高 26。 90～ 27.00mの平坦部に立地する。西側の一

部が調査区域外に存在していたため、全容は不明。また、土坑 SK37を切つている。平面形は南北に長い楕

円形を呈していると推定される。長径は 180 cnl、 短径は140 cmを計る。長軸方向はN-64° 一Eを示す。坑

底長径は 164 cm、 坑底短径は 113 cm、 底面中央の深さは46 cmを計測する。壁は西側は緩やかに立ち上がっ

ているが、その他の壁はほぼ垂直に立ち上がっている。底面は凹レンズ状を呈している。坑底施設としては

2基のピットを有する。 1基はほぼ中央部に位置する略円形のピットで、径 88× 34 cm、 深さ24 cmを測る。

他の 1基は東側の壁際に配し、径 26× 21 cm、 深さ26 cmの楕円形ピットである。覆土は自然埋没土と考え

られる。

土坑SK43(Fig。 22)

調査区西側B-3-a区 に位置し、標高 26。 90～ 27.00mの平坦部に立地する。北側を土坑 SK37に壊

されているため、全容は不明だが、平面形は南北に長い楕円形を呈していたと推定される。長径は不明、短

径は165 cmを計る。長軸方向も不明。坑底長径は83 cm、 坑底短径は63 cm、 底面中央の深さは70 cmを計測

する。壁は急傾に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。坑底施設としては、北東側に略円形ピットを付設す

る。ピットの大きさは径 45× 48 cm、 深さ27 cmを計る。覆土は人為的な埋め戻し上と考えられる。

土坑SK38(Fig。 22)

調査区南西側A-4-b、 B-4-a区 に位置し、標高 27。OO mの平坦部に立地する。土坑 SK89。 44

に切られている。平面形は東西にやや長い略円形を呈する。長径は202 cm、 短径は198 cmを計る。長軸方向

はN-42° 一Wを示す。坑底長径は 158 cm、 坑底短径は 136 cm、 底面中央の深さは44 cmを計測する。壁は

ほぼ垂直に立ち上がり、底面はやや起伏がある。坑底施設としては、円形センター・ビットを 1基有する。

ビットは底面中央よりやや南西側に位置し、径 22 cm、 深さ43 cmを計る。覆土は2層に分けられ、自然埋没

土と考えられる。

土坑SK39(Fig。 22)

調査区の南西側A-3-d、 B-3-c、 A-4-b、 B-4-a区 に位置し、標高 27.00mの平坦部

に立地する。土坑 SK88・ 45を切つている。平面形は南北に長い楕円形を呈する。長径は256 cm、 短径は

234 cmを計る。長軸方向はN-5° 一Wを示す。坑底長径は230 cnl、 坑底短径は212 cm、 底面中央の深さは

53 cmを計測する。壁は急傾に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。坑底施設としては、ビットを3基を有す

る。Plは底面中央部よりやや南西側に位置し、円形を呈し、径 31× 30 cm、 深さ29 cmを 計る。P2は西側

にあって、円形を呈し、径 29× 28 cm、 深さ35 cmを計る。P3は坑底南西側に位置し、径 62× 46 cm、 深さ

18 cmの楕円形のビットである。覆土は3層 に分けられ、自然埋没土と考えられる。

土ltt SK45(Fig。 23)

調査区の南西側A-3-a、 A-4-b区 に位置し、標高 27.00mの平坦部に立地する。土坑 SK39に

切られているため、北東側 1/61ま どの壁 。底面が壊されている。このため、正確な全容は不明だが、平面形
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は東西に長い楕円形と推定される。長径は不明、短径 166 cmを計る。長軸方向はN-27° 一Eを示す。坑

底長径は不明、坑底短径は 146 cm、 底面中央の深さは34 cmを計測する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面

は平坦である。覆土は2層に分けられ、人為的な埋め戻し上と考えられる。

土坑SK48(Fig。 23)

調査区の南側B-4-c、 B-5-a区 に位置し、標高 26.80～ 26.90mの平坦部に立地する。竪穴住

居跡 SI06、 土坑 SK57を切つている。また、西側の壁の一部を現代の撹乱によって壊されている。平面形は

東西に長い隅丸方形を呈する。長径は推定で276 cm、 短径は116 cmを計る。長軸方向はN-71° 一Wを示

す。坑底長径は259 cm、 坑底短径は96 cm、 底面中央の深さは46 cmを計測する。壁はほぼ垂直に立ち上が

り、底面は平坦である。覆土は2層 に分けられ、自然埋没土と考えられる。

土坑SK57(Fig。 23)

調査区の南側B-4-c、 B-5-a区 に位置し、標高 26.90mの平坦部に立地する。土坑 SK07・ 48

に切られていて、北側の一部を現代の撹乱によって壊されているため、遺構の全容は不明だが、平面形は東

西に長い楕円形と推定される。長径は推定で 190 cmほどと考えられる。短径・坑底長径・坑底短径は不明。

長軸方向もN-87° ―Wと推定される。底面中央の深さは38 cmを計る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面

は平坦である。覆土は人為的な埋め戻し土と考えられる。

上坑 SK49 (Fig。23)

調査区の南側B-4-c・ d区に位置し、標高 26。90mの平坦部に立地する。竪穴住居跡 S106、 土坑

SK50を切つている。平面形は南北に長い楕円形を呈する。長径は245 cm、 短径は198 cmを計る。長軸方向

はN-26° ―Eを示す。坑底長径は 190 cm、 坑底短径は 166 cm、 底面中央の深さは37 cmを計測する。壁は

ほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。覆土は2層に分けられ、自然埋没土と考えられる。

土坑SK50(Fig。 23)

調査区の南側 B-4-c・ d区に位置し、標高 26。90mの平坦部に立地する。竪穴住居跡 S106を切り、

土坑 SK49に切られている。平面形は南北に長い楕円形を呈する。開口部長径 215 cm、 開口部短径 182 cm

を計る。長軸方向はN-31° ―Eを示す。坑底長径 205 cm、 坑底短径 195 cm、 底面中央の深さは76 cmを計

測する。開口部より坑底部が北側半分で2～ 22 cmほ ど大きく広がる。壁は北側 1/2では大きく膨らみなが

ら急傾し、南側半分ではほぼ垂直に立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。覆土は4層に分けられ、自

然埋没土と考えられる。

土坑SK51(Fig。 24)

調査区の南側 B-5-b区 に位置し、標高 26.80～ 27.00mの平坦部に立地する。土坑 SK52を切 り

SK58に切られていて、正確な全容は不明だが、平面形は南北にやや長い略円形と推定される。長径は推定

で 186 cm、 短径は 172 cmを計る。長軸方向はN-6° 一Wを示す。坑底長径は 174 cm、 坑底短径は 150 cm、

底面中央の深さは42 cmを 計沢1する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面はやや起伏がある。覆土は2層に分
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けられ、自然埋没土と考えられる。なお、竪穴住居跡 SI05を切って存在していた。

土坑SK52(Fig。 24)

調査区の南側B-5-b・ d区に位置し、標高 26.90mの平坦部に立地する。竪穴住居跡 S104・ 05を

切り、土坑 SK51・ 53に切られている。平面形は東西に長い楕円形を呈する。長径は216 cm、 短径は 192

cmを計る。長軸方向はN-82° 一Wを示す。坑底長径は 190 cm、 坑底短径は 180 cm、 底面中央の深さは56

cmを計沢1する。壁はやや内傾しつつ急傾斜に立ち上がり、底面もやや起伏がある。坑底施設としては、楕円

形サイド・ピットを 1基有する。ピットの大きさは112× 56 cm、 深さ8 cmを計る。覆土は2層 に分けられ、

自然埋没土と考えられる。

土坑 SK53(Fig.24)

調査区の南側 B-5-d、 C-5-c区 に位置し、標高 26.80mの 平坦部に立地する。竪穴住居跡

SЮ4・ 05、 土坑 SK52を切っている。平面形は南北に長い楕円形を呈する。長径は204 cm、 短径は 156 cm

を計る。長軸方向はN-70° 一Eを示す。坑底長径は 128 cm、 坑底短径は 124 cm、 底面中央の深さは50 cm

を計測する。壁はやや内傾しつつ、急傾斜に立ち上がり、底面は若千の起伏を有する。覆土は2層 に分けら

れ、自然埋没土と考えられる。

土坑SK54(Fig。 24)

調査区の北側D-2-a区 に位置し、標高 26.90～ 27.OO mの平坦部に立地する。溝状遺構 SD02に切

られている。平面形は東西に長い楕円形を呈する。長径は 176 cm、 短径は142 cmを計る。長軸方向はN―

55° 一Wを示す。坑底長径は 158 cm、 坑底短径は 120 cm、 底面中央の深さは52 cmを計測する。壁はほぼ垂

直に立ち上がり、底面はやや起伏がある。

土坑SK56(Fig。 25)

調査区の南側B-4-bod区 に位置し、標高 26.80～ 26。90mの平坦部に立地する。溝状遺構 SD02

に切られ、竪穴住居跡 SI06を切つている。平面形は南北に長い楕円形を呈する。長径は246 cm、 短径は

204 cmを計る。長軸方向はN-21° 一Eを示す。坑底長径は212 cm、 坑底短径は 182 cm、 底面中央の深さ

は62 cmを 計測する。壁は急傾に立ち上がり、底面はやや起伏がある。坑底施設は楕円形サイド・ピットが

1基、円形サイドピットが 1基、計 2基のサイド・ビットを有する。楕円形サイド・ピットは大きさが166×

78 cm、 深さ13 cmを計り、】ヒ西側のビットの底面の一部が、土坑の開口部より5 cm内側へ広がつている。円

形サイド・ピットは規模が径 32 cm、 深さ35 cmを計測する。覆土は3層に分けられ 自然埋没土と考えられる。

上坑 SK58 (Fig。24)

調査区の南側B-4-d、 B-5-b区 に位置し、標高 26。90～ 27.OO mの平坦部に立地する。竪穴住

居跡 SI05,06、 土坑 SK51を切つている。平面形は南北にやや長い略円形を呈する。長径は200 cm、 短径

は196 cmを計る。長軸方向はN-7° 一Wを示す。坑底長径は 190 cm、 坑底短径は 178 cm、 底面中央の深さ

は66 cmを 計損1する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。覆土は5層に分けられ、自然埋没土
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と考えられる。

土坑SK59(Fig。 25)

調査区の中央部 C-3-a・ c区に位置し、標高 26。90mの平坦部に立地する。竪穴住居跡 S1011こ 切
られているため、遺構の全容は不明だが、平面形は東西に長い楕円形と推定される。長径は不明、短径は

167 cmを計る。長軸方向は推定でN-67° ―Wを示す。坑底長径は不明、坑底短径は 157 cm、 底面中央の

深さは28 cmを計測する。壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦である。坑底施設としては、円形ピット

を 1基有し、ピットの大きさは48× 44 cm、 深さ28 cmを計る。また溝状遺構 SD02に も切られている。

土坑 SK60(Fig.25)

調査区の南東側C-6-b区 に位置し、標高 27.00mの平坦部に立地する。遺構の南側 1/2が調査区域

外に存在するため、本址の全容は不明だが、平面形は東西に長い楕円形を呈していると推定される。長径は

176 cm、 短径は不明。長軸方向はN-67° 一Wを示す。坑底長径は 173 cm、 坑底短径は不明、底面中央の

深さは74 cmを 計測する。壁は内傾しつつ、急傾斜に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。西側の坑底部は

開田部より28 cmほ ど大きく広がり、この部分の壁は内側へ大きく膨らみながら急傾して立ち上がっている。

覆土は3層に分けられ、人為的な埋め戻し土と考えられる。なお、土坑 SK68を切つている。

上坑 SK68 (Fig。 25)

調査区の南東側C-6-b区 に位置し、標高 27.10mの平坦部に立地する。本址の南側 1/2が調査区域

外に存在するうえに、土坑 SK60に西側の一部が切られているため、以降の全容は不明だが、平面形は東西

に長い楕円形を呈すると推定される。長径は 118 cm、 短径は不明。長軸方向はN-70° 一Wを示す。坑底

長径は 120 cm、 坑底短径は不明、底面中央の深さは72 cmを計る。壁は全体的にはほぼ垂直に立ち上がって

いるが、東側の壁は内側へ大きく膨らみながら急傾して立ち上がっている。この東側の坑底部は開口部より

2～ 28 cnlほ ど大きく広がっている。底面はやや起伏がある。覆土は3層 に分けられ、人為的な埋め戻し土

と考えられる。

土坑SK61(Fig。 25)

調査区の南東側 C-5-d、 C-6-b区 に位置し、標高 26.90mの平坦部に立地する。平面形は南北
にやや長い略円形を呈する。長径 186 cm、 短径 172 cmを計る。長軸方向はN-48° ―Eを示す。坑底長径

は 168 cm、 坑底短径は 156 cm、 底面中央の深さは46 cmを計測する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面はや

や起伏がある。覆土は2層に分けられ、自然埋没土と考えられる。

土坑SK62(Fig。 26)

調査区の南側 C-5-a・ c区に位置し、標高 26.70～ 26。80mの平垣部に立地する。溝状遺構 SD03

に切られ 竪穴住居跡 SI03・ 04。 05を切つている。平面形は南北に長い楕円形を呈する。長径は162 cm、 短径

は186 cmを計る。長軸方向はN-18° 一Wを示す。坑底長径は 140 cm、 坑底短径は 118 cm、 底面中央の深

さは 17 cmを計潰1する。壁は緩やかに立ち上がり、底面はやや起伏がある。覆土は3層 に分けられ、自然埋没
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土と考えられる。

上坑 SK63 (Fig。26)

調査区の南側 B-5-d、 C-5-c区 に位置し、標高 27.30mに立地する。本址の南側 1/2以上が調

査区域外に存在するうえに、溝状遺構 SD03に切られているため、遺構の全容は不明だが、平面形は南北に

長い楕円形を呈すると推定される。また、竪穴住居跡 S104を切つている。長径・短径は正確には不明だが、

大きさは200 cm以上の長径の上坑と推定される。長軸方向は推定で、N-21° 一Wを示す。坑底長径、坑

底短径は不明、底面中央の深さは70 cmを 計る。壁はやや内傾しつつ、急傾に立ち上がる。底面はやや起伏

がある。覆土は8層 に分けられ、自然埋没土と考えられる。

土坑SK64(Fig。 26)

調査区の南東側D-6-a・ c区に位置し、標高 27.50mの平坦部に立地する。本址の南側 1/2以上が

調査区城外に存在するため、遺構の全容は不明だが、平面形は東西に長い楕円形を呈すると推定される。な

お、竪穴住居跡 S107を切って検出された。開口部長径は212 cmを計 り、短径は不明。長軸方向はN―

60° 一Wを示す。坑底長径は262 cmを計る。坑底短径は不明。底面中央の深さは125 cmを計測する。開回

部より坑底部が20～ 80 cnlほ ど大きく広がる。壁は内側へ大きく膨らみながら急傾して立ち上がる。底面は

ほぼ平坦である。覆土は4層に分けられ、自然埋没土と考えられる。

土坑 SK65(Fig.26)

調査区の南東側 D-5-c、 D-6-a区 に位置し、標高 26.90mの平坦部に立地する。溝状遺構
SD02に切られ、竪穴住居跡 SI07を切つている。平面形は南北に長い楕円形を呈する。長径は 158c14、 短

径は 186 cmを計る。長軸方向はN-20° ―Wを示す。坑底長径は 136 cm、 坑底短径は 110 cm、 底面中央の

深さは26 cmを 計沢1する。壁は緩やかに立ち上がり、底面は起伏がある。覆土は6層に分けられ、自然埋没

土と考えられる。

土坑SK66(Fig。 27)

調査区の南東側D-5-c区 に位置し、標高 27.00mの平坦部に立地する。溝状遺構 SD02に切られて

いる。平面形は東西に長い楕円形を呈する。長径は230 cm、 短径は200 cmを計る。長軸方向はN-48° 一

Wを示す。坑底長径は225 cm、 坑底短径は 180 cm、 底面中央の深さは56 cmを計測する。壁はやや内傾しつ

つ、急傾に立ち上がる。底面はほぼ平坦である。坑底施設としては、楕円形サイド・ピットを 1基有する。

ビットの大きさは82× 52 cm、 深さ23 cmを計る。覆土は4層に分けられ 人為的な埋め戻し上と考えられる。

土坑 SK67 (Fig。27)

調査区の南東側D-5-d区 に位置し、標高 27.00mの平坦部に立地する。本址の東側 1/8が調査区城

外に存在するため、遺構の全容は不明だが、平面形は南北にやや長い略円形を呈すると推定される。長径・

短径は不明だが、180 cmほ どの大きさと考えられる。長軸方向も推定でN-20° 一Wを示すと思われる。坑

底長径・坑底短径も不明。底面中央の深さは50 cmを計る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。
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坑底部の南側の一部が、開口部より外側へ 10 cmほ ど広がっている。坑底施設としては、楕円形サイド・ビッ

ト2基を有する。Plのサイド・ビットは、】ヒ西側に配し、大きさは38× 20 cm、 深さ5 cmを計り、ピットの上場

が土坑の開口部より内側へ 10 cmほ ど広がり、ビットの底部も土坑開口部より南西方向へ25 cmほど奥に入

っている。P2のサイド・ピットは南西側にあって、規模は70× 58 cm、 深さは29 cmを計測し、ピットの上場が

土坑開口部より15 cm広がり、底部は開口部より8 cmほど奥へ入つている。覆土は3層 に分けられ、自然埋没

土と考えられる。

上坑SK69 (Fig.27)

調査区の南側C-4-ced、 C-5-a・ b区に位置し、標高 27.20mの平坦部に立地する。溝状遺

構 SD02、 土坑 SK70に切られているため、遺構の全容は不明だが、平面形は南北に長い楕円形を呈すると

推定される。なお、竪穴住居跡 S105を切つている。長径は243 cmゝ 短径は推定で206 cmを計る。長軸方向

はN-24° 一Wを示す。坑底長径は210 cm、 坑底短径は 184 cm、 底面中央の深さは58 cmを計測する。壁は

急傾に立ち上がり、底面はやや起伏がある。坑底施設としては、楕円形サイド・ビットが 1基有する。ビッ

トの大きさは65× 52 cm、 深さ28 cmを計り、ピットの坑底部の南側が、土坑の開口部より2～ 15 cmほ ど広

がっている。覆土は4層 に分けられ、自然埋没土と考えられる。

上坑 SK70 (Fig。 27)

調査区南側 C-4-c・ d、 C-5-a・ b区に位置し、標高 26.80～ 27.10mの平坦部に立地する。

土坑 SK98に切られ、土坑 SK69、 Pit03を切っている。平面形は南北に長い楕円形を呈する。長径は255

cm、 短径は245 cmを計る。長軸方向はN-58° ―Wを示す。坑底長径は225 cm、 坑底短径は 185 cm、 底面

中央の深さは37 cmを 計測する。壁は急傾に立ち上がり、底面はやや起伏がある。坑底施設としては、円形

センター・ビットを 1基、楕円形サイド・ピットが2基有する。センター・ビットは坑底中央部よりやや北

側に位置し、大きさは47× 42 cm、 深さ46 cmを計る。サイド・ピットは北西側及び北東側に位置する。北

西側のサイド・ピットは、規模が47× 42 cm、 深さ57 cmを 計り、ピットの西側底部が上場より6 cmへ広が

る。覆土は3層 に分けられ、自然埋没土と考えられる。

土坑 SK98(Fig.27)

調査区の中央部南側 C-4-d区 に位置し、標高 26。60mの平坦部に立地する。土坑 SK70・ Pit03を

切つている。平面形は東西に長い楕円形を呈する。長径 102 cm、 短径 82 cmを計る。長軸方向はN-50° 一

Wを示す。坑底長径は80 cm、 坑底短径は48 cm、 底面中央の深さは22 cmを計測する。壁は急傾に立ち上が

り、底面はやや起伏がある。

Pit03(Fig.27)

調査区中央部南側 C-4-d区 に位置し、標高 26。80mの平坦部に立地する。土坑 SK70・ 98に切られ

ているため、遺構の全容は不明だが、平面形は東西にやや長い略円形を呈すると推定される。長径・短径は

正確には不明だが、規模は長径で70 cmほ どを計ると考えられる。長軸方向も推定でN-51° 一Wを示す。

坑底長径は 42 cm、 坑底短径は不明、底面中央の深さは42 cmを計測する。壁は急傾に立ち上がり、底面は
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A270
一
B

⑮

褐色±  75YR4/4 多量のローム粒・多量の焼土粒を含む
褐色±  75YR4/4 多量のローム粒・多量の焼土粒を含む
黒褐色± 75YR3/2 多量のローム粒・多量の焼土粒を含む

c27.0 ―――D

c275

A27.6

表土

褐色土

褐色土

褐色土

暗褐色土

―

B

75YR4/3 ローム粒子を含む、しまりがある
75YR4/4 多量のローム粒を含む
75YR4/4 多量のローム粒・多量の焼土粒を含む
75YR3/3 多量のローム粒,多量の焼土粒を含む

B_一

②

表土

暗褐色± 75YR3/3
黒掲色± 75YR3/2
褐色±  75YR4/4
黒掲色± 75Yミ 3/1

少量のローム粒を含む

多量のローム粒を含む

多量のローム粒を含む

多量のローム粒を含む

――――B

―――BAヱ≧皇

1

2

3

4

5

6

褐色±     75YR4/4 少量のローム粒・ロームプロックを含む
黒掲色±    75YR2/2 少量のコーム粒・ロームブロックを含む
黒褐色±    75YR3/2 少量のローム粒。ロームプロックを含む
黄褐色±    75YR5/6 多量のローム粒・ロームブロックを含む
にぶい黄褐色± 75YR5/4 多量のローム粒・ロームブロックを含む
褐色±     75YR4/6 多量のローム粒・ロームブロックを含む

0           1m

Fig.26 土坑  SK62・ SK63・ SK64・ K65

-47-



A坐 ――― B

一
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1

2
SK69 3
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①

縣708
④

― B

暗褐色土

黒褐色土

黒褐色土

褐色土

1

2

3

4

黒褐色± 10YR3/2 多量のロームブロック・ローム粒を含む
暗褐色± 10YR2/2 多量のローム粒・ロームブロックを含む
黒褐色± 10YR3/4 多量のロームブロック・少量のローム粒含む
黒色±  10YR2/1 少量のロームブロック・焼土粒を含む

A27.5

表土

褐色±  75YR4/3 ローム粒を含む しまりがある

一
B

7 5YR4/3 多量のコーム粒を含む
7 5YR3/4 多量のローム粒,ロームブロックを含む
7 5YR3/2 多量のローム粒。ロームブロックを含む

Cl

|

Aヱニ⊇

暗褐色± 75YR3//4

暗掲色± 75YR3/3
黒褐色± 75YR3/2
黒褐色± 75YR2/2

褐色土

暗褐色土

黒褐色土

C
ヽ

少量のローム粒を含む

少量のローム粒を含む

少量のローム粒を含む

少量のローム粒を含む

少量の日―ム粒を含む

少量のローム粒を含む

少量のローム粒を含む

少量のローム粒を含む

E型

7 5YR3/4

7 5YR3/2

7 5YR2/1

7 5YR4/3
0           1m

Fig.27 土坑  SK66・ SK67・ SK69・ SK70・ SK98・ Pit3

Pit03
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ほぼ平坦である。

土坑SK71(Fig。 28)

調査区の南側C-4-b・ d区に位置し、標高 26.80mの平坦部に立地する。平面形は東西に長い楕円

形を呈する。長径は 147 cm、 短径は 110 cmを計る。長軸方向はN-54° 一Eを示現 時 は125Щ 坑底

短径は88 cm、 底面中央の深さは63 cnlを計測する。壁は急傾に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。

土坑SK72(Fig.28)

調査区の中央部南東側C-4-d、 D-4-c、 C-5-b、 D-5-a区 に位置し、標高 26.70mの

平坦部に立地する。土坑 SK73,74に 切られているうえに、北東側の底面の一部が現代の撹乱によって壊

されているため、遺構の全容は不明だが、平面形は東西に長い楕円形を呈すると推定される。長径は不明、

短径は208 cmを計る。長軸方向はN-64° 一Wを示す。坑底長径は不明、坑底短径は 138 cm、 底面中央の

深さは26 cmを計測する。壁は急傾に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。坑底施設としては、楕円形サイ

ド・ピットを 1基有する。ピットは大きさが96× 74 cm、 深さ75 cmを計り、ピットの坑底部は上場より2～

30 cm奥へ広がつている。

土坑 SK73(Fig.28)

調査区の中央部南東側C-4-d、 D-4-c区 に位置し、標高 26。 70～ 26。80mの平坦部に立地する。

土坑 SK72を切り、土坑 SK74に切られているうえに、北東側の一部を現代の撹乱によって壊されているた

め、遺構の全容は不明だが、平面形は東西に長い楕円形を呈すると推定される。長径は不明、短径は 190 cm

を計る。長軸方向はN-57° ―Wを示すと考えられる。坑底長径は不明、坑底短径は174 cm、 底面中央の深さ

は23 cmを計潰1する。壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦である。坑底施設としては、略円形サイド・

ピットを 1基有する。ピットは大きさが40× 32 cm、 深さ48 cmを計る。

土坑SK74(Fig。 28)

調査区の中央部南東側D-4-c、 D-5-a区 に位置し、標高26.70～ 26.80mの平坦部に立地する。

竪穴住居跡 S108、 土坑 SK72・ 73を切っている。平面形は東西に長い楕円形を呈する。長径は243 cm、 短

径は210 cllを計る。長軸方向はN-57° 一Wを示す。坑底長径は238 cm、 坑底短径は204 cm、 底面中央の

深さは84 cmを 計測する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。坑底施設としては、略円形サイ

ド・ビットは2基有し、略円形センター・ピットを 1基伴う。南西側サイド・ビットは大きさが、38× 86

cm、 深さ22 cmを計る。南東側のサイド・ビットは規模 66× 60 cm、 深さ70 cmを計測し、ピットの北東部底

部は上場より2～ 8 cm広がっている。センター・ピットは、坑底中央部よりやや南西側に位置し、大きさは

26× 24 cm、 深さ65 cmを計る。

土坑SK75(Fig。 29)

調査区の南東側D-5-a・ b区に位置し、標高 26.70～ 26.90mの平坦部に立地する。竪穴住居跡
SЮ8を切つている。平面形は南北に長いやや楕円形を呈する。長径はH9cm、 短径は96 cmを計る。長軸方
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向はN-52° ―Eを示す。坑底長径は89 cm、 坑底短径は6S cm、 底面中央の深さは30 cmを計測する。壁は

急傾に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。覆土は2層 に分けられ、人為的な埋め戻し上と考えられる。

土坑SK76(Fig。 29)

調査区の南東側D-5-b区 に位置し、標高 26。90mの平坦部に立地する。平面形は南北に長い略円形

を呈する。開田部長径は 158 cm、 開口部短径は 154 cmを計る。長軸方向はN-14° 一Wを示す。坑底長径

は 180 cm、 坑底短径は 176 cm、 底面中央の深さは52 cmを 計損1する。開田部より坑底部が7～ 15 cmほ ど大

きく広がる。壁は膨らみながら急傾して立ち上がる。底面はほぼ平坦である。坑底施設としては、略円形サ

イド・ピットが 1基有する。ピットの大きさは39× 28 cm、 深さ37 cmを計る。覆土は4層に分けられ、人為

、的な埋め戻し土と推定される。

土坑SK77(Fig。 29)

調査区の南東側E-4-c区 に位置し、標高 26.70～ 26.80mの平坦部に立地する。本址の東側 1/5が

調査区域外に存在するため、遺構の全容は不明だが、平面形は南北に長い楕円形を呈すると推定される。長

径は286 cmを計 り、短径はな明。長軸方向はN-28° 一Wを示す。坑底長径は214 cm、 坑底短径は不明、

底面中央の深さは50 cmを計測する。壁は急傾に立ち上がり、底面は凹レンズ状を呈する。坑底施設として

は、2基の略円形サイド・ビットを有し、 1基の円形センター・ピットを伴う。北東側に配するサイド・ピ

ット(Pl)は大きさが64× 60 cm、 深さ43 cmを計り、南西側のサイド・ピット(P2)は規模が19× 15 cm、 深

さ14 cmを計測する。センター・ピット(P3)は坑底部中央よりやや南西側に配し、大きさは21× 20 cm、 深

さ23 cmを計る。

土坑 SK78 (Fig。29)

調査区の南東側D-6-a区 に位置し、標高 26.70～ 26。 80mの平坦部に立地する。竪穴住居跡 SI07、

土坑 SK79を切り、Pit01に切られている。平面形は南北に長い楕円形を呈する。長径は210 cm、 短径は

190 cmを計る。長軸方向はN-41° 一Eを示す。坑底長径は206 cm、 坑底短径は 190 cm、 底面中央の深さ

は70 cmを 計浪1する。底面はやや起伏があり、北東側の底面の一部が上場開口部より2～ 25 cm広がってい

る。壁は北東部が膨らみながら急傾して立ち上がる以外は、ほぼ垂直に立ち上がっている。坑底施設として

は、7基のビット lPl～ P7)を有する。Plは北東側に配し、50× 40 cm、 深さ32 cmを 計り、土坑開口部

より内側にあるサイド・ビットと考えられる。P2は楕円形を呈し、径 42× 32 cm、 深さ12 cmの ビット。P3

は大きさが28× 18 cm、 深さ22 cmの 略円形センター・ビット。P4は径 24× 22 cm、 深さ47c14を図る略円

形のセンター・ビット。P5'P6は南西側に位置する略円形のサイド・ピットで、P5は 46× 86 cm、 深さ

64 cmを計沢1し、P6の大きさは34× 32 cm、 深さ 1 l cnlを計る。P7は北東側に配する楕円形のサイド・ピッ

トを考えられる窪みで、大きさ100× 48 cm、 深さ10 cmを計測する。覆土は3層に分けられ、自然埋没土と

推定される。

上坑 SK79 (Fig。 29)

調査区南東側D-6-a区 に位置し、標高 26.80mの平坦部に立地する。土坑 SK78に切られているた
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め、遺構の全容は不明確だが、平面形は南北に長い楕円形を呈すると推定される。長径は不明、短径は154

clnを計る。長軸方向はN-41° ―Eを示す。坑底長径は不明、坑底短径は 134 cm、 底面中央の深さは52 cm

を計測する。壁は南西側の一部が大きく膨らみながら急傾に立ち上がっている以外はほぼ垂直に立ち上がっ

ている。底面はほぼ平坦で、南西側の底面の一部が開口部より2～ 1 2 cnl広 がつている。覆土は3層 に分け

られ、自然埋没土と考えられる。

Pit0 1(Fig.29)

調査区の南東側D-5-c、 D-6-a区 に位置し、標高 26.80mの平坦部に立地する。土坑 SK78を

切つている。平面形は東西に長い略円形を呈する。長径は54 cm、 短径は48 cmを計る。長軸方向はN一

46°一Wを示す。坑底長径は28 cm、 坑底短径は26 cm、 底面中央の深さは98 cmを 計測する。壁はほぼ垂直

に立ち上がり、底面は平坦である。

上坑SK80(Fig。 30)

調査区の中央部南東側C-4-b・ D、 C-4-a区 に位置し、標高 26.80mの平坦部に立地する。溝

状遺構 SD03に切られ、土坑 SK82を切つている。平面形は南北に長い楕円形を呈する。長径は 170 cm、 短

径は 142 cmを計る。長軸方向はN-29° 一Eを示す。坑底長径は 152 cm、 坑底短径は 122 cm、 底面中央の

深さは38 cmを 計測する。壁は急傾に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。坑底施設としては楕円形ピット

を 1基有し、大きさは40× 27 cm、 深さ21 cmを計る。覆土は2層に分けられ 人為的な埋め戻し土と考えられる。

土坑SK82(Fig。 30)

調査区の中央部南東側C-4-b、 D-4-aoc区 に位置し、標高 26.70mの平坦部に立地する。溝

状遺構 SD03、 土坑 SK80・ 88に切られている。平面形は東西に長い楕円形を呈する。長径は216 cm、 短

径は190 cmを計る。長軸方向はN-68° 一Wを示す。坑底長径は214cm、 坑底短径は 160 cm、 底面中央の

深さは40 cmを計測する。壁は急傾に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。坑底施設としては、略円形セン

ター・ビットを 1基、楕円形サイド・ビット1基を有する。センター・ピットは大きさが25× 23 cm、 深さ

38 cmを計る。サイド・ビットは坑底南側に位置し、規模は56× 35 cm、 深さ40 cmを計測する。覆土は5層

に分けられ、自然埋没土と考えられる。

土坑SK81(Fig.30)

調査区の南東側D-6-b区 に位置し、標高 26。 80～ 26。90mの平坦部に立地する。竪穴住居跡 S107を

切つている。遺構の東側の大部分が調査区域外に存在するため、本址の全容は不明だが、平面形は推定で、

やや南北に長い略円形を呈していると考えられる。平面規模は長径が140 cm以上を計ると推定される。長軸

方向、坑底長径、坑底短径は不明。底面の深さは38 cmを計測する。覆土は2層 に分けられ、人為的な埋め

戻し上と考えられる。

土坑SK85(Fig。 30)

調査区の中央部南東側D-3-c、 D-4-a区 に位置し、標高26.70～ 26.80mの平坦部に立地する。
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1 褐色土

SK82 2 明黄褐色土
3 黒色土
4・ 5層は不明

1 暗褐色土
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批

4 黄橙色土

②

10YR4/4 少量のローム粒を含む
10YR6/8 多量のローム粒を含む
10YR2/1 少量のロームブロックを含む

10YR3/3 多量のロームブロックを含む
10YR6/8 少量のロームブロックを含む
10YR2/1 少量の炭化粒を含む
10YR7/8 多量のロームブロックを含む

IA

一――B

_D

――B

I 表土
Ⅱ 褐色±   75YR4/3
皿 明黄褐色± 10YR7/6
1 黄褐色±  10YR5/8 多量のローム粒を含む
2 黄橙褐色± 10YR8/6 多量のローム粒を含む

C坐

A27.0

―――D

1 暗褐色± 75YR3μ 少量のローム粒を含む
2 黒褐色± 75YR2/2 少量のローム粒を含む
3 暗褐色± 75YR3/3 少量のローム粒・ロームブロックを含む
4 黒褐色± 75YR2/2 少量のローム粒・ロームブロックを含む
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清状遺構 Sう03、 土坑 SK84に切られている。平面形は南北に長い楕円形を呈する。長径は232 cm、 短径は

214 cmを計る。長軸方向はN-89° 一Wを示す。坑底長径は219 cm、 坑底短径は218 cm、 底面中央の深さ

は76 cmを計測する。壁は北東側・南東側・南西側の一部が膨らみながら急傾して立ち上がっている以外は

ほぼ垂直に立ち上がる。底面も一部が開口部より2～ 12 cm奥 へ広がり、やや起伏がある。坑底施設として

は、 1基の略円形センター・ピット、3基の略円形サイド・ピットを有する。センター・ピットは坑底中央

よりやや北西側に位置し、大きさは 14× 13 cm、 深さ2 1 calを 計る。北側に位置するサイド・ピットは規模

40× 35 cm、 深さ37 cmを計測する。南東側のサイド・ピットは大きさが27× 25 cm、 深さ14 cmを計る。南

西側サイド・ピットは規模が38× 31 cm、 深さ48 cmを 計測する。覆土は4層に分けられ、自然埋没土と考

えられる。

上坑 SK86 (Fig。 31)

調査区のほぼ中央部C-3-d、 C-4-b、 D-3-c区 に位置し、標高 26.80mの平坦部に立地す

る。上坑 SK87を切つている。平面形は東西にやや長い略円形を呈する。長径は292 cm、 短径は280 cmを計

る。長軸方向はN-65° 一Wを示す。坑底長径は284 cm、 坑底短径は274 cm、 底面中央の深さは62 cmを計

測する。壁はほぼ平坦で、南側の一部が開田部より2～ 10 cm広 がつている。壁は大部分が垂直に立ち上が

っているが、南側の一部は大きく膨らみながら急傾して立ち上がっている。坑底施設としては、略円形セン

ター・ビット1基、楕円形サイド・ピットを 1基有している。センター・ピットの大きさは21× 19 cm、 深

さ48 cmを計り、サイド・ビットは規模が54× 40 cm、 深さ30 cmを計測する。覆土は3層 に分けられ、自然

埋没土と考えられる。

土坑SK87(Fig。 31)

調査区のほぼ中央部C-3-d、 D-3-c、 C-4-b、 D-4-a区 に位置し、標高 26。 80mの平

坦部に立地する。土坑 SK86に切られているため、全容は不明だが、平面形は南北にやや長い略円形を呈す

ると推定される。長径は172 cmを計り、短径は不明。長軸方向はN-10°一Eを示す。坑底長径は158 cmを

計測し、坑底短径は不明。底面中央の深さは34 cmを計る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。

坑底施設としては、 2基の略円形サイド・ピットを有する。南東側に位置するサイド・ビットは大きさが

22× 20 cm、 深さ24 cmを計る。南西側のサイド・ビットは規模が70× 65 cm、 深さ52 cmを計測し、ビット

底面が、土坑開田部より12m広がつている。覆土は2層に分けられ、自然埋没土と考えられる。

土坑SK88(Fig。 31)

調査区の東側D-4-b区 に位置し、標高 26.80mの平坦部に立地する。竪穴住居跡 S110に切られてい

るため、遺構の全容は不明だが、平面形は南北に長い楕円形を呈していると推定される。長径は不明、短径

は100 cmを計る。長軸方向はN-28°一Eを示す。坑底長径は不明、坑底短径は82 cmを計る。壁は緩やか

に立ち上がり、底面はやや起伏がある。底面中央の深さは21 cmを計測する。

上坑 SK89(Fig.81)

調査区の東側E-3-c、 E-4-a区 に位置し、標高 26。60～ 26.90mの平坦部に立地する。竪穴住
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居跡 S110を切つている。平面形は東西に長い隅丸方形を呈する。長軸は228 cm、 短軸は106 cmを計る。長

軸方向はN-88°一Wを示す。坑底長径は210 cm、 坑底短径は84 cm、 底面中央の深さは50 cmを計演1する。

壁は急傾に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。坑底施設としては、坑底中央に略円形のビットを 1基有す

る。ピットの大きさは38× 35 cm、 深さ26 cmを計る。覆土は3層に分けられへ自然埋没土と考えられる。

上坑SK94 (Fig.32)

調査区の北東側E-1-d、 E-2-b区 に位置し、標高26.70～ 26.80mの平坦部に立地する。Pit02

に切られている。平面形は南北にやや長い楕円形を呈する。開口部長径は 198 cm、 開口部短径は 162 cmを

計る。長軸方向はN-24° Eを示す。坑底長径は228 cm、 坑底短径は218 cm、 底面中央の深さは7 1 cnlを

計測する。開口部より坑底部が2～ 40 cm広がる。壁は大きく膨らみながら急傾して立ち上がる。底面はほ

ぼ平坦である。覆土は5層 に分けられ、下層の3層は人為的に埋め戻しているが、その上層の2層は自然埋

没土と考えられる。

Pit02 (Fig.82)

調査区の北東側E-1-d、 E-2-b区 に位置し、標高 26。70mの平坦部に立地する。土坑 SK94を

切つている。平面形は南北に長い楕円形を呈する。長径は62 cm、 短径は40 cmを計る。長軸方向はN-9°一

Wを示す。坑底長径は 16 cm、 坑底短径は 15 cm、 底面中央の深さは 124 cmを計測する。壁はほぼ垂直に立

ち上がり、底面は平坦である。

土坑SK96(Fig。 32)

調査区の東側D-3-d、 E-3-c区 に位置し、標高 26。60mの平坦部に立地する。竪穴住居跡 S110

を切つている。平面形は東西に長い楕円形を呈する。長径は91 cm、 短径は77 cmを 計る。長軸方向はN―

59七 Eを示す。坑底長径は72 clll、 坑底短径は61 cm、 底面中央の深さは47 cmを計測する。壁はほぼ垂直

に立ち上がり、底面は平坦である。

土坑SK97(Fig。 32)

調査区の北東側E-2-d、 E-3-b区 に位置し、標高 26.70mの平坦部に立地する。平面形は東西

にやや長い略円形を呈する。長径は 82 cm、 短径は76 cmを計る。長軸方向はN-64七 Wを示す。坑底長

径・短径は22 cm、 底面中央の深さは134 cmを計測する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。

上坑 SK99 (Fig。 32)

調査区の北西側 C-1-a区 に位置し、標高 26。 90～ 27.OO mの平坦部に立地する。平面形は南北にや

や長い略円形を呈する。長径は59 cnl、 短径は50 cmを 計る。長軸方向はN-5°一Eを示す。坑底長径は23

cm、 坑底短径は22 cm、 底面中央の深さは47 cmを計測する。壁は急傾に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。

土坑 SK100(Fig.82)

調査区の北西側 C-1-a区 に位置し、標高 26.90～ 27.00mの平坦部に立地する。平面形は東西に長
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い平面形を呈する。長径は70 cm、 短径は64 cnlを計る。長軸方向はN-58°―Wを示す。壁は急傾に立ち上

がり、底面はほぼ平坦である。坑底施設としては、略円形のビット2基を有する。東側のビットの大きさは

25× 24 cm、 深さ39 cmを計る。西側に位置するピットは規模が16× 14 cm、 深さ48 cmを計測する。

土坑 SK102(Fig。32)

調査区の北東側 E-2-b区 に位置し、標高 26。 80mの平坦部に立地する。平面形は東西に長い楕円形

を呈する。長径は76 cm、 短径は54 cmを 計る。長軸方向はN-74° Wを示す。坑底長径は50 cm、 坑底短

径は40 cm、 底面中央の深さは47 cmを計測する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。坑底施設

としては、略円形ピットを 1基有する。ピットの大きさは26× 22 cm、 深さ105 cmを計る。

Pit05 (Fig。32)

調査区の南側C-5-c区 に位置し、標高 26。80mの平坦部に立地する。平面形は南北に長い略円形を

呈する。長径は34 cm、 短径は32c14を 計る。長軸方向はN-19°―Wを示す。坑底長径は 16 cm、 坑底短径

は 15 cm、 底面中央の深さは94 cmを計測する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。

陥し穴状遺構SK23(Fig.83、 PL9)

調査区の中央部西側B-3-b・ d区に位置し、標高 26.80～ 26.90mの平坦部に立地する。平面形は

隅丸方形状の長楕円形を呈する。長軸は270 cm、 短軸は68 cmを計る。長軸方向はN-2°一Wを示す。坑底

長径は282 cm、 坑底短径は54 cm、 底面中央の深さは92 cmを 計測する。底面はほぼ平坦で、南側の坑底部

の一部が開口部より2～ 15 cm広がっている。壁は南側の一部は大きく膨らみながら急傾して立ち上がり、

その部分以外の壁はほぼ垂直に立ち上がっている。坑底施設としては、円形のピットを2基有する。Plは坑

底中央よりやや北側に位置し、大きさは12× 12 cm、 深さ8 cmを計る。P2は坑底中央よりやや南側に位置

し、規模が34× 32 cm、 深さ19 cmを計沢1する。覆土は3層 に分けられ、自然埋没土と考えられる。

陥し穴状遺構SK29(Fig。 33)

調査区の中央部北西側 C-2-a区 に位置し、標高 26。 90mの平坦部に立地する。溝状遺構 SD01に切

られている。平面形は南北に長い長楕円形を呈する。長軸は 198 cm、 短軸は90 cmを計る。長軸方向はN―

30°―Eを示す。坑底長径は 129 cm、 坑底短径は22 cm、 底面中央の深さは176 cmを計測する。壁は急傾に

立ち上がり、底面はほぼ平坦である。覆土は4層 に分けられ、自然埋没土と考えられる。

陥し穴状遺構SK30(Fig。 34)

調査区の中央部北西側C-2-b・ d区に位置し、標高 26.80～ 26.90mの平坦部に立地する。平面形

は南北に長い長楕円形を呈する。長軸は 174 cm、 短軸は82 cmを 計る。長軸方向はN-51°―Eを示す。坑

底長径は82 cm、 坑底短径は23 cm、 底面中央の深さは180 cmを計沢1する。壁は急傾に立ち上がり、底面は

ほぼ平坦である。覆土は4層に分けられ、自然埋没土と考えられる。
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陥し穴状遺構 SK32(Fig.84)

調査区の中央部北側D-2-c、 D-3-a区 に位置し、標高 26。 80～ 26.90mの平坦部に立地する。

平面形は南北に長い長楕円形を呈する。長軸は 165 cnl、 短軸は75 cmを計る。長軸方向はN-58°一Eを示

す。坑底長径は 120 cm、 坑底短径は20 cm、 底面中央の深さは167 cmを計測する。壁は急傾に立ち上がり、

底面はほぼ平坦である。覆土は3層 に分けられ、自然埋没土と考えられる。

陥し穴状遺構SK55(Fig。 34)

調査区の北西側B-1-d区 に位置し、標高 26.90～ 27.00mの平坦部に立地する。溝状遺構 SDOHこ

切られている。平面形は南北に長い長楕円形を呈する。長軸は 173 cm、 短軸は76 cmを計る。長軸方向は

N-32°―Eを示す。坑底長径は 158 cm、 坑底短径は 1 6 cnl、 底面中央の深さは170 cmを計測する。壁は北

側及び南側の突端部の中段が開口部より5～ 12 cm奥 へ入つている。この部分以外の壁はほぼ垂直に立ち上

がっている。底面はやや起伏があり、坑底施設としては楕円形ピットを4基有する。北側からPl～ P4と

し、Plは径 22X12 cm、 深さ41cmo P2は径 14× 12 cm、 深さ38cmo P3は径 18× 12 cm、 深さ37cmo P4

は24× 17 cm、 深さ38 cmを計測する。

陥し穴状遺構 SK90(Fig,35)

調査区の東側 E-3-c・ d、 E-4-a区 に位置し、標高 26.60～ 26.70mの平坦部に立地する。平

面形は南北方向に長い長楕円形を呈する。長軸は 168 cm、 短軸は 138 cmを計る。長軸方向はN-49° W

を示す。坑底長径は 188 cm、 坑底短径は25 cnl、 底面中央の深さは 136 cmを計浪1する。壁はほぼ垂直に立ち

上がり、底面はやや起伏がある。

陥し穴状遺構SK91(Fig。 35)

調査区の中央部北東側D-3-bod区 に位置し、標高 26.80～ 26。90mの平坦部に立地する。平面形
は南北方向に長い長楕円形を呈する。長軸は 184 cm、 短軸は70 cmを計る。長軸方向はN-35七 Eを示す。

坑底長径は 130 cm、 坑底短径は 15 cm、 底面中央の深さは 177 cnlを計測する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、

底面は平坦である。坑底施設としては、4基の略円形ピットを有する。北からPl～ P4と し、PHま径 14×

10 cnl、 深さ18 cmを計る。P2は径 18× 16 cm、 深さ21cmo P3は径 20X16 cm、 深さ22cmo P4は径 10×

6c14、 深さ16 cmを計測し、土坑の壁より、このビットの底部は 5 cmほど奥へ広がっている。

陥し穴状遺構SK92(Fig。 35、 PL9)

調査区の中央部D-3-a・ c区に位置し、標高 26.80～ 26.90mの平坦部に立地する。平面形は南北
に長い長楕円形を呈する。長軸は268 cm、 短軸は54 clRを計る。長軸方向はN-4七 Wを示す。坑底長径は

240 cm、 坑底短径は24 cm、 底面中央の深さは77 cmを計測する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦で

ある。坑底施設としては、16基の円形ピットを有する。北からPl～ P16と し、PHよ径 5 cm、 深さ8 cmを

計る。P2は径 4 cm、 深さ6 cmo P3は径 5 cm、 深さ9cmo P4は径 4 cm、 深さ8 cmo P5は径 4 cm、 深さ9

cmo P6は径 5 cm、 深さ6 cmo P7は 径 4c14、 深さ7cmo P8は 径 4 cm、 深さ9cmo P9は 径 5 cm、 深さ7 cm。

P10は径 5 cm、 深さ6 cmo Pllは 径 4 cm、 深さ9 cmo P12は 径 5 cm、 深さ8 cmo P13は 径 4 cm、 深さ7 cm。

P14は径 4 cm、 深さ7 cmo P15は 径 4 cm、 深さ19cmo P16は径 4 cm、 深さ19 cmを計沢1する。 鉄獣↓淳志)

|
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第4節 縄紋時代の遺物
本調査区内の出土遺物は、縄紋時代中期後半に属するものが主体であるが、わずかに中葉に相碧するもの

も発見されている。また当該期の遺物には、土器、土製品、石器などがあり、土器には型式的中心となるも

のとして、中峠式、加曽利 El式であるが、わずかに中葉の阿玉台式、勝坂式が検出されている。

また形態的には深鉢形、浅鉢形、壷形、器台形土器がある。上製品には土器片錘と耳栓、楕円形土製品

があり、石製品としては磨製石斧と磨石類がある。

因に記述にあたり住居跡出土土器からはじめ、土製品、石製品と続き、次いで土坑出土土器、土製品、石

製品について漸次のべ、最後に試掘調査および表採資料で検出された遺物の記載に充てた。

1.堅穴住居跡出上の上器 (Fig.86～ 41)

堅穴住居跡S101出土土器 ωig。36-1～ 4)

Fig,86-1は 深鉢の胴下半部でほぼ全周する。3本単位の懸垂紋を垂下させる。地文はRL縄紋が縦位に

施されている。胎上に長石・石英粒を含み、焼成は良好。色調は褐色 17.5YR4/3)を 呈する。2も深鉢の

底部破片。1本単位の沈線紋を垂下させる。RL縄紋を地文とする。3・ 4は深鉢底部破片。加曽利 El式。

竪穴住居跡引03出土上器 lFig。86-1～ 3)

Fig。36-1は深鉢の回縁部破片。隆帯による渦巻紋と楕円形区画紋が配され、区画内は縦位の沈線によ

つて充填される。2・ 8は深鉢の底部破片。加曽利 El式。

竪穴住居跡S104出土土器 lFig。36-1～ 4)

Fig。36-1～ 4は深鉢の底部破片。11よ沈線紋を垂下させる。地紋はLR縄紋。

竪穴住居跡 SЮ8出土土器 lFig.86-1・ 2)

Fig。36-1は埋甕炉として使用されていた深鉢の胴中位で全周する。3本単位の懸垂文とその間に2本単

位の波状沈線文が垂下する。地紋はRL縄紋が縦位に施紋されている。2は深鉢の底部破片である。

竪穴住居跡引10出土上器 (Fig。37-1～ 4)

Fig。37-1は胴下半部を欠損する。顕部から大きく外反し、日縁部は「く」の字状に短 く内鸞するキャリ

パー形の深鉢。日縁部は小突起を有し、隆帯による楕円形区画を施し、区画内には縦位の沈線文を充填す

る。頸部は地紋にRL縄紋を施紋し、沈線による横位の楕円形区画文と1条の波状沈線文を垂下させる。胎

土に長石粒をわずかに含み、焼成は良好。色調はにぶい橙色 17.5YR6/4)を呈する。2は浅鉢の底部破片。

底面はヘラ状工具によリナデ整形。3・ 4は深鉢の底部破片。

竪穴住居跡創11出土上器 (Fig.38～ 41)

Fig。38-1は胴部中位が膨らみ、口縁部は大きく外反しながら内鸞する深鎌。口縁部は大きな波状口縁

となる。日唇部は肥厚し、刻み目と沈線が付された隆帯による楕円形区画紋が配され、頸部から胴部には地

紋LR縄紋が施紋され、2本単位の沈線紋と1条の波状沈線紋が垂下する。胎土に長石。石英粒を多く含み、
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Fig。37 竪穴住居跡S110出土土器

焼成は良好。色調はにぶい褐色 α。5YR5/4)を呈する。2は日縁部の破片。連続爪形紋を有する隆帯楕円

形区画紋内に縦位の沈線紋が充填され、連続交互刺突紋が配される。3は 日縁部破片で、内彎する日縁部

に口唇部は短く外反する深鉢。口縁部は無紋で、日縁部下は連続交互刺突紋が巡り区画紋となり、沈線に

よる区画紋内には沈線が充填される。4も口縁部破片。ほぼ直線的に外方へ開き、日唇部がわずかに内鸞す

る。日唇部は無紋とし、連続交互刺突紋の区画紋内に平行沈線による渦巻紋が配され、沈線が充填される。

5は日縁部は内鸞気味大きく開く深鉢で、小さい波状口縁を呈する。日縁部は2条の刻み目をもつ隆帯が巡

り、頸部は無紋となる。胎土に長石・石英粒を多く含み、焼成は良好。色調は暗褐色 17.5YR3/3)を 呈す

る。6は深鉢の胴上半部破片。やはり2条の刻み目のある隆帯の区画紋を表出し、区画内には沈線紋を配す

る。胴部は地紋 RL縄紋が縦位に施紋される。7は日縁部付近の破片で、刻み目のある隆帯が渦巻紋を表出

する。8は口縁部が内彎し、国唇部で直立する深鉢の口縁部把手部の破片。双頭状の橋状把手で、孔の周辺

に沈線が巡り、さらに刻み目が施される。胎土に長石・石英粒を少量含み、焼成は良好。色調はにぶい黄褐

色 (10YR5/3)を呈する。9は高い橋状把手は双頭状で、孔の周辺に沈線が巡る。また回縁部には沈線によ

る区画紋が施される。胎土に長石・石英粒を少量含み、焼成は良好。色調はにぶい黄褐色 17.5YR5/4)を

呈する。10は環状把手の破片。内面より1孔が穿孔され、外面の2孔に達している。外面は刻み目のある隆

帯が区画紋と渦巻き紋内に沈線紋が充填され、内面も沈線による区画紋内に沈線が充填される。胎土に長

石・石英粒を多く含み、焼成は良好。色調はにぶい褐色 17.5YR5/4)を 呈する。H。 12も把手破片。11

は橋状把手の孔に沿つて沈線が巡る。12は円孔の周辺に沈線を巡らす。胎土に長石。石英粒を含み、焼成は
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良好。色調は暗褐色 (10YR3/3)を 呈する。12の胎土に長石・石英粒を少量含み、焼成は良好。色調はに

ぶい褐色 17.5YR5/4)を呈する。13は波状を呈する日縁部破片で、口縁は内鸞し、日唇部が小さく外反す

る。把手は橋状で、日縁部は沈線による楕円形区画紋に縦位の沈線を充填する。胎上に長石・石英粒を少量

含み、焼成は良好。色調はにぶい褐色 17.5YR5/7)を呈する。14～ 18は把手破片である。14は半円形把

手に円孔が穿孔され、孔の周辺に3条の沈線が巡る。15も同様で、山形の把手に円孔が穿孔され、孔の周

囲に沈線が巡る。16は環状↓巴手の破片。内面より1孔が穿孔され、外面の2孔に達している。円孔の周囲に

は沈線による略渦巻紋が施されている。胎上に長石粒を少量含み、焼成は良好。色調はにぶい黄橙色

(10YR6/4)を 呈する。17は偏平の楕円形把手。ほぼ中央に円孔が穿っている。胎土に長石粒を少量含み、

焼成は良好。色調はにぶい黄褐色 (10YR5/8)を呈する。18は山形状の把手で、やはり円孔が穿っている。

Fig.39-19はキャリパー形の深鉢で口縁部は直立する。日縁部に隆帯による横位の波状紋が巡らされる。

日縁部中位には2本の隆帯による渦巻紋が施紋される。地紋はLR縄紋が施されている。胎土に長石・石英

粒を多く含み、焼成は良好。色調は暗褐色 0.5YR3/4)を呈する。20は 口縁部付近の破片。2条隆帯によ

る区画紋内に沈線紋が充填される。2Hよ口縁部付近の破片。2条隆帯が巡り、沈線による渦巻紋が充填さ

れる。胎上に長石・石英粒を含み、焼成は良好。色調は褐色 0.5YR4/3)を呈する。22も 日縁部破片。2

条隆帯による渦巻紋に沈線紋が充填する。23は波状口縁を呈するキャリパー形の深鉢。口唇部は沈線を伴

う隆帯が巡り、日縁部は2条の隆帯によるクランク紋が施され、沈線が充填する。24は波状口縁の深鉢。隆

帯による区画紋内にLR縄紋横位回転を施紋する。25はキャリパー形の深鉢。日縁部破片で、隆帯による

渦巻紋を施こし、頸部に2本の隆帯が巡つている。26は日縁部がほぼ直立するキャリパー形の深鉢、日唇部

は太凹帯が巡り、日縁部は2条隆帯によるクランク紋が施され、地紋にRL縄紋が施紋される。27は口縁部

が内鸞するキャリパー形の深鉢。口唇部は2条隆帯により断面 M字状沈線が巡り、日縁部は2条隆帯によ

るクランク紋が配される。地紋はLR縄紋の横位施紋である。28は口縁部付近の破片。太隆帯による区画内

に地紋LR縄紋が施紋される。29は日縁部が大きく外反する深鉢。日縁部下半部の破片で、日縁部は無紋。

頸部に隆帯による橋状把手が付される。胎土に長石・石英粒を少量含み、焼成は良好。色調は黒褐色

0.5YR3/2)を呈する。30はわずかに内鸞しながら直立する波状口縁部破片。日唇部に隆帯による太凹帯

が巡り区画され、日縁部はLR縄紋が施紋される。31は口縁部が内鸞する深鉢。日唇部にそって結節沈線

による波状紋が横走する。32は日縁部はわずかに内鸞し、日唇部が内削する深鉢。国縁部上端は沈線によ

つて区画され無紋帯が巡り、日縁部は縦位の沈線が施紋されている。33は橋状把手で、孔周辺に沈線が巡

る。胎土に長石 。石英粒を含み、焼成は良好。色調はにぶい黄褐色 (10YR6/4)を 呈する。34は円形の把

手破片。内鸞気味に立ち上がる。胎土に長石・石英粒を多 く含み、焼成は良好。色調はにぶい褐色

17.5YR5/3)を 呈する。35は口縁部上端が「く」の字状に外反し、日縁部は内鸞する。日唇部は太凹帯が

巡り、日縁部上端は無紋帯、日縁部は縦位の沈線が施紋されている。36は小形の深鉢。日唇部は小さく外

反し、日縁部は内鸞する。日縁部上端は交互刺突紋が巡り、日縁部はRL縄紋が施紋される。371よ日縁部

は外反し、胴部が張る深鉢。日縁部は無紋とし、胴部は地紋 LR縄紋に沈線紋が施紋される。38は 日縁部

が内鸞する深鉢。日縁部上端に交互刺突紋が巡り、地紋にLR縄紋横位に施紋される。39は日縁部は内鸞

し、日唇部が短く直立する。日唇部直下に沈線が巡り、単節 RLに より横位および縦位に施紋し、羽状効果

をあげている。40は胴部破片。隆帯上に円形刺突紋が施紋されている。Fig。40-41はキャリパー形の深鉢。

口唇部直下に横沈線が巡り、日縁部は沈線による渦巻紋が施紋される。42は深鉢の底部付近の破片。2単

-67-



＼ _学 /

現鰺

-68-



位の懸垂紋とその間に緩い波状の沈線が垂下する。地紋にRL縄紋縦位施紋する。43は胴部破片。地紋に

RL縦位施紋し、波状沈線を垂下する。44は体部は直線的に立ち上がり、日縁部がわずかに外反する深鉢。

日唇部直下からRL縄紋を施紋する。45は頸部から胴下半部の破片。2単位の懸垂紋とその間に波状沈線

を垂下させる。地紋はRL縄紋縦位に施紋されている。胎土に長石・石英粒を小量含み、焼成は良好。色調

はにぶい褐色 17.5YR5/8)を呈する。46は胴部下位より直線状に開く深鉢。日縁部内面に稜をもち、肥厚

する。推定回径 20。 2 cmを測る。日唇部直下より単節RL縄紋縦位施紋されている。胎上に長石・石英粒を

含み、焼成は良好。色調は褐色 0.5YR4/3)を呈する。47は体部が直線的に外方へ開き、口縁部で短く強

く外反する。推定口径 16.7 cmを演よる。日縁部はやや肥厚し無紋帯が巡り、体部は単節RL縄紋が施紋され

ている。胎土に長石粒を少量含み、焼成は良好。色調は褐色 0.5YR4/3)を呈する。48は国縁部がラッパ

状に大きく開き、口唇部は外削状を呈する。日唇部直下より単節RL縄紋の縦位施紋されている。49は口

縁部が内鸞する深鉢。口唇部直下より単節RL縄紋が施紋されている。50は体部破片である。頸部下半か

ら底部付近までで、ほぼ直線的に外方へ開く体部をもつ。単節RL縄紋を施紋する。胎土に長石粒を少量含

み、焼成は良好。色調はにぶい褐色 0.5YR5/4)を呈する。51も 同様、頸部下半から底部付近の破片。単

節RL縄紋を縦位施紋する。胎土に長石粒をやや多く含み、焼成は良好。色調はにぶい黄褐色 (10YR5/4)

を呈する。52は胴部破片で「く」の字状に屈曲する。単節RL縄紋を縦位施紋する。53も胴部中位の大形

破片。単節RL縄紋を縦位施紋する。胎上に長石・石英粒を含み、焼成は良好。色調は明褐色 0.5YR5/6)

を呈する。54は深鉢の胴部下半部。下位がやや湾曲し、平底である。単節RL縄紋を縦位施紋する。また内

面は比較的粗い縦方向のヘラナデ整形が施されている。胎上に長石・石英粒を少量含み、焼成は良好。色

調は明褐色 17.5YR5/6)を 呈する。55も同様深鉢の胴部下半部。下位がやや湾曲し、平底である。単節

RL縄紋を縦位施紋する。胎土に長石粒を少量含み、焼成は良好。色調はにぶい褐色 17.5YR5/4)を 呈す

る。56は胴部中位の破片。単節RL縄紋を縦位施紋する。57は深鉢の胴部破片。6～ 7本単位の櫛描波状

紋が垂下する。58は口縁部は大きく外反し、内面に稜をもち、肥厚する。口唇部は浅い凹帯が巡り、外面

は横位のヘラナデ成形痕が残されている。59は口縁部が緩く外反する深鉢。外面に成形痕が残されている。

Fig.41-60～ 72は深鉢の底部破片である。60～ 67は体部に縄紋施紋がみられる。また60。 61・ 69～

71には底面に網代痕を有するもので、60・ 62・ 69・ 70の編み方は経緯 2本越 1本潜り。711ま経1本越

え1本潜りであろうと考えられる。73～ 80は浅鉢類である。73は口縁部が大きく外反する浅鉢で、日唇部

が外側を向く。内面口縁部に稜をもつ。無紋化し、内外面とも丁寧なナデにより平滑されている。74も 日縁

部が大きく開くが、日縁部は肥厚し、内鸞気味となる。内面に稜をもつ。また日唇部に太沈線が巡り、内外

面とも丁寧なナデ成形が施されている。75・ 77・ 78は回縁部が短く「く」の字状に内鸞する。日唇部は内

削状を呈する。76は口唇部が肥厚し、国唇部が外側を向く。79・ 80は底部破片である。79は底面がナデ

整形され、網代痕は不明瞭であるが、わずかに残置されており、編み方は経緯2本越 1本潜りと推定される。

80は底部周囲が肥厚する。

2.堅穴住居跡出上の上製品 (Fig。42-1～ 19)

竪穴住居跡から出土した土製品は土器片錘18点 と耳栓 1点がある。

a 土器片錘 (Fig。42-1～ 18)

検出された土器片錘18点すべて土器破片を再利用して作出したものである。S111出土が最も多いが、と
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くに出土状況において大きな特徴を見いだせない。使用された土器の時期はすへて加曽利 E式である。

なお、ここでいう土器片錘とはいうまでもなく土器の破片を板状に打ち欠いて端部のほぼ中央部にV字状

の溝を切り込み、糸掛け部を作出したもので、錘りとして成形し焼成したものはない。多くの形態は4～ 5

cm前後の土器片を素材として、土器片の周縁を打ち欠いて調整する打割整形を基本に周縁をさらに研磨調

整を行うものもみられる。打割の形状は一辺が長い長方形もしくは楕円形が主体を占めている。また糸掛け

溝のV字状切り込み位置は長軸の両端中央が大半である。

b 耳栓 (Fig。42-19)

竪穴住居跡 S111覆土より出土。完形品である。形状は両端で膨らみを有する典型的な滑車型を呈する土

製耳栓で、中央に径 0.81 cmの通し孔が穿ってある。外形の大きさは長さ2。05 cm、 上端部径 2.29 cm、 下端部

径 2.55 cm、 中央部径 1.90 cm、 重さ10gを沢1る。胎土に長石・石英・雲母片を含み、焼成は良好で、色調は

橙色 17.5YR6/8)を呈する。

3.堅 穴住居跡出土の石製品 (Fig。42-20～ 25)

竪穴住居跡から出土した石製品には磨石類 5点と磨製石斧 1点がある。

竪穴住居跡 Sl-01出土石器 (Fig.42-20～ 22)

20～ 22は磨石類として分類されるもので、摩耗痕のみ観察されるものではなく、凹み痕および敲打痕が

確認されるものを一括した。20は円礫に円孔の凹み痕を伴う凹石である。長さ16.5 cm、 幅 8。 O cm、 厚さ4.0

cm、 重さ838gを測る。21は概ね長方形を呈する凹石である。凹み痕は表裏両面と左右側縁および端頂部の

5カ所有している。また現存する5面には摩耗痕も観察できる。長さ7.5 cm、 幅 8。 6 cm、 厚さ5。 8 cm、 重さ

470gを測る。22は自然円礫の側縁部に摩耗痕が観察される磨石である。

竪穴住居跡引-05出土石器 (Fig。42-23)

23は平面形態が楕円形を呈する磨石である。断面形状は略長方形で、側縁全周に摩耗痕が認められ、表

面中央付近に比較的広 く敲打痕がみられる。

竪穴住居跡引-08出土石器 (Fig.42-24)

24は自然円礫の側縁部に摩耗痕が観察される磨石である。

竪穴住居跡引-11出土石器 (Fig.42-25)

25は磨製石斧である。左右の側面の面取りは明瞭ではなく、側縁と刃部の稜線も不明瞭である。刃部は

比較的丁寧に研磨され、横断面形も略楕円形を呈する。長さ11.6 cm、 幅 4。 O cm、 厚さ1.7 cm、 重さ134gを

預Jる。

1/Jヽ川和博)
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挿図番号 出土地点 形  状 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 加工状態 切り込み状況

Fig。42-1

Fig。42-2

Fig。42-3

Fig。42-4

Fig。42-5

Fig。42-6

Fig.42-7

Fig。42-8

Fig。42-9

Fig。42-10

Fig。42-11

Fig。 42-12

Fig.42-18

Fig.42-14

Fig。42-15

Fig。42-16

Fig.42-17

Fig。42-18

S101

S101

S101

SI02

S102

S103

S104

S110

S110

S111

S111

S111

S111

S111

S111

S111

S111

S111

不整長方形

不整方形

不整長方形

不整長方形

方形

楕円形

楕円形

楕円形

長方形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

長方形

円形

長方形

長方形

楕円形

5。48

3.65

2.35

4。30

4。05

4。25

4。25

3,79

8.40

3.97

3.28

2.55

2.60

2.65

2.30

(3.38)

(1.94)

(2.41)

3.77

3.55

2.29

8。50

3。90

3。94

3.02

2.97

2.19

2.69

2。40

2.20

2.90

(2.55)

2.10

3.14

3。28

2.52

1.11

1.00

1.01

0,65

0。80

1.02

1.05

1.14

1。 15

1.10

1.28

1.85

1.15

1.81

1.15

1.85

1.14

1.05

３．．５
・８。５
６。８
２３．４
２５。３
２４．８
・９．８
・８．６
・０。２
・４．８
・・・５
６．８
８．７
６。．
５。６
血
６．５
７．４

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打害J・研磨

打割

打割

打割

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸 1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

Tab.1堅穴住居跡出上土器片錘一覧表

4.土 坑出上の上器

土坑SK01出土土器 lFig.48-1～ 8)

Fig。43-1は推定回径 14.6 cmの 筒形深鉢。日縁部は内彎したのちに端部は外反する。回縁部上部は無紋

帯となり、下位に交互刺突紋が巡り区画され、刻み目のもつ隆帯による渦巻紋と楕円形区画紋が配され、区

画内に沈線紋と有節沈線が充填される。体部には単節 RL縄紋縦位施紋され、内面には輪積み痕が残置さ

れる。胎上に長石・石英泣を多く含有し、焼成はほぼ良好である。色調は褐色(7.5YR4/4)を 呈する。2は口

縁部の上部と下部を欠損するキャリパー形の深鉢。刻み目のある楕円形隆帯を配し、区画内には楕円形沈

線を伴う。顕部には単節RL縄紋が施紋されている。胎上に長石・石英粒を多く含み、焼成は良好。色調は

黒褐色(7.5YR3/1)を 呈する。3は口縁部破片。口縁部は内鸞し、端部で短 く外反するキャリパー形の深鉢。

日縁部上部は無紋帯で、括れ部に交互刺突紋が巡り、楕円形の刻み目のある隆帯が配され、区画内に平行

して沈線紋と縄紋が施紋される。縄紋は単節 RL横位施紋。胎土に長石・石英 。雲母を少量含み、焼成は

良好。色調は褐色(7.5YR4/3)を 呈する。4は日縁部が内鸞する深鉢。推定口径 24.O c14を測る。口縁部上部

は交互刺突紋が巡 り、結節沈線紋と沈線紋が区画紋となり、区画内に沈線を充填する。胎土に長石・石

英・雲母粒をわずかに含み、焼成は良好。色調は外面が黒褐色(10YR3/1)、 内面がにぶい黄橙色(10YR6/3)
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を呈する。5は橋状把手をもつキャリパー形の深鉢で、推定回径は 17.O cmを 測る。橋状把手の円孔周辺に沈

線が巡り、頸部には沈線区画紋と地紋にRL縄紋を施紋する。胎土に長石・石英粒を微量に含み、焼成は良

好。色調は外面が黒褐色(7.5YR2/2)、 内面がにぶい褐色(7.5YR5/3)を呈する。6は日縁部が内鸞するキャ

リパー形の深鉢。推定口径 27.2 cmを測る。日唇部に沈線が巡り、隆帯による楕円形区画紋が配され、区画

内にはわずかに斜行する縦位の沈線が充填する。顕部は無紋である。胎土に長石 。石英粒を含み、焼成はや

や悪い。色調は外面が黒褐色(7.5YR3/1)、 内面がにぶい黄褐色(10YR5/3)を呈する。7も 日縁部が内鸞す

るキャリパー形の深鉢。推定口径 22.O cmを測る。日唇部には沈線が巡り、貼付隆帯による渦巻紋と楕円形

区画紋が配される。胎土にわずかな長石と多 くの雲母を含む。焼成は良好で、色調は黒褐色(7,5YR2/2)を

呈する。8は深鉢の胴部破片。刻み目のもつ隆帯によりV字状区画紋が施され、区画内に横位の沈線が充填

される。胎土に長石・石英・雲母を含む。焼成は良好である。

上坑SK02出土土器 Oig,43-1～ 4、 Fig。44-5～ 17)

Fig。48-1は 日縁部は「く」の字状に大きく内鸞したのち端部は外反する浅鉢。括れ部に交互刺突紋が巡

り、肩部に刻み目のもつ隆帯区画内に縦位の短沈線を充填する。胎土に少量の長石粒を含み、焼成は良好。

色調は褐色(7.5YR4/3)を 呈する。2・ 3は同一個体である。大きな波状口縁をもつ深鉢。日縁部は内鸞し、

橋状把手を有する。波状頂部に刻み目の隆帯が沿い、口縁部上端部に2童の交互刺突紋が巡り、2条隆帯

の半円形区画紋が配され、区画内に縦位の沈線が充填する。胎土に石英 。長石粒を少量含み、焼成は良好。

色調は暗褐色(7.5YR3/3)を 呈する。4は口縁部破片で、推定口径 32.8 cmを測る。日縁部は内彎し、日唇部

が外反気味に立ち上がる。日縁部上部は無紋帯で、交互刺突紋によって区画され、日縁部は隆帯と刻み目

のある隆帯による渦巻紋で、沈線が充填する。胎土に長石・石英粒を多 く含み、焼成は良好。色調は褐色

(7.5YR4/3)を呈する。5は口縁部は内鸞し、日唇部が外反するキャリパー形の深鉢。推定口径 19,3 cmを測

る。区画紋として口縁部上下部に刻み目のもつ隆帯区画を配し、区画内に二重の連続爪形紋が充填する。

頸部は単節 RL縄紋が施紋されている。胎上に長石・石英粒を含み、焼成は良好。色調は褐色(7.5YR4/8)

を呈する。Fig。44-6。 9・ 10は同一個体である。6でみるように橋状把手が付いた深鉢で、日縁部は内鸞

し、日唇部が直立するキャリパー形土器である。推定口径 19.5 cnlを沢1る。橋状把手を中心に沈線を伴う2

条隆帯による枠状区画紋内に縦位の沈線が充填する。また橋状把手の円孔周辺には沈線を施す。頸部は単

節 RL縄紋が施紋される。7は口縁部破片の把手部分であるが、上下端部が欠損している。日縁部は内鸞し、

上部で外反気味に直立する。隆帯による枠状区画内は沈線によって充填している。胎土に長石・石英粒を

含み、焼成は良好で、色調は明褐色(7.5YR5/6)を 呈する。8は山形把手が付された波状口縁を呈する深鉢。

把手には円孔が穿ってあり、孔の周辺には沈線が巡る。日縁部は沈線による枠状区画紋内に沈線が充填す

る。胎上には長石粒を多 く、石英粒が少量含まれている。焼成は良好で、色調はにぶい褐色(7.5YR5/4)を

呈している。11は深鉢の頸部付近の破片。隆帯による区画紋が巡る。12は日縁部と胴部下半部が欠損して

いる。胴部はやや張り、頸部は外方に開く。頸部に隆帯による区画紋が巡り、胴部は 1条の隆帯による懸垂

紋が垂下する。地紋は単節 RL縄紋の縦位施紋。頸部下部に炭化物が付着する。胎土は長石・石英粒を含

み、焼成は良好。色調は黒褐色(7.5YR3/2)を 呈する。13は体部がほぼ直線的に外方に開き、口唇部で小さ

く外反する深鉢。推定日径 15。 2 cnlを測る。日唇部下部から単節 RL縄紋を縦位施紋する。また器外面には

炭化物の付着が認められる。胎土に長石・石英粒を含み、焼成は良好。色調はにぶい褐色(7.5YR5/4)を呈
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する。14も 同様。体部直線的に外方へ開き、日唇部がわずかに外反する。推定口径 15.4 clllを 浪↓る。日唇部

下部から単節 RL縄紋を縦位施紋する。胎上に長石・石英粒を含み、焼成は良好。色調は暗褐色(7.5YR3/3)

を呈する。15は体部がほぼ直線的に外方に開き、日唇部が肥厚する深鉢。推定回径 19.4 cmを 測る。日唇部

直下から櫛歯状工具による縦位の条線を施紋する。胎土に長石粒を少量含み、焼成は良好。色調はにぶい

褐色(7.5YR5/4)を呈する。16は深鉢の底部破片。底径 8.8 cmを測る。底部付近まで単節 RL縄紋が縦位施

紋されている。胎土に長石・石英粒を少量含み、焼成は良好。色調は褐色(7.5YR4/3)を 呈する。17は体部

が大きく外方へ開く深鉢。隆帯による区画紋をもつ。

土坑SK03出土土器 lFig.44-1～ 3、 Fig,45-4～ 26)

Fig。44-1は体部がほぼ直線的に外方へ開き、日唇部が逆三角形状に肥厚する。日縁部は無紋とし、刻

み目のもつ隆帯によって上下区画された内面にやはり刻み目のある隆帯による渦巻紋が配され、三叉紋が施

される。胎土に微細な長石粒を少量含み、焼成は良好。色調はにぶい黄橙色(10YR6/4)を 呈する。勝坂 3式

である。2は 4山の波状口縁を呈する深鉢。日縁部は緩く内電気味に外方へ開く。波状の日唇部に沿つて隆

帯が巡り、波頂部から波状の隆帯が垂下する。この口縁上部は指頭圧痕によるナデ整形で無紋とする。また

隆帯懸垂紋は日縁部の区画紋と連携する。日縁部は上下隆帯により区画され、区画内に逆半円の枠状紋が

配される。頸部には2条の隆帯によって区画され、やはり隆帯による曲線モチーフが描出される。地紋に単

節 LR縄紋が施紋される。胎土に微細な長石粒を少量含み、焼成は良好。色調は褐色(7.5YR4/3)を 呈する。

3は日縁部破片で、日縁部は内鸞し、日唇部が短く外反するキャリパー形の深鉢。推定日径 40,9 cllaを沢1る。

日縁部は無紋であるが、橋状把手を有し、把手周辺には沈線が巡り、隆帯による区画が施されている。胎土

に長石粒を多 く、石英粒を少量含む。焼成は良好で、色調はにぶい褐色(7.5YR5/4)を呈する。Fig.45-4

は体部がほぼ直線的に外方へ開き、日唇部が折り返す波状口縁を呈する深鉢。口唇部に刻み目をもつ低隆

帯によって区画され、沈線による渦巻紋と区切紋を施す。胎土に長石・石英粒をわずかに含み。焼成は良

好。色調は黒褐色(7.5YR3/4)。 5。 6は同一個体。日縁部は内鸞し、日唇部が外反気味に短く立ち上がる。

口縁部上端部は無紋で、2条隆帯によるクランク紋を施し、地紋にRL縄紋横位施紋する。胎土に長石・石

英粒を多く含み、焼成は良好。色調は赤褐色(5YR4/6)を 呈する。7は円筒形の深鉢で、体部が緩やかに外

方へ開く。日縁部下に1条の沈線が巡り、胴部はRL縄紋が施される。胎土に長石・石英粒を含み、焼成は

良好で、色調は黒褐色(7.5YR3/2)を 呈する。8は筒形深鉢の口縁部破片。推定日径 26.8 cmを測る。日縁部

が直線的に外方へ開き、日縁部下に沈線が巡る。胴部に単節LR縄紋が縦位に施紋される。胎土に長石・石

英粒を含み、焼成は良好。色調は褐色(7.5YR4/8)を呈する。9も筒形深鉢。推定口径 22.4o4を 測る。日縁

部は直線的に外方へ開く。内面に稜をもつ。内外面とも横位の細かなナデ整形◇胎上に微細な長石粒を含

み、焼成は良好。色調はにぶい黄褐色(10YR6/4)を 呈する。10は波状口縁をもつ深鉢。波状頂部の破片で、

隆帯による渦巻紋を配し、隆帯による枠状区画を施す。11は頸部付近の破片。区画紋である隆帯に連続爪

形紋を施す。12～ 2Hよ胴部破片。12・ 14は胴部破片で、2条隆帯による枠状区画紋をもつ。13も 国縁部

付近の破片。波状口縁を呈するものと考えられる。隆帯による波状紋を垂下させ、半円形区画紋を配し、区

画内に縄紋を充填する。15も 胴部破片。隆帯による枠状区画紋を表出する。16は 2条の波状沈線が垂下す

る。17は縄紋地紋地に胴部区画横帯に3本沈線を施す。縄紋は単節 RL縦位施紋である。18は胴部上半部

の破片。頸部は2条低隆帯による横区画、胴部は縄紋地紋地に2条沈線による枠状区画を施す。19は 2条
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隆帯による枠状区画内に縄紋を施紋する。20は 箆単位の沈線による懸垂紋を垂下させ、その間に1条の波

状沈線を入れる。2Hよ縄紋地紋に2単位の沈線を施す。22は底部付近の破片。単節 RL縄紋の縦位施紋を

地紋に2本単位の沈線を懸垂紋に、波状沈線を垂下させる。23も底部破片で、単節 RL縄紋を施紋する。

24・ 25も深鉢の底部破片。26は推定口径 29.6 cmを浪1る浅鉢。日唇部に太凹帯が巡り、やや肥厚する。器

面内外面ともヘラナデが顕著である。胎土に長石をわずかに含み、焼成は良好。色調は明褐色(7.5YR5/6)

を呈する。

上坑 SK04出土土器 lFig.45-1～ 8)

Fig.45-1は体部が筒形を呈し、日縁部が外反する深鉢で、推定口径 20。4 cmを測る。口唇部は肥厚する。

地紋に単節RL縄紋が施紋され、口唇部は横位に、体部は縦位に施される。胎土に長石・石英粒をわずかに

含み、焼成は良好。色調は褐色(7.5YR4/3)を呈する。2は 日縁部破片。体部はほぼ直線的に開き、日唇部

がわずかに外反する深鉢。日唇部直下から縄紋RLが施紋されている。3～ 5は胴部破片。縄紋地紋に3は

3本単位の沈線を垂下させ、その間に波状沈線を垂下させる。4・ 5も 3本単位の懸垂紋を垂下させる。6～

8は底部破片である。6・ 7は縄紋 RLを縦位施紋している。

土坑 SK05出土土器 lFig。46-1～ 27)

Fig。46-1は胴下半部を欠損する波状口縁をもつ深鉢で、日縁部が大きく外反する。口唇部に刻み目を

もつ隆帯が巡り、波頂部には大きな環状把手が付く。把手には円孔の周辺に沈線が巡る。頸部は無紋で、胴

部に単節 RL縄紋が縦位施紋される。胎土に長石・石英粒を含み、焼成は良好で、色調は黒褐色(7.5YR3/2)

を呈する。2は口縁部が内鸞し、日唇部がわずかに外反するキヤリパー形の深鉢。日径 27,7 cnlを測る。日唇

部には小さな突起が付き、太凹帯が巡り、突起部で小さな渦巻状となる。日縁部は2条隆帯による横 S字状

紋が配され、単節RL縄紋が施紋されている。頸部は隆帯により区画され、胴部は2単位の沈線が懸垂する。

胎土に長石・石英粒を含み、焼成は良好で、色調は褐色(7.5YR4/6)を呈する。3は 日縁部が内鸞気味に大

きく開き、日唇部は内側に折返され肥厚する深鉢。日径 25,7 cmを測る。日唇部を頂点とする幅の狭い逆U

状沈線紋が垂下し、地紋に単節 RL縄紋が縦位施紋されている。胎土に微細な長石粒をわずかに含み、焼成

は良好で、色調は黒褐色(7.5YR2/2)を 呈する。4は波状口縁をもつ深鉢、口唇部が月巴厚する。隆帯による枠

状区画紋内に沈線が充填する。5は日縁部が内彎するキャリパー形の深鉢。日唇部に太凹帯が巡り、口縁部

は2条隆帯による横 S字状紋が配される。6も 日縁部が内鸞するキャリパー形の深鉢。日唇部に太凹帯が巡

り、口縁部は隆帯による渦巻紋が配される。7は波状口縁をもつ深鉢。日縁部は直線的に開く。日唇部は太

凹帯が巡り、日縁部は隆帯による枠状区画が施されている。8はわずかに内鸞するキャリパー形の深鉢。口

唇部に太凹帯が巡り、日縁部は隆帯による渦巻紋が配される。9・ 10は深鉢の胴部破片。2条隆帯による

区画紋が施されている。11。 161ま波状日縁の深鉢。隆帯による渦巻区画紋内に縦位の沈線が充填する。12

は口縁部がわずかに内鸞しながら直立する深鉢。日唇部には太凹帯が巡り、胴部には単節LR縄紋が縦位施

紋されている。19は胴部破片。頸部に隆帯による横区画され、胴部には3本単位の沈線が懸垂する。14は

内鸞する胴部破片。単節 LR縄紋を地紋に沈線によるモチーフが表出される。15は口縁部がわずかに外反す

る深鉢。日縁部に沈線による区画紋と区切紋が配される。17は日縁部がほぼ直立する深鉢。口唇部下から

単節 RL縄紋が施紋されている。18は 日縁部が直立する筒形の深鉢。19は単節 LR縄紋施紋の胴部破片。
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ほぼ筒形を呈する深鉢。20～ 27は深鉢の底部破片。

土坑SK07出上土器 lFig。47-1～ 3)

Fig。47-1は口縁部が内鸞するキャリパー形の深鉢。国唇部は太凹帯が巡り、日縁部は隆帯による枠状

区画で、渦巻紋が伴う。枠状内は単節 RL縄紋が横位施紋されている。2は胴部が直立し、日縁部が大きく

外反する深鉢。推定回径 21.4 cmを沢1る。懸垂紋として、沈線による波状紋と直線紋が垂下する。地紋に単

節LR縄紋が縦位施紋されている。3は深鉢の胴下半部の破片。櫛歯状工具による縦位の条線が施されてい

る。胎土に長石粒をわずかに含み、焼成は良好で、色調は褐色(7.5YR4/3)を 呈する。

土坑 SK08出土土器 lFig。47-1)

Fig.47-1は 口縁部が外反する深鉢となろう。口縁部は無紋で、括れ部に交互刺突紋が巡る。

上坑 SK09出土土器 ωig。47-■～20)

Fig.47-1～ 3は大形把手の破片。1は先端が尖状を呈する把手で、大きな円孔が穿ってある。円孔の周

辺には沈線が巡り、日唇部には刻み目のもつ隆帯が2条施されている。2は橋状把手。円孔の周辺に沈線が

巡る。日縁部には沈線区画内に単節 LR縄紋が充填する。3も橋状把手。円孔の周辺に沈線が巡り、口縁部

は2条隆帯によるクランク紋が施され、沈線が充填する。4はおそらく4単位の波状口縁を呈する深鉢で、日

縁部は直立する。日唇部に太凹帯が巡り、下部に刻み目のもつ隆帯が平行して巡る。日縁部には地紋 LR縄

紋に、2単位の波状沈線と直線沈線が懸垂する。5は日唇部が大きく外側に向く深鉢。日唇部は刻み目のも

つ隆帯によって下端が区画され、沈線による楕円形区画と区切紋を配する。6は日縁部が内彎するキャリパ

ー形の深鉢。口唇部に太凹帯が巡り、日縁部は2条隆帯によるクランク紋が配され、単節 RL縄紋が充填す

る。7も 口縁部が内鸞するキャリパー形の深鉢。隆帯による枠状区画と渦巻紋が表出される。8もキャリパ

ー形の深鉢。9は口縁部が内鸞し、口唇部が短く外反する。2条隆帯による渦巻紋に沈線紋が充填する。10

は波状を呈する深鉢。沈線による渦巻紋が施されている。Hは回縁部付近の破片。太隆帯による枠状区画

内に縦位の細い沈線紋が充填する。12・ 13は口縁部が内彎し、口唇部がわずかに外反するキャリパー形の

深鉢。日唇部に沿って太凹帯が巡り、隆帯による枠状区画紋が伴う。14は 口縁部上端が外反する深鉢。括

れ部に交互刺突紋が巡る。15。 16は波状を呈する深鉢。日唇部に沿つて太凹帯が巡る。17も回縁部が外

反する深鉢。18は 口縁部付近の破片。隆帯による円形紋下に2条沈線が放射状に施紋される。19・ 20は

深鉢の底部破片。

土坑 SK10出土土器 ωig。48-1～ 29)

Fig。48-1は 日縁部は内鸞し、胴部は筒形となるキャリパー形の深鉢。日唇部に突起部をもち、太凹帯が

巡り、突起部に渦巻紋が施される。日縁部は2条隆帯による渦巻紋と枠状区画され、胴部には単節 RL縄紋

を地紋に、沈線による3本単位の懸垂紋の間に波状沈線が垂下する。胎土に長石粒をわずかに含み、焼成は

良好。色調は褐色(7.5YR4/3)を 呈する。2～ 4・ 7～ 9・ 11・ 12も 口縁部が内鸞するキャリパー形の深

鉢。隆帯による渦巻紋と枠状区画紋が施されている。5は胴部はやや内彎し、日縁部が外反する深鉢。2条

隆帯による区画紋に円形刺突紋が付 く。6。 18は波状口縁を呈する深鉢。13のように波頂部に太沈線によ
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る渦巻紋が施される。10は日縁部が内鸞するキャリパー形の深鉢で、隆帯枠状区画内に横位の波状隆帯が

施されている。14～ 16・ 18は口縁部下位の胴部破片。隆帯による区画が施されている。17は口縁部がわ

ずかに外反する筒形の深鉢。地紋に単節 RL縄紋縦位施紋されている。19～ 211よ l同部破片で、地紋に単節

RL縄紋に沈線を懸垂する。22～ 24は浅鉢である。22は日唇部に太沈線を巡らせ、内面に稜をもつ。23は

口唇部が外側に広がり、沈線による渦巻紋が施紋される。24は口唇部内側に沈線よる渦巻紋と枠状区画紋

が配される。25～ 29は深鉢の底部破片。25は櫛歯状工具による縦位の条線が施されている。胎土に長石

をわずかに含み、焼成は良好。色調はにぶい黄褐色(10YR5/6)を 呈する。

土坑 SKll出土土器 Oig。49-1～ 11)

Fig。49-1は胴部が張り、日縁部が内鸞するキャリパー形の深鉢で、山形の把手が付 く波状口縁を呈す

る。推定口径 30,O cmを 測る。日縁部は刻み目のもつ隆帯が枠状区画紋と渦巻紋を表出し、区画内に縄紋

LRを充填する。胴部は2単位の沈線を懸垂し、その間に波状沈線を垂下させる。地紋に口縁部と同じ原体

で、縦位に施紋している。胎土に長石粒を含み、焼成は良好で、色調はにぶい橙色(2.5YR5/4)を 呈する。2

の胴部は筒形で、日縁部は内鸞するキャリパー形の深鉢。日径 21.5 cmを浪1る。日唇部は肥厚し、太凹帯が

巡り、口縁部は2条隆帯による上下端部が区画され、区画内にやはり2条隆帯によるクランク紋が配され、

沈線が充填する。胴部は単節RL縄紋縦位施紋を地紋に、1条の波状沈線を垂下させる。胎土に長石・石英

粒をわずかに、雲母片を多く含む。焼成は良好。色調はにぶい褐色(7.5YR5/4)を 呈する。3は胴部が直線的

に移行し、日縁部は内鸞気味に開く深鉢。口径 20,7 cm、 器高 25。 7 cmを測る。日唇部下位は無紋帯とし、日

縁部下の頸部に5個の突起部が付 く。地紋は単節 RL縄紋縦位施紋。胎土に長石 。石英粒を含む。焼成は

良好で、色調はにぶい褐色(7.5YR7/5)を 呈する。4は胴部中位から底部の破片。2条単位の直線沈線を垂下

させ、その下位にやはり2条単位の沈線による横位の波状紋を施す。地紋にRL縄紋を縦位に施紋する。胎

土に長石・石英粒をわずかに含む。焼成は良好で、色調はにぶい黄褐色(10YR6/4)を 呈する。5は口縁部が

外反する深鉢、括れ部に交互刺突紋を巡らし区画する。口縁部は縄紋施紋。6は口縁部が内鸞するキャリパ

ー形の深鉢。日唇部に太凹帯が巡り、隆帯による枠状区画される。7は波状口縁をもつ深鉢。沈線による枠

状区画内に沈線が充填する。8は口唇部が肥厚し、沈線が巡る。9は交互刺突紋が施されている。10は口唇

部が無紋で、体部に地紋 LR縄紋が施されている。11は胴部上位から底部の破片。胴部は直線的で筒形を

呈する。地紋は単節 LR縄紋の縦位施紋で、胎土に長石・石英粒を多量に含む。焼成は良好で、橙色

(7.5YR6/6)を 呈する。

土坑 SK12出土土器 営ig.50-1～ 15)

Fig。50-1・ 2は同一個体。胴部は筒形で、日縁部は大きく外反する深鉢。顕部付近で隆帯による区画

が施され、地紋に単節LR縄紋を縦位施紋している。胎土に長石 。石英粒を多量に含み、焼成は良好で、色

調は褐色(7.5YR4/8)を呈する。3は 日縁部は内彎し、日唇部が内傾しながら立ち上がる深鉢。日唇部下位

の無紋帯下と口縁部下に交互刺突紋を巡らし区画紋とし、区画内に円形紋と沈線を充填させる。4は突起

部をもつ口縁部付近の破片。隆帯による区画紋をもつ。5は口縁部が内鸞し、日唇部が短 く外反する。沈線

によって枠状区画され、区画内に縦位の沈線を充填する。6は日縁部がわずかに内彎し、日唇部が肥厚する

深鉢。7・ 8は深鉢の胴部破片。縄紋施紋された隆帯により区画される。9・ 10は筒形の深鉢で、太沈線に
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よつて区画され、日縁部は無紋。胴部は単節 RL縄紋が施紋される。11は頸部に隆帯による区画が施され

る。12・ 13は縄紋施紋の胴部破片。14・ 15は深鉢の底部破片。

土坑 SK13出土土器 ωig。51-1～ 26)

Fig.51-1は 日縁部は内鸞して、日唇部で短 く立ち上がる深鉢。口唇部には縄紋施紋の隆帯が施され、

日縁部は隆帯により楕円形区画紋が施され、地紋に単節 LR縄紋を縦位施紋している。胎土に長石・石英

粒をわずかに含み、焼成は良好で、色調は黒褐色(10YR3/2)を 呈する。2は波状口縁をもつ深鉢。日縁部は

内鸞し、口唇部が外反する深鉢。波状部は無紋で、2条隆帯による区画紋とクランク紋を配する。胴部は2

条単位の沈線を懸垂させ、その間に波状沈線を垂下させる。胎上に長石・石英粒を多く含み、焼成は良好

で、色調は褐色(7.5YR4/3)を 呈する。3は胴上部から底部にかけての破片。筒形の深鉢で、隆帯による区画

紋内に沈線による渦巻紋、半円紋を描出する。胎土に長石・石英粒を多く含み、焼成は良好。色調は暗赤

褐色(5YR3/4)を呈する。なお、15。 16の胴部破片も同様である。4は 日縁部が内鸞するキャリパー形の深

鉢。日縁部は隆帯によるクランク区画紋と渦巻紋を配する。頸部は縄紋施紋で、下位に沈線により区画され

る。地紋は単節 RL縄紋。胎土に長石を微量に含み、焼成は良好。色調は明赤褐色(5YR5/8)を呈する。5～

7も 日縁部が内鸞するキャリパー形の深鉢。5は 2条隆帯によるクランク紋を配する。8～ 10は口縁部上部

が外反する浅鉢もしくは深鉢。日縁部上部に無紋帯に交互刺突紋が区画され、8は推定口径 45,2 cmを測る

浅鉢であろう。刻み目のもつ隆帯が巡る。11は胴部破片。沈線による渦巻紋が表出される。12は 口縁部が

わずかに内鸞する深鉢。波状口縁で、波頂部に隆帯による渦巻紋を配し、ここから2条の隆帯を垂下させる。

13は波状口縁のキャリパー形の深鉢。波頂部に隆帯による渦巻紋を施す。14は突起部をもつ回縁部付近の

破片。波頂部に沈線を充填する。隆帯による区画紋をもつ。17は直立する口縁部をもつ深鉢。沈線による

横位の波状紋を施紋する。18は日唇部が平縁で、縄紋地紋に横位の短沈線を施す。19は 3本単位の沈線に

よる渦巻紋および枠状区画紋をもつ。20は胴下部が張る筒形の深鉢。無紋で、縦位の粗いヘラ削りとナデ

が顕著である。胎上に長石・石英粒を多く含み、焼成はやや悪く、色調はにぶい褐色(7.5YR5/4)を 呈する。

21は深鉢の胴部破片。3本単位の沈線を懸垂させ、その間に1条の波状沈線を垂下させる。22は深鉢の胴

部破片。単節 RL縦位の施紋。23～ 26は深鉢の底部破片。23は沈線による懸垂紋が施されている。

土坑 SK14出土土器 Oig.52-1・ 2)

Fig.52-1は胴部破片。沈線紋が垂下する。2は単節RL縄紋を縦位施紋されている。

土坑 SK16出土上器 lFig.52-1～ 19)

1・ 2・ 5は口縁部が緩 く内鸞するキャリパー形の深鉢の口縁部破片。 1の日縁部文様帯は縄文地紋に

背割り隆帯によるクランク紋が配される。また口縁部区画紋も降帯で施されている。2は隆帯による渦巻紋

と沈線が沿う隆帯による区画紋内に縦位の沈線紋が充填する。5は渦巻紋が小突起となり、波状口縁を呈

する。日縁部は隆帯による区画紋が施されている。 3・ 4・ 7。 8は口縁部の小破片で隆帯区画紋を有す

る。いずれも日縁部は直行する。6は口唇部が肥圧する深鉢で、日縁部が内鸞する。日唇部に沈線による三

叉状紋が描出され、日縁部にも沈線による渦巻紋が施紋される。9～ 17は深鉢の胴部破片。11は頸部から

胴部下半にかけての大型の深鉢。体部は大きく開き、頸部付近から内匂する。日縁部下端は沈線が沿う隆
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帯による区画紋。頸部は無紋帯となり、8本の沈線を区画紋として巡らす。この区画紋から縄文地紋に3本

単位の懸垂紋とその間に緩い波状の沈線が 1条垂下する。9は日縁部下端の破片。沈線が沿う隆帯区画紋。

10。 12。 14は深鉢の頸部破片。いずれも背割り隆帯による区画紋である。13・ 15～ 16・ 19は縄文地

紋による沈線による懸垂紋が垂下する。13。 15は先の11と同様、3本単位の懸垂紋とその間に緩い波状

の沈線が 1条垂下する。16も 同じであろう。 3本単位の懸垂紋が垂下する。17は波状沈線が2本垂下す

る。19は胴下半部の破片で底部まである。縄文地紋に3本単位の懸垂紋とその間に緩い波状の沈線が2条

垂下する。18は深鉢の底部破片である。

土坑 SK17出土上器 lFig.53-1～ 19)

Fig。53-1～ 3・ 5は口縁部が内鸞するキャリパー形の深鉢。1は隆帯による半円形区画と渦巻き紋を配

する。2も 同様で隆帯による区画内に渦巻紋が施される。区画内は縄紋が充填される。3は口縁部下部から

胴部上半部の破片で、胴部は直線的で筒形を呈する。日縁部は沈線による枠状区画と渦巻紋が組み合わせ

され、頸部は無紋帯。胴部は3条の沈線によって区画され、やはり3単位の沈線が懸垂する。地紋にLR縄

紋が施紋される。4は口縁部が直立する深鉢。日唇部下に刻み目のもつ隆帯が施される。6は円形の把手で、

円孔の周辺に沈線によるモチーフが描出される。7・ 8はキャリパー形の深鉢で、口縁部付近の破片。9・

10は深鉢の胴部破片。沈線による懸垂紋が施されている。11・ 12は縄紋施紋の胴部破片。13は日縁部が

直線的に開く無紋の深鉢。14・ 15は浅鉢の口縁部破片。14は回縁部は浅く内鸞する。15は日縁部が短く

外反する。16～ 18は底部破片。19は器台形土器で、裏面に隆起線による紋様を描いている。

土坑 SK18出土土器 ωig.53-1～ 17)

Fig.53-1～ 4・ 6・ 7は回縁部が緩 く内鸞するキャリパー形の深鉢。1～ 4は口縁部破片。沈線を伴う

隆帯による枠状区画が施されている。6。 7は胴部破片。やはり沈線が伴う隆帯によって区画される。5は

日縁部が外反し、括れ部は交互刺突紋によって区画される。8は口唇部に太凹帯が巡り、日縁部が無紋とな

る。9は深鉢の顕部付近の破片。沈線による区画紋が施されている。10～ 12は縄紋施紋の胴部破片。15～

17は 国縁部が無紋の深鉢。13・ 14は口唇部が平縁で、口唇部が内鸞する。15は 回縁部が大きく外反す

る。16・ 17は深鉢の底部破片。

土坑 SK19出土土器 lFig.54-1～ 17)

Fig。54-1・ 2は口縁部が内鸞するキャリパー形の深鉢。日唇部に沿つて沈線の伴う隆帯が巡る。3は口

縁部が直立する深鉢。日縁部は沈線による枠状区画紋と区切紋が施されている。4t剖同部が張る頸部付近の

破片。括れ部に波状の沈線が巡り、胴部は単節 LR縄紋を施紋する。5も頸部付近の破片。頸部との区画に

隆帯が巡る。6は回唇部が大きく外反し、胴部は筒形を呈する深鉢。国唇部直下から単節 RL縄紋を施紋す

る。7～ 12は胴部破片。7・ 8は縄紋地紋に沈線による懸垂紋が垂下する。13は底部付近の破片。単節 RL

縄紋を地紋に2単位の沈線を垂下する。14～ 17は 口縁部が大きく開く浅鉢。14・ 17の 口唇部は肥厚し、

内側に突出する。また15は逆に口唇部は外側に突出する。
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土坑SK24出土土器 σig。54-1。 2)

Fig。54-1・ 2と も深鉢の胴部破片。11ま縄紋地紋に沈線による懸垂紋が垂下する。2は単節RL縄紋

縦位に施紋されている。

土坑SK25出土土器 lFig.54-1～ 4)

Fig.54-1・ 2と も深鉢の国縁部付近の破片。1は隆帯による枠状区画紋内に沈線を充填する。2は沈

線が区画紋となる。31よ月同部破片。4は底部付近の破片。

土坑SK26出上土器 Oig.54-1～ 6)

Fig。54-1は深鉢の回縁部破片。口縁部は直線的に立ち上がり、口唇部に太凹帯が巡る。2～ 6は胴部

破片。2は横位の沈線が施紋される。3・ 4は縄紋施紋。5は縦位の櫛歯状工具による条線が施されてい

る。6は無紋。

土坑SK28出土土器 lFig。54-1～ 10)

Fig.54-1は 日縁部破片。ほぼ直立して立ち上がり、日唇部でわずかに外反する。沈線による区画紋が
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表出される。2・ 8は縄紋施紋の深鉢。2は日縁部がわずかに内鸞する。日唇部下から単節 LR縄紋が施紋

される。3はほぼ直線的に日縁部が外傾する。単節 LR縄紋が施紋されている。4は口縁部下端の破片。沈

線の伴う隆帯によって区画され、胴部は縄紋施紋。5～ 9は胴部破片。5。 6は縄紋地紋に直線沈線が懸垂

する。7～ 9は縄紋施紋。10は口縁部がわずかに内彎する深鉢。日縁部は無紋である。

土坑 SK29出土土器 lFig。55-1～ 3)

Fig。55-1は 口縁部付近の破片。沈線による枠状区画紋と渦巻紋が施されている。2は深鉢の胴部破片。

縄紋地紋に沈線が垂下する。3は頸部付近の破片。無紋である。

土坑SK30出土土器 ωig。55-1～ 3)

Fig。55-1は口縁部付近の破片。隆帯による枠状区画内に沈線が充填する。2・ 3は縄紋施紋の胴部破

片である。

土坑 SK32出土土器 lFig.55-1～ 3)

Fig。55-1は 口縁部破片。日縁部は内鸞するキャリパー形の深鉢。隆帯による枠状区画紋と渦巻紋が施

紋され、区画内には縄紋が施紋されている。2は胴部が筒形を呈し、口縁部先端がわずかに外反する深鉢。

括れ部に浅い凹帯が巡り区画され。以下縄紋施紋される。3は縄紋施紋の胴部破片。

上坑 SK35出土上器 lFig。55-1・ 2)

Fig.55-1は深鉢の頸部破片。沈線の伴う隆帯によって区画され、胴部は縄紋施紋。2は口縁部破片。口

縁部は内彎する。口唇部直下から縄紋施紋される。

上坑 SK37出土土器 lFig.55-1～ 28)

Fig.55-1～ 3は口唇部が肥厚し、日縁部が内鸞するキャリパー形の深鉢。1は口唇部に山形の小突起を

有する。国縁部上端は無紋とし、隆帯によって区画される。区画内は2条隆帯による渦巻紋であろうか。地

紋に単節 LR縄紋が横位に施紋されている。2は大きな波状口縁をもつ。2条隆帯により渦巻紋が施紋され

ている。地紋はRL縄紋が横位に施紋されている。31ま隆帯による区画紋。4は口縁部が内鸞する深鉢。日唇

部直下に円形刺突紋が巡り、口縁部は集合沈線様による渦巻紋とそれらを囲む沈線が充填する。5は沈線に

よるモチーフが表出される。6は波状口縁の把手。沈線が口唇部に沿つて施紋される。7は波状口縁をもつ

深鉢。口唇部は幅狭い無紋帯を有し、日縁部は単節RL縄紋が施紋される。8は平縁で回縁部がほぼ直線的

に立ち上がる。日唇部下から縄紋 RLが施紋されている。9は頸部付近の破片。隆帯により区画され、胴部

は縄紋施紋される。10は 口縁部と胴下半部を欠損する深鉢。胴部は緩 く外方へ開く。地紋に単節 LR縄紋

を施紋し、2条の垂線沈線間に波状沈線を垂下させ3本を1単位とする懸垂紋を施す。胎上に微細な長石粒

を少量含み、焼成は良好。色調は赤褐色(5YR3/2)を 呈する。11は顕部付近の破片。2条隆帯による区画紋

で、区画内は沈線が充填する。12・ 13は縄紋地紋に沈線を懸垂する。14～ 16は縄紋地紋に横位の沈線区

画を設ける。17～ 19。 21・ 22は縄紋施紋の胴部破片。いずれも深鉢である。20は深鉢の底部破片。10

と同様、2条の垂線沈線間に波状沈線を垂下させ3本を1単位とする懸垂紋を施す。胎土に微細な長石・石

-92-



1

SK14

機 w''1

速訟弔3

霰覺翻 7

恥
昭帥絲議”

沈′［日日口向レイ

■
，
■
Ｐ
ｉ
イ

一を
，
Ｔ

磐肘

‐―

伊
騨
ｒ

，
一中‐Ｉ
一
―
・【ヽ
■
ド
十
■
才
軽

Fig.52 土坑 SK14・ 16出上上器

轟ガ14

0         10cm
|

-93-



》 れ゙ i∬∫脚
Fr i

ひ

，

中蝉観

魔

―
軽魏離

観
山
日
日
‐Ｉ
Ｍ
「
１０

４

打

″脚騨

Ｐ

６

一策要一〉ヤ
封
向
川
川
＝
彎
１
‐

”́″“″一　　‐

詔
〃
打

【
ポ常
Ｖ

一
．

一
一
　

，
一
・

幕
一■
オ

／

‐
＼  19

諄
3

SK17

翻
４ｒ

９

，ｆ再斜

爬

‐ 十

日

Ｈ

日

ロ

ロ

‐

‐ｏ

騨 i 騨η
14

辻_Lジそヒロ 17

η

／
‐

，
同
＝
＝
日
甲
１２

SK18

1自富息魯息:ヨ
i:ケ

テ

14

三

瓢
螂    2

N?

Fig.53 土坑 SK17・ 18出土土器

ri′

0         10cm

-94-



瓢緞

SK19

聯 廟

SK24

日

‐―

甲

′

;「 9
鞘
．

芦

坪等

ガ

４

ぽ

３

靴出＝
何
η
　
２
韓
．
内

ロ■～静

芦

甲
尋

亨

ゴ
単
■

・

′

Ｆ

ガ

杜

７

件

尚

‐―

″監
一

羽之

′
門
ｒ‐
日
日
日
彎
，
６

聯
′肘日日Щ
‐
５

〓
卜
井一豊

′

４

♂
一
幹
了
粛,

2

SK 25

SK26

醐 】

~

乃
Ｈ
甲

卜一ヽ
一式ド一

．
′
・
一

　

　

一

・

Ｆ

■

工

】

，

ぽ

４

攀

や

Fig.54 土坑 SK19・ 24・ 25・ 26・ 28出土土器

軽霰甲

0               10cm

Ⅳ

Ｌ

-95-



英粒を少量含み、焼成は良好。色調は明褐色(7.5YR5/6)を 呈する。23は口縁部が直線的に外方へ開き、日

唇部が小さく内鸞する。無紋の深鉢である。24は深鉢の底部破片。底面に木葉痕が残置している。また底

部内面に炭化物の付着が認められる。胎土に微細な長石粒を含み、焼成は良好。色調は明褐色(7.5YR5/8)

を呈する。25は櫛摘波状紋が垂下する胴部破片。26・ 27は浅鉢の口縁部破片で、26は口唇部が肥厚す

る。28は底部破片。

土坑SK38出土土器 lFig.56-1～ 4)

Fig.56-1は 口縁部が内彎するキャリパー形の深鉢。隆帯による区画紋が施され、区画内は地紋 LRが施

紋されている。2は口唇部力湘巴厚する深鉢。刻み目のもつ隆帯が施される。31ま口縁部が緩く外反する深鉢。

日縁部を無紋とし、以下単節 RL縄紋を施す。4は日縁部がわずかに外反する。

上坑 SK39出上土器 lFig.56-1～ 7)

Fig。56-1は 口縁部わずかに内鸞し、頸部の括れ部が狭くなるキャリパー形の深鉢。日唇部は肥厚し、沈

線による太凹帯が巡り、日縁部は隆帯による枠状区画紋に渦巻紋が付す。頸部は無紋帯で、胴部は8本単

位の横沈線によって区画され、やはり3本単位の垂線が懸垂する。2は深鉢の口縁部破片。日唇部はやや肥

厚する。日縁部は沈線が伴う隆帯による区画紋。3も 同様、日縁部が内彎するキャリパー形の深鉢。2条隆

帯による枠状区画紋が施されている。区画内に縄紋施紋される。6は顕部付近の深鉢破片。隆帯によって口

縁部と顕部が区画され、口縁部には単節 RLが横位施紋されている。4・ 5・ 7は浅鉢の日縁部破片。4・ 5

は無紋。71ま内面に沈線によるモチーフが描出される。

上坑 SK47出上土器 lFig.56-1～ 3)

Fig.56-1は 日縁部わずかに内彎するキャリパー形の深鉢。沈線の伴う隆帯が区画紋となる。2は口唇部

が月巴厚する。日唇部下は単節RL縄紋が施紋されている。3は口縁部が直行する深鉢。

土坑 SK48出上土器 lFig.56-1～ 6)

Fig.56-1は 口縁部が外方へ開くキヤリパー形の深鉢。日唇部に沿って隆帯が区画紋となる。枠状区画

紋であろう。2。 3は口縁部が内鸞するキャリパー形の深鉢。隆帯による区画紋が施されている。4は口唇部

が月巴厚する。日唇部下は単節 RL縄紋が施紋されている。5は口縁部が直行する深鉢。6は口縁部がわずか

に内彎する深鉢。

上坑SK49出土土器 lFig.56-1～ 9)

Fig。56-1は口縁部が内彎し、日唇部が短 く外反するキャリパー形の深鉢。日唇部下に2条隆帯が巡り

区画紋となり、区画内は隆帯による渦巻紋が表出され、沈線が充填する。2は口縁部は直行し、日唇部がわ

ずかに外反する深鉢。日唇部下は沈線の伴う隆帯が巡る。口縁部は単節RL縄紋が施紋されている。3は口

縁部上端が外反する深鉢。日唇部下は無紋で、口縁部は沈線による枠状区画内に縦位の沈線が施される。9

は口縁部がわずかに内鸞する深鉢。日唇部下から縄紋RLが施紋されている。5・ 6は国縁部が無紋の深鉢。

5は日唇部下に浅い太凹帯が巡る。6は日唇部が外側に折り返される。7は深鉢の底部破片。底面に木葉痕
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が残置している。胎上に長石粒を多 く、石英粒を少量含む。焼成は良好で、色調は明赤褐色(2.5YR5/6)を

呈する。8。 9は浅鉢の破片。8は顕部付近で括れ部にあたる破片。9は口縁部の破片で、日唇部は肥厚し、

太凹帯が巡る。また内面に稜を有する。

土坑 SK50出土土器 lFig。57-1～ 16)

Fig.57-1は 日縁部は内彎し、上端部で「く」の字状に外反する深鉢。括れ部に交互刺突紋が区画され、

沈線による枠状区画紋が配され、その間に横位の短沈線が充填する。2は突起部で、日唇部に沿って隆帯が

巡る。3も突起部に相当する。縄紋施紋された隆帯が渦巻き状に施されている。4は橋状把手の破片。隆帯

による枠状区画内に縦位の沈線が充填する。5は口縁部が内彎するキャリパー形の深鉢。隆帯区画紋内に短

沈線が充填する。6は口縁部が内彎するキャリパー形の深鉢。2条隆帯による区画紋が施されている。7も 同

様。口唇部に太凹帯が巡り、隆帯区画内に沈線が充填する。8は日唇部が外削状を呈する深鉢。沈線を伴う

隆帯によって区画される。9は口縁部が直線的に立ち上がり、日唇部がわずかに肥厚する。口縁部は単節 RL

縦位施紋である。10は口縁部が直行する深鉢。日唇部下から縄紋施紋される。11は口唇部が月巴厚し、沈線

によって区画され、日縁部はLR縄紋が施されている。12は深鉢の底部破片。底部付近まで単節 RL縄紋が

施紋され、底面には網代痕が認められ、2本越え1本潜りと考えられる。胎土に微細な長石粒が多 く含み、

焼成は良好。色調は褐色(7.5YR4/3)を 呈する。13は口唇部がわずかに外反し、日唇部下から縄紋施紋され

る。14・ 15は日縁部が無紋となる深鉢で、交互刺突紋が区画紋となる。16は深鉢の底部破片。単節 RLが

施紋されている。胎土に長石粒を少量含み、焼成は良好。色調はにぶい赤褐色(5YR5/4)を呈する。

土坑SK52出土土器 Oig。57-1～ 4)

Fig.57-1は波状口縁を呈する深鉢。日縁部は内鸞する。波頂部に隆帯による渦巻紋を配し、日唇部に

沿つて太凹帯が巡る。2は口縁部が大きく外反する浅鉢。口唇部は肥厚する。3は深鉢の底部破片。単節RL

縄紋が縦位に施紋されている。胎上に長石・石英粒を多く含み、焼成は良好。色調は褐色(7.5YR5/5)を呈

する。4も深鉢の底部破片。単節RL縄紋が縦位に施紋されている。胎土に長石粒を多く含み、焼成は良好。

色調は明褐色(7.5YR5/6)を 呈する。

上坑SK53出土土器 lFig.57-1)

Fig。57-1は深鉢の底部破片。底部付近は横位のヘラナデが顕著に施されている。胎土に長石粒を少量

含み、焼成は良好。色調は褐色(7.5YR4/4)を 呈する。

上坑SK55出上土器 lFig.57-1)

Fig。57-1は口縁部が内鸞するキャリパー形の深鉢。口唇部に沿つて隆帯が巡り区画紋となり、区画内

には単節RL縄紋が横位施紋されている。

土坑SK56出上土器 lFig.57-1～ 13)

Fig。57-1は胴部がわずかに張り、口縁部が小さく外反する深鉢。日唇部は外削状を呈し、2本の沈線が

巡る。日唇部下から2条の波状沈線に挟まれた垂線の3本単位の懸垂紋と2本単位の垂線の懸垂紋が垂下

-98-



SK38

蝉η

鞠
'二聟
    2

IInltt ss罰日まざ

で耳
チ
¬

SK39

解
75
く震勢 戒 鴨

軽 籍 計

7a

7b

聾耽1
SK47

韓 珀
1

SK48

脚
3

翻 観 聟

Ⅷ 瑾可

Fig.56 上坑 SK38・ 39・ 47・ 48・ 49出土土器

聡

２

警篭
聖

蒲 屁 饉判

0               10cm

-99-



する。地紋は単節 LR縄紋の縦位施紋である。胎上に長石粒を少量含み、焼成は良好。色調は黄褐色

(10YR5/6)を 呈する。2は大形の双頭状の橋状把手で、円孔の周辺に沈線による円形紋と短沈線紋を施す。

3は双頭状の突起を有する深鉢。日唇部は太凹帯が施され、口縁部には沈線区画内に短沈線が充填する。4

は波状口縁を呈する深鉢。日唇部は肥厚し、交互刺突紋が巡る。5も 口唇部が肥厚する深鉢。日唇部に交互

刺突紋が施され、区画紋とする。6は口縁部が内鸞する深鉢。地紋に単節RL縦位施紋に横沈線紋が施され

ている。7は口縁部が内鸞する深鉢。沈線によって区画される。8は口縁部が直行する深鉢。9は顕部付近の

破片。回縁部との境に隆帯が区画され、胴部は単節 RL縄紋が縦位施紋されている。10は波状口縁を呈す

る深鉢。日唇部が肥厚する。日唇部から沈線紋が垂下する。11は回縁部大きく外反する浅鉢の破片。12・

13は深鉢の底部破片で同一個体と考えられる。胎土に長石粒を多 く含み、焼成は良好。色調は褐色

(7.5YR4/4)を 呈する。

土坑SK57出土土器 lFig。58-1)

Fig.58-1は 深鉢の胴部破片。単節 RL縄紋を地紋に沈線による波状紋と垂線紋を懸垂させる。

土坑SK58出土上器 lFig.58-1～ 14)

Fig.58-1は胴部は筒形で、日縁部が外反する深鉢。口唇部は肥厚し、太凹帯が巡る。日唇部下から単

節 LR縄紋が縦位施紋される。2は口縁部が大きく外反する深鉢。日唇部内側に折り返しがみられる。口唇

部下から単節 RL縄紋が縦位施紋される。3は胴部破片。胴部は張り、沈線によって頸部と区画される。4

～7は胴部破片で、単節 RL縄紋を地紋に沈線紋を垂下させる。8は横位の沈線区画が施されている。9～

12は縄紋施紋の胴部破片。13は口唇部が肥厚する無紋の深鉢。14は深鉢の底部破片。

上坑SK59出土土器 lFig.58-1)

Fig.58-1は深鉢口縁部下部の破片。沈線により三叉紋が施されている。勝坂式上器である。

上坑 SK60出土土器 Oig.58-1。 2)

Fig。58-1・ 2と もに深鉢の胴部破片。縄紋が施紋されている。

上坑 SK61出土土器 Oig.58-1～ 5)

Fig。58-1は波状口縁を呈する突起部の破片。国唇部に太凹帯が巡り、短隆帯が直交して貼り付けられ

ている。2は口縁部が内彎するキャリパー形の深鉢。沈線を伴う隆帯による区画紋。3～ 5は胴部破片。31ま

単節 RL縄紋を地紋に垂線と波状沈線が懸垂する。4は単節 RL縄紋の縦位施紋されている。5は沈線によ

つて区画されている。

土坑 SK63出上土器 ωig.58-1～ 3)

Fig。58-1・ 2は櫛歯状工具による条線が施された深鉢で、1は口縁部が直線的に外方へ開く深鉢。2は

胴部破片。3は単節 RL縄紋を地紋に3本単位の垂線が懸垂する。
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土坑 SK64出土土器 lFig.59-1～ 26)

Fig.59-1は 日縁部が内鸞し、さらに口唇部が内傾するキャリパー形の深鉢。日唇部は太凹帯が巡り、国

縁部は交互刺突紋が区画紋となり、隆帯による渦巻紋が配される。2・ 3は同一個体、で口縁部が内鸞し、

口唇部が短く外反する。7は口縁部が内鸞するキャリパー形の深鉢。口唇部下を無紋とし、日縁部は沈線区

画で、縦位の沈線を充填する。4は橋状把手破片。大形のキヤリパー形の深鉢。円孔の周辺に沈線が巡る。

5は口縁部がわずかに内彎するキャリパー形の深鉢。貼付隆帯による区画紋に縄紋LRが施紋されている。6

も内彎する口縁部破片。沈線を挟む2条隆帯による渦巻紋に沈線が充填する。8は口縁部が内彎する深鉢。

隆帯区画内に細沈線が充填する。9は山形把手の破片。円孔が穿つてある。10～ 12は縄紋地紋に隆帯によ

る区画紋が施されている。13は胴部中位から底部にかけての破片。3単位の垂線に波状沈線が懸垂する。地

紋に単節RL縦位施紋されている。14・ 15。 17・ 19は同様に地紋に単節 RL縄紋縦位施紋に沈線が垂下

する。16は地紋に単節 RL縄紋を縦位に施紋する。18は地紋に単節 RL縄紋を縦位に施紋し、横位の微隆

起帯を巡らす。20は日縁部が内傾する壷形を呈する。日縁部下に微隆帯による区画紋が施されている。21

は国縁部が大きく内彎する深鉢。国唇部が外側に突出し、2条の沈線が巡る。22は回縁部が直行し、日唇

部に太凹帯が巡る。23は口縁部が外反する。23も 口縁部が外反し、口唇部に浅い太凹帯が巡る。25・ 26

は深鉢の底部破片。

土坑SK65出上土器 Oig。59-1～ 5)

Fig。59-1は口縁部が内鸞する深鉢。日唇部下は無紋で、沈線による区画紋が施紋されている。2は顕部

付近の破片。頸部に沈線による区画紋が施されている。3～ 5は縄紋施紋の深鉢胴部破片。

上坑SK66出土土器 ωig。60-1～ 15)

Fig。60-1は波状口縁を呈するキャリパー形の深鉢。日縁部は内鸞し、日唇部で短く外反する。沈線を挟

む2条隆帯による区画紋に縄紋LRが施紋されている。2は口縁部が内鸞する深鉢。口唇部は肥厚する。日

唇部は沈線により渦巻紋と太凹帯が巡る。3は日唇部がわずかに外反し、国縁部が内鸞する深鉢。口唇部下

に交互刺突紋によって区画される。4は頸部付近の破片。2条隆帯による区画が施されている。5～ 7は縄紋

地紋に沈線による区画紋および懸垂紋が施紋されている。8は横位の沈線が巡る。10は単節RL縄紋が縦位

施紋されている胴部中位の破片。9・ 11・ 12は いずれも単節RL縄紋が施紋されている深鉢の底部付近の

破片。18・ 14は深鉢の底部破片。15は浅鉢の底部破片。大きく外方へ開く。

上坑SK67出土土器 ωig。60-1～ 10)

Fig.60-1～ 4はキャリパー形の深鉢。1は回縁部が内彎し、日唇部に太凹帯がめぐる。日縁部は隆帯に

よつて区画され、沈線の渦巻紋が施紋されている。地紋は単節LR縄紋を横位に施されている。2は日唇部

がわずかに外反する。日縁部は結節沈線による区画紋が施されている。Sは日縁部が直行する。隆帯による

区画紋が施紋されている。4は 2条隆帯による区画紋と渦巻紋が施されている。5は日唇部が内削状を呈す

る深鉢。日唇部下から櫛歯状工具による条線を垂下させる。6～ 10は縄紋施紋の深鉢胴部破片。
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土坑 SK68出土土器 lFig。60-1・ 2)

Fig。 60-1は深鉢の胴部破片。単節 RL縄紋を縦位施紋している。2は深鉢底部破片。

土坑SK70出土土器 lFig.61～ 63-1～ 92)

Fig.61-1は 日縁部が内鸞し、4単位の大形把手を有する波状口縁となる。把手はラッパ状で円孔が穿っ

てある。円孔の周辺は沈線が巡り、日唇部にも隆帯が巡る。2は阿玉台式上器。日縁部は内鸞し、日唇部が

わずかに肥厚する。3は山形把手を有する波状口縁の深鉢。日縁部は内鸞し、把手は外反する。また把手に

は円孔が穿ってあり、周辺に沈線が巡る。日縁部は刻み目のもつ隆帯が逆半円形の区画紋をもち、区画内に

縦位の沈線が充填する。4～ 6は日縁部が外反し、無紋となり、交互刺突紋によって区画され、4は粗い凹

帯を施す隆帯をもつ。5は沈線による区画紋をもつ。7・ 8は波状口縁をもつ深鉢。7は口縁部に沈線区画

をもち、区画内は沈線を充填する。8は日縁に縄紋を施紋する。9～ 27、 Fig.62-28～ 35は口縁部が内鸞

するキャリパー形の深鉢。9は 日径 19.7 cmを預1る。日縁部は隆帯と沈線による渦巻紋、楕円形区画が表出

され、胴部は3本単位の沈線による区画紋が施されている。胴部には地紋としてLR縄紋で、日縁部は横位

に、胴部は縦位に施紋されている。胎上に長石・石英・雲母粒を含み、焼成は良好で、色調は橙色

(7.5YR7/7)を 呈する。11～ 18、 20～ 27は日縁部に隆帯による渦巻紋、楕円形区画紋が配され、頸部は無

紋帯で,胴部は地紋に縄紋施紋されている。19は小さな波状口縁で、隆帯により楕円形区画紋が配する。

28。 29は沈線による渦巻紋と楕円形区画紋が配される。区画内には縦位の沈線が充填する。30は波状口

縁を有する口唇部が肥厚する深鉢。日唇部に沿つて沈線が伴う2条隆帯が巡る。31も波状口縁で、日唇部

は肥厚する。波頂部は沈線による渦巻紋を描出し、日唇部に沿つて、沈線による区画紋を施す。32・ 36は

口縁部付近の破片。口唇部に沿って沈線が巡る。33・ 34は波状口縁の波頂部破片。沈線による渦巻紋が

施紋される。35は口縁部破片。沈線による渦巻紋と楕円形区画紋を有する。37は 日縁部が大きく外反する

深鉢。日縁部の境に沈線を伴う隆帯が区画される。38は口縁部が直行する深鉢。日唇部下から縄紋施紋さ

れる。39～ 42・ 44・ 46。 47は頸部付近の破片。39は交互刺突紋を区画紋とし、胴部はRL縄紋縦位施

紋する。40～ 42・ 44は沈線を伴う隆帯により区画される。48は胴中位から底部が残存する。胴部は筒形

で、ほぼ直行する。地紋単節 LR縄紋に沈線による渦巻懸垂紋と垂線懸垂紋を垂下させる。45。 48～ 61

は縄紋地紋に沈線による懸垂紋を垂下させる。49は蛇行沈線紋を懸垂し、45。 48・ 50～ 60は垂線を懸

垂紋とする。61～ 67およびFig.63-68～ 72は縄紋施紋の胴部破片。73～ 77は深鉢の底部破片。78・

79は櫛歯状工具による条線を垂下させる。80～ 85は無紋の深鉢。80は口縁部は内鸞し、日唇部に隆帯が

巡る。81・ 82は口縁部が外反する。83・ 84は日縁部が内鸞する。85は 日唇部は肥厚し、日唇部に沈線

が巡る。86～ 92は浅鉢である。86は国縁部が外反し、胴部が張るもので、日唇部が月巴厚する。胎上に長石

粒を含み、焼成は良好で、にぶい黄褐色(10YR5/4)を呈する。87は口縁部が内鸞し、日唇部がさらに内傾

する。日縁部は肥厚し、隆帯が伴う。89は推定口径 42.O cmを測る。日縁部は外反し、胴部は内鸞気味に張

る。内外面とも横位のヘラナデ成形で、外面は幅4mm前後の工具を使用している。胎土に長石粒をわずか
に含み、焼成は良好で、色調はにぶい黄褐色(10YR6/3)を呈する。90は波状口縁を呈し、口唇部は外側に

大きく突出し、日縁部は外反する。胴部は内鸞気味に立ち上がる。日唇部に沈線による区画紋が施紋されて

いる。胎土に長石粒を含み、焼成は良好で、色調はにぶい褐色(7.5YR5/4)を 呈する。91・ 92は底部破片。

91は体部が大きく開く。胎土に長石・石英粒を多く含む。焼成は良好で、色調はにぶい黄褐色(10YR5/4)
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を呈するも92は体部の立ち上がりは高く、外面は横位のヘラナデが顕著である。胎土に長石・石英粒をわず

かに含み、焼成は良好で、色調はにぶい褐色(7.5YR5/3)を 呈する。98は口縁部上部を欠損する手捏土器で

ある。径は6。 5 cm、 現存器高 2.5 cmを測る。胎上に長石粒をわずかに含む。焼成は良好で、色調はにぶい黄

褐色(10YR6/4)を 呈する。内面には赤色顔料の付着が見られる。

土坑 SK72出上土器 ωig.64-1～ 5)

Fig.64-1は日縁部が内鸞するキャリパー形の深鉢。日唇部下は無紋で、沈線の伴う隆帯が区画紋とな

り、地紋に単節 LR縄紋横位施紋している。2は口縁部は直行し、日唇部が肥厚する深鉢。日縁部は縦位の

沈線を充填する。3も 口唇部がわずかに肥厚する深鉢で、口唇部下から縄紋施紋される。4・ 5は浅鉢の底

部破片。

土坑SK73出土土器 ωig。64-1～ 12)

Fig.64-1～ 5は口縁部が内彎するキャリパー形の深鉢。沈線の伴う隆帯による枠状区画紋で、縄紋施

紋を充填する。6は日唇部が肥厚し、日縁部は直行する。7は小さく外反する深鉢。9は 日縁部が直行する

深鉢でわずかに外反する。10は手捏土器である。推定回径 7.8 cm、 器高 1.5 cm、 底径 7.O cmを測る。平底で、

体部がわずかに外傾する。胎土に長石粒をやや多く含み、焼成は良好で、色調は明赤褐色(5YR5/6)を 呈す

る。11は体部は直線状に大きく開き、日縁部は肥厚し、内面に稜を有する浅鉢。内外面ともヘラナデ成形

は丁寧である。12も浅鉢の口縁部破片。口唇部内面に沈線による区画紋をもつ。内外面ともヘラナデ成形

は緻密である。

土坑 SK74出土土器 Oig.64-1～ 14)

Fig。64-1～ 8は口縁部が内鸞するキャリパー形の深鉢。沈線の伴う隆帯による枠状区画紋で、11よ隆帯

による渦巻紋が施紋され、7・ 8は沈線の伴う隆帯によって渦巻紋が描出される。また区画内は縄紋施紋を

充填する。9は日唇部がわずかに肥厚し、日縁部が直行する深鉢。国唇部下より縄紋施紋される。10。 13

は無紋で、日縁部はほぼ直行する。11,12・ 14は深鉢の底部破片。11は縄紋施紋に3条単位の垂線が懸

垂する。12は単節RL縄紋が縦位施紋され、底面がやや上げ底状をなす。胎土に長石粒をわずかに含み、焼

成は良好。色調はにぶい黄褐色(10YR5/3)を 呈する。

土坑 SK75出土上器 lFig.65-1～ 3)

Fig.65-1は深鉢の回縁部の破片。沈線の伴う隆帯によって区画され、区画内は縄紋施紋。21よ深鉢の胴

部破片。横位の3本単位の沈線が巡る。3は深鉢の底部破片。底面には網代痕が残置している。

土坑 SK76出土土器 Oig。65-1～ 6)

Fig。65-1は橋状把手部分の破片。波頂部には沈線による渦巻紋が、円孔の周辺には沈線が巡る。2は深

鉢の胴部破片。連続爪形紋が施された隆帯が渦巻状を呈している。3は口唇部が肥厚し、日縁部が外反する

深鉢。日唇部下より単節 LR縄紋が縦位施紋されている。4・ 5は深鉢の胴部破片。縄紋地紋に沈線が垂下

する。61ま縄紋施紋の深鉢。
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土坑 SK77出土土器 Oig。65-1～ 10)

Fig。65-1は阿玉台式。内彎する口縁部に、日唇部はわずかに外反する深鉢。日縁部に有節沈線による

枠状区画紋が表出される。2・ 3は日縁部が内鸞する深鉢。沈線を伴う隆帯により渦巻紋が描出される。4

は口縁部が外方へ開く深鉢。沈線を伴う隆帯による区画紋内に縦位の沈線が充填する。5は口縁部わずかに

外反する深鉢。日唇部下から縄紋施紋される。6は胴部破片。縄紋施紋に沈線による区画紋が施されてい

る。7～ 10は縄紋施紋の深鉢の胴部破片。

土坑 SK78出土上器 lFig。65-1～ 22)

Fig。65-1は回縁部が内鸞するキャリパー形の深鉢。沈線の伴う隆帯による枠状区画紋が表出され、区

画内に単節 RL縄紋が施紋される。2・ 3は波状口縁の深鉢。口唇部が肥厚する。日唇部に沈線による渦巻

紋が施紋される。日縁部には沈線が充填される。4は橋状把手が伴うキャリパー形の深鉢。日縁部は内鸞し、

口唇部がわずかに外反する。日縁部には横位の隆帯による波状紋が施紋され、区画内に沈線が充填する。5

は口縁部付近の破片。沈線による区画紋が施紋されている。6は回縁部が内鸞する深鉢。日唇部に沈線が巡

り、縄紋施紋される。7は口縁部が直行して立ち上がり、隆帯によって区画される。日縁部は単節 LR縄紋

を横位に施紋される。8は口縁部がわずかに内鸞する。口縁部に横位の沈線紋が施されている。9は国縁部

が内鸞するキャリパー形の深鉢。沈線区画によって縄紋が充填する。10は 口唇部に太凹帯が巡る深鎌。11

は深鉢の胴部破片。2条隆帯による曲線区画紋が配される。12は 口唇部は外側に突出し、沈線による楕円

形区画紋が施紋される。13は 日縁部付近の破片。沈線による渦巻紋が表出される。14は深鉢の胴部破片。

隆帯によって区画される。15は縄紋地紋に沈線が懸垂する。16。 17は深鉢胴部破片。縄紋施紋。18・ 19

は深鉢の無紋土器。20～ 22は浅鉢。ふわは口縁部が大きく外反する。2Hま体部が開き、日縁部は大きく

外反する。日唇部は肥厚し、太凹帯が巡る。22は 口縁部が内彎する。

上坑 SK79出上土器 lFig.66-1～ 10)

Fig。66-1は波状口縁を呈する深鉢。体部は緩 く張りながら頸部括れ、口縁部は外反する。日唇部に太

凹帯が巡り、日縁部を無紋とし、交互刺突紋を区画紋に胴部は単節RL縄紋を地紋に蛇行沈線を懸垂する。

胎土に長石・石英粒をわずかに含み、焼成は良好。色調は褐色(7.5YR4/3)を呈する。2は口縁部が内彎す

るキャリパー形の深鉢。沈線を挟む2条隆帯による区画内に変形クランク紋を施し、さらに波状沈線を横走

させる。3,4は縄紋地紋に沈線による懸垂が施されている。5～ 8は縄紋施紋の深鉢胴部破片。9は深鉢

の胴部下半部。単節RL縄紋の縦位施紋を地紋に蛇行沈線を垂下させる。胎土に長石粒をわずかに含み、焼

成は良好。色調はにぶい褐色(10YR5/4)を呈する。10も深鉢の胴中位から底部。単節 RL縄紋を施す。胎

土に長石粒をわずかに含み、焼成は良好。色調はにぶい褐色(7.5YR5/4)を 呈する。

土坑SK80出上土器 lFig.66-1～ 6)

Fig。66-1は 口縁部が内彎するキャリパー形の深鉢。口縁部は沈線を挟む2条隆帯による楕円形区画紋

とこれらの隆帯と連結した鉤状紋をもつ。頸部は無紋帯をなし、胴部は2条の直沈線と波状沈線によって区

画紋とする。胴部は単節 RL縄紋の縦位施紋。胎上に長石・石英粒を含み、焼成は良好。色調はにぶい赤褐

色(5YR4/4)を呈する。2は 口縁部が内鸞し、日唇部が外反するキャリパー形の深鉢。日縁部は隆帯による
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渦巻紋を施す。3は口縁部が直行する深鉢。日縁部の区画に微隆帯が巡る。4は単節 RL縄紋に2条単位の

垂線が懸垂する。5。 6は縄紋施紋の深鉢で胴部破片である。

土坑SK82出土土器 lFig。66-1～ 4)

Fig。66-1・ 2は口縁部が内彎するキャリパー形の深鉢。沈線を挟む2条隆帯による区画紋が施されてい

る。3は頸部付近の深鉢。縄紋地紋に区画紋の隆帯が施されている。4も深鉢の胴部破片。単節 RLの縦位

施紋を地紋に2条単位の垂線が懸垂する。

土坑 SK83出土上器 lFig。66-1～ 3)

Fig。 66-1は深鉢の胴部破片。沈線を挟む2条隆帯が懸垂する。2は横位の2条隆帯を区画紋に地紋は櫛

歯状工具による縦位の条線が施されている。3は縄紋施紋の胴部破片。

土坑 SK84出土土器 lFig。66-工・ 2)

Fig。66-1・ 2は深鉢の胴部破片。縄紋地紋に横位の沈線区画される。

土坑 SK85出土土器 lFig。67・ 68-1～ 57)

Fig。67-1は 口径 33.2 cln、 現器高 25.8 cmを測る。胴部がわずかに張り口縁部は内鸞し、口唇部でわずか

に立ち上がるキャリパー形の深鉢。日縁部は沈線を挟む縄紋施紋の隆帯が渦巻状に違結し、頸部の隆帯区

画紋内には縦位の沈線を充填する。胴部は単節 RL縄紋の縦位施紋。胎上に長石・石英・雲母粒をわずか

に含み、焼成は良好。色調は暗褐色(7.5YR3/3)を呈する。2・ 5も 口縁部が内鸞するキャリパー形の深鉢。

突起を有する。日唇部に太凹帯と波頂部に渦巻紋を連携させ、口縁部は隆帯区画内に横位の波状隆帯が巡

る。胴部は縄紋施紋。胎土に長石・石英粒を含み、焼成は良好。色調は褐色(7.5YR4/3)を呈する。3も 口

縁部が内彎するキャリパー形の深鉢。沈線を挟む2条隆帯によるクランク状渦巻紋を配する。地紋に単節

RL縄紋を施紋する。4は口縁部が内鸞するキャリパー形の深鉢。山形突起をもつ波状口縁で、2条隆帯に

よる区画内に変形クランク紋を配し、縦位の沈線を充填する。6は口唇部が内削状を呈し、日縁部が内彎す

る。交互刺突紋が区画紋として巡る。7は口唇部が短く外反する。隆帯による区画紋をもつ。8～ 10は口唇

部が肥厚し、連続爪形紋をもつ隆帯が区画紋をなす。11は 口唇部が肥厚し、内削状を呈する。日縁部は内

彎する深鉢。平行する沈線が区画紋をなす。12は口縁部内彎する深鉢。日唇部に沿つて沈線が巡る。13・

14は波状口縁を呈する深鉢。18は日縁部が内鸞し、日唇部に太凹帯が巡り、波頂部に渦巻紋を施す。日縁

部は沈線による区画紋を配する。14は口唇部に沈線が巡る。15は顕部付近の破片。隆帯による区画紋をも

つ。16は小突起を有する深鉢。突起に円孔が穿ってある。日縁部は隆帯による区画紋を配する。17は 日唇

部力湘巴厚する。口唇部に沈線による渦巻紋を施紋する。18も 回唇部力Ⅵ巴厚し、交互刺突紋が巡る。19～ 21

は隆帯を施紋する深鉢の胴部破片。22～ 24は縄紋地紋に沈線が懸垂する。25は把手破片。刻み目のもつ

隆帯が渦巻き状に施されている。261ま縄紋施紋の底部付近の破片。271よ頸部は括れ、回縁部は直行して立

ち上がる深鉢。器面全面縄紋施紋。Fig。68-28～ 89は深鉢胴部破片。39は底部付近の破片。40は 口唇

部は肥厚し、日縁部が内傾する。41・ 47・ 48は口縁部が緩 く外反する深鉢。42～ 45は回唇部が肥厚す

る深鉢。41・ 42は 回唇部に太凹帯が巡る。46は日唇部が短 く内彎する。49～ 5Hよ浅鉢の回縁部破片。
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49は波状日縁で、日唇部が肥厚する。50も波状口縁で、日唇部に沈線が巡る。5Hよ口唇部内面に沈線に

よる渦巻紋を巡らす。52～ 57は深鉢底部破片。55は底面に網代痕が残置している。

土坑SK86出土土器 ωig。69～ 71-1～ 83)

Fig.69-1は 日唇部が内彎し、日縁部は直行する。日唇部に刻み目のもつ隆帯が巡り、ここから2条隆帯

が垂下する。 2は 日縁部が内鸞する深鉢。刻み目をもつ隆帯が区画紋をなす。3は深鉢胴部破片。連続爪形

紋をもつ隆帯が区画紋をなす。4は小突起をもつ波状口縁をなすキャリパー形の深鉢。胴部は筒形を呈し、

日縁部は内鸞する。口縁部は隆帯により区画され、区画内は隆帯による渦巻紋とクランク紋を配する。胴部

は8条単位の垂線を懸垂させ、蛇行沈線を垂下させる。地紋は単節 RL縄紋を縦位施紋する。胎土に長石粒

を多く含み、焼成は良好。色調はにぶい黄褐色(10YR4/3)を 呈する。5は胴部は筒形をなし、日縁部は内鸞

し、日唇部は短く立ち上がる。口縁部は隆帯による区画内に2条隆帯を垂下させ区切れ紋とし、さらに変形

クランク紋を配する。胴部も2条隆帯を懸垂する。地紋はRL縄紋を施紋する。胎上に長石・石英粒をわず

かに含み、焼成は良好。色調は褐色(7.5YR4/3)を 呈する。6も 口縁部が内鸞するキヤリパー形の深鉢。沈線

を挟む 2条 隆帯による変形クランク紋が配される。胎上に長石粒を含み、焼成は良好。色調は褐色

(7.5YR4/3)を 呈する。7・ 25は胴部が筒形を呈し、隆帯による区画内に隆帯による波状紋を巡らす。地紋

はRL縄紋を施紋する。8～ 10は波状口縁をなす深鉢。8は橋状把手に円孔が穿ってある。円孔の周辺には

沈線が巡る。日縁部は隆帯区画内に縦位の沈線が充填する。胴部は波頂部から2条沈線を垂下させる。9は

波頂部に沈線による渦巻紋をもつ。10も 口唇部に沈線による渦巻紋を巡る。頸部は無紋で胴部は縄紋施紋。

11は円形突起で円孔の周辺に沈線を巡る。12は日縁部が内鸞し、太凹帯が巡る。13～ 23は日縁部が内鸞

するキャリパー形の深鉢。13～ 18は沈線を挟む隆帯による枠状区画紋と渦巻紋が連携する。区画内は縄紋

施紋。19～ 22は区画内に沈線が充填する。24・ 26～ 28は口唇部が月巴厚する深鉢。24・ 27・ 28は日唇

部に沈線が巡る。29は日唇部が肥厚する深鉢。日唇部は単節 LR縄紋を施紋する。30・ 33は口唇部が立

ち上がり、無紋帯をもつ。3Hよ隆帯が巡る。32は 口唇部下に太凹帯を巡らす。Fig.70-34～ 36は胴部が

筒形で、国縁部はわずかに外反する。日縁部は無紋帯で、胴部は単節 RL縄紋の縦位施紋。34は胎土に長

石 。石英粒を含み、焼成は良好。色調は褐色(7.5YR4/3)を 呈する。37は胴部中位の破片。地紋に単節 RL

縄紋を縦位施紋し、2条単位の垂線を懸垂した間に、1条の蛇行沈線を垂下させ、さらに短状のS字状沈線

を加える。胎土に長石・石英粒を含み、焼成は良好。色調は褐色(7.5YR4/3)を 呈する。38も胴部中位の破

片。地紋に単節 RL縄紋を維位施紋し、2条単位の垂線を懸垂する。胎上に長石・石英粒を含み、焼成は良

好。色調はにぶい黄褐色(10YR5/4)を 呈する。39。 40は深鉢の胴部破片。地紋に単節 RL縄紋を縦位施紋

し、2条単位の沈線による渦巻紋、曲線紋を施紋する。41～ 47も深鉢の胴部破片。縄紋地紋に横位の隆帯

の区画紋。41～ 43・ 45は沈線を挟む2条隆帯。48～ 57は縄紋地紋に沈線による懸垂紋が施されている。

48は 2条単位の横位の沈線区画紋に2条単位の垂線紋を垂下させる。49は曲線紋。50は蛇行沈線を垂下

させる。51～ 57は 2条単位の垂線を懸垂させる。58～ 61'63～ 68は深鉢で、縄紋施紋の胴部破片。62

は縄紋地紋に横位の波状沈線を施紋する。69～ 74は深鉢の底部付近の破片。69は筒形の体部が直線的に

立ち上がる胴部をもち、単節RL縄紋を縦位施紋する。胎土に長石・石英粒を含み、焼成は良好。色調は褐

色(7.5YR4/3)を 呈する。70も単節 RL縄紋を縦位施紋する。胎土に長石・石英粒を含み、焼成は良好。色

調は褐色(7.5YR4/8)を 呈する。74は底面に木葉痕を残置する。胎土に長石粒をわずかに含み、焼成は良好。
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色調は褐色(7.5YR4/3)を呈する。75・ 76は櫛歯状工具による条線が施紋された胴部破片。75は横位に、

76は縦位の波状に施紋している。Fig.71-77～ 79・ 81は口縁部が無紋帯の深鉢。771ま口縁部がわずか

に外反する。78は日縁部が直行して立ち上がり、79は口縁部がわずかに内鸞する。81は回唇部に沈線が巡

る。80・ 82・ 88は浅鉢の回縁部破片。821ま口縁部は内鸞し、口唇部が肥厚しながらわずかに直行する。

土坑 SK87出土土器 lFig.71-1～ 5)

Fig.71-1は 国縁部が内彎する深鉢。口唇部下に沈線が巡り区画紋とし、縦位の沈線が充填する。2～ 5

は単節RL縄紋の縦位施紋を地紋に3条単位の垂線を垂下させる。

土坑 SK88出土土器 lFig。71-1・ 2)

Fig。71-1は 国縁部が直行する深鉢。地紋に単節RL縄紋を施紋する。2は深鉢の胴部破片。

土坑 SK89出土土器 Oig.71-1～ 3)

Fig.71-1。 2は沈線を挟む2条隆帯を区画紋とする深鉢の口縁部破片。3は無紋で浅鉢の破片。

上坑SK90出土土器 lFig.71-1・ 2)

Fig.71-1は 深鉢の顕部破片。隆帯による区画紋が施されている。2は単節 RL縄紋の縦位施紋の深鉢胴

部破片。

土坑SK91出土土器 Oig。71-1～ 3)

Fig。71-1・ 2は深鉢の胴部破片。沈線を挟む2条隆帯の区画紋が施されている。地紋はRL縄紋。3は

縄紋地紋に波状沈線を横走させる。

土坑 SK94出土土器 lFig.71-1～ 16)

Fig。 71-1～ 3は阿玉台式。11ま 口縁部破片。日縁部はわずかに内彎し、日唇部で短く外反する。口唇部

下に結節沈線紋を巡らす。2は口縁部がわずかに内鸞し、日唇部は肥厚し、わずかに外反する。3は円形の

把手で、把手部の周辺は縄紋施紋の隆帯が巡り、区画内は撚糸紋が充填される。4は波状口縁をもつ深鉢

で、日縁部は外反し、さらに波頂部は直行して立ち上がる。波頂部は円形把手に沈線による区画紋。口縁部

は縦位の短沈線が充填する。5は胴部中位から底部にかけての深鉢。胴部は筒形を呈し、単節 RL縄紋を縦

位施紋する。胎土に長石・石英粒をわずかに含み、焼成は良好。色調はにぶい褐色(7.5YR5/3)を 呈する。

6。 10は波状口縁を呈する深鉢。国縁部は内傾し、日唇部は大きく外反する。日唇部に沿つて縄紋施紋の

隆帯が巡り区画紋とし、区画内には交互刺突紋に縦位の沈線が充填する。7は口縁部が外傾する深鉢。日唇

部に沿つて縄紋施紋の隆帯が区画される。8・ 9は口唇部が月巴厚し、小さく外反する。胴部は縄紋施紋。

11。 13・ 15は縄紋施紋の深鉢胴部破片。12は 口唇部と口縁部下に刻み目を巡らす深鉢。14は深鉢の胴

部破片で、隆帯が区画紋となる。16は連続爪形紋が施紋されている。
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上坑SK96出土上器(Fig.71-1・ 2)

Fig.71-1・ 2は深鉢の胴部破片。単節RL縄紋を縦位に施紋している。

(小川和博)

5.土坑出上の上製品 い g。72-1～ 51)

各土坑から出土した土製品は土器片錘 50点 と土錘 1点である。

a 上器片錘 lFig。72-1～ 50)

土坑内から検出された土器片錘は50点を数え、先に竪穴住居跡に記載したとおり、いずれも土器破片を

再利用して作出したものである。出土点数からみるとSK70か らの出上が最も多く、20点ある。とくに出土

状況は大きな差を見いだせないでいるが、1土坑から20点まとめて出土した意義は大きい。なお使用された

土器の時期はすべて加曽利 E式である。

なお、ここでいう土器片錘とはいうまでもなく土器の破片を板状に打ち欠いて端部のほぼ中央部にV字状

の溝を切 り込み、糸掛け部を作出したもので、錘 りとして成形し焼成したものはない。多 くの形態は4～

5cm前後の土器片を素材として、土器片の周縁を打ち欠いて調整する打割整形を基本に周縁をさらに研磨

調整を行うものもみられる。打割の形状は一辺が長い長方形もしくは楕円形が主体を占めている。また糸掛

け溝のV字状切り込み位置は長軸の両端中央が大半である。

挿図番号 切り込み状況

Fig.72-1

Fig,72-2

Fig.72-3

Fig.72-4

Fig.72-5

Fig。72-6

Fig.72-7

Fig.72-8

Fig.72-9

Fig。72-10

Fig。72-11

Fig。72-1舅

Fig.72-13

Fig.72-14

Fig。72-15

Fig.72-16

Fig.72-17

Fig.72-18

Fig.72-19

Fig.72-20

Fig.72-21

SK03

SK05

SK10

SK10

SK10

SK10

SK16

SK16

SK16

SK26

SK87

SK47

SK49

SK49

SK52

SK52

SK58

SK64

SK64

SK64

SK64

長方形

楕円形

長方形

不整長方形

長方形

長方形

長方形

長方形

長方形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

長方形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

4.00

2.07

3.20

2.37

2.91

3.05

3。95

2。90

2.79

2.52

2.60

2.77

2.90

3。 10

2.90

2。 14

3.38

2.52

2.79

2.87

1.88
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長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

4.40

3.85

5。49

4。 15

3.08

3。35

6.35

4.98

2.56

8.52

3。 12

2.86

3.09

8.47

3.82

2.08

8.87

3.71

4。 10

4。 18

8。 16

1.31

1。36

0。81

1.17

0.97

1.15

0。76

1.15

0.63

0.87

0。92

0。87

1.07

0.80

0。96

0.85

1.14

1.05

1.05

1.01

1。OO

22.5

14.5

34.8

14.4

15。3

21.8

88.8

34.6

10。2

16.8

14.5

21.8

21.7

20.1

18.6

10。 1

19。5

15.4

18.2

14.8

11.5

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

長さ(cm) 厚さ(cm)



Fig.72-22

Fig.72-23

Fig.72-24

Fig.72-25

Fig。72-26

Fig.72-27

Fig.72-28

Fig。72-29

Fig.72-30

Fig.72-31

Fig。72-32

Fig。72-38

Fig.72-34

Fig.72-35

Fig。72-36

Fig。72-37

Fig.72-38

Fig.72-39

Fig.72-40

Fig,72-41

Fig。72-42

Fig.72-48

Fig.72-44

Fig。72-45

Fig,72-46

Fig.72-47

Fig。72-48

Fig。 72-49

Fig。72-50

SK67

SK70

SK70

SK70

SK70

SK70

SK70

SK70

SK70

SK70

SK70

SK70

SK70

SK70

SK70

SK70

SK70

SK70

SK70

SK70

SK70

SK78

SK85

SK85

SK85

SK85

SK86

SK86

SK86

長方形

長方形

長方形

長方形

長方形

長方形

長方形

長方形

楕円形

楕円形

楕円形

長方形

長方形

長方形

長方形

長方形

長方形

長方形

楕円形

楕円形

楕円形

円形

長方形

長方形

円形

円形

楕円形

楕円形

長方形

3.25

(2.80)

3.35

3.25

8。35

3.02

2.71

3.30

3.64

2.88

4.80

4。25

3.45

3.30

3。 14

3.64

3.07

3.43

3.48

3.48

2.85)

2.54

4.12

2.38

2.48

2.74

3。91

2.30

1.90

3.70

4.00

8。40

3.35

3.10

3.48

8.12

2.70

4.05

2.59

8。51

2.90

2.60

2.50

2.25

2。 18

2.15

3.05

2.23

2.15

4.00

2.77

2.02

1.58

2。44

2.68

2.82

1.79

2.89

1。 15

1。35

1,01

1.02

0.88

0。79

1.05

1.05

1.18

0.85

1.42

1。 15

1.21

1.15

1.05

0.84

1.06

0。98

1.16

0。98

1.35

1.28

0。90

0,94

0。85

1.04

1.15

1。25

0。95

20.8

11.7

19.1

18,6

17.1

16.5

11.4

12.2

18.8

10.5

21.8

18.7

11.1

10。6

11。 1

15.5

10。4

15.2

12.8

11.5

8.8

8.7

16。 1

5。6

8.1

6.5

11.4

9。2

7.2

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

短軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

短軸1対

長軸 1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

Tab.2土 坑出土土器片錘一覧表

b 土錘 lFig。72-51)

土坑 SK66覆土より出土。完形品である。形状は楕円形を呈し、表面に両頂部中央に1条の沈線と両縁

に2条単位の沈線を施す。外形の大きさは長さ4。7cm、 幅 3.4cm、 厚さ1.8cmを浪1る。胎土に長石・石英粒

を含み、焼成は良好で、色調は橙色 17.5YR6/8)を呈する。
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6.土 坑出上の石製品 (Fig。 73-1～ ■ )
土坑から出土した石製品には磨石類と磨製石斧がある。

土坑 SK01出土石器 lFig.73-1)

1は磨石。平面形は楕円形で、表裏両側面に連続的に摩滅している。長さ8.4cm、 幅 5。6cm、 厚さ4.8cm、

重さ280gを測る。

土坑 SK02出上石器 lFig。73-2)

2は偏平礫を使用した磨石である。表裏面とも磨面が認められる。長さ10.6cm、 幅 5.8cm、 厚さ4.2cm、

重さ346gを測る。

土坑 SK16出土石器 lFig.73-3)

3は側面を明瞭な面取 りを行わず、刃部の表裏境界がそのまま続 く磨製石斧である。長さ9.5cm、 幅

3.06cm、 厚さ■8cm、 重さ79gを測る。

土坑 SK52出土石器 lFig。73-4～ 6)

4は刃部の形状が撥形を呈する磨製石斧である。左右の面取りは不明瞭であるが、側縁の区画を施してい

る。頂部はそのまま稜線に続き、刃部は裾広がりで、曲線を描く。長さ13.lcm、 幅 5.6cm、 厚さ2.lcm、 重

さ182gを測る。5は蛤刃状に整形された刃部を呈する磨製石斧である。側縁の区画は不明瞭で、頂部は一

部欠損部分はあるが、そのまま稜線に続 く。長さ12.5cm、 幅 4.6cm、 厚さ2.3cm、 重さ168gを潰Jる。6は

磨石で、平面形状は楕円形で、断面形状も楕円形を呈する。表裏面および側面にも磨痕が認められる。長さ

12.lcm、 幅 5。 lcm、 厚さ3.4cm、 重さ298gを預1る。

土坑 SK56出上石器 lFig.73-7)

7は隅丸長方形を呈した磨石である。表裏全面、および側面に磨面が明瞭に認められ、表裏両面のほぼ中

央にすり鉢状をなす小円孔が穿ってある。長さ13.Ocm、 幅 7.8cm、 厚さ3.7cm、 重さ640gを測る。

土坑 SK64出土石器 lFig.73-8。 9)

8は刃部を欠損するものの、左右の側面を明瞭に面取りして表裏面との間に稜線を形成して区画する。定

角型の小形磨製石斧である。長さ7.Ocm、 幅 2.8cm、 厚さ1.5cm、 重さ45gを沢1る。9も刃部のみ残存する

ものの定角型の磨製石斧。左右の側縁は明瞭な面取りが行われ、刃部の表裏面の稜線がそのまま続 く。現存

長さ3.4cm、 幅 5。 lcm、 厚さ2。 lcm、 重さ58gを測る。

土坑 SK78出上石器 ωig。73-11)

Hはほぼ楕円形をなす自然礫を素材とした磨石類で、石器側縁にわずかであるが、使用痕が観察できる。

長さ10,28cm、 幅 8.lcm、 厚さ6.2cm、 重さ695gを沢1る。
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土坑 SK94出土石器 lFig。73-10)

10は隅丸長方形を呈した磨石である。表裏全面、および側面に磨面が明瞭に認められ、表裏両面のほぼ

中央にすり鉢状をなす小円孔が穿ってある。長さ10.7cm、 幅 6。3cm、 厚さ4.2cm、 重さ435gを測る。

7.遺 構外出土遺物 (Fig.74～ 76)

今回の調査で縄紋土器をはじめとする縄紋時代の遺物が遺構外からも多量に出上した。また試掘調査の

際、のちの本調査で明確な遺構出土と判断できない遺物についても遺構外遺物として処理した。また遺物量

が多いため比較的遺存度のよい土器とそのほか土製品と石製品のすべてを図示した。

a.土器 lFig.74・ 75-1～ 69)

Fig.74-1は 国縁部が内鸞し、橋状把手を有するキヤリパー形の深鉢口縁部破片。円孔が穿ってある橋

状把手の周辺には沈線が巡り、この把手を中心に沈線を伴う2条隆帯による渦巻楕円形区画をもち、区画

内に縦位の沈線を充填する。頸部区画には沈線が巡る。2も橋状把手を伴う深鉢。国縁部は内鸞し、口唇部

でわずかに外反する。橋状把手は隆帯に刻み目を有し、円孔の周辺には沈線が巡る。日縁部は横位の短沈線

と縦位の沈線が施紋されている。3・ 4は 口縁部が内鸞し、口唇部が短 く外反する深鉢。3は交互刺突紋に

よる区画紋。4は隆帯による区画紋に沈線が充填する。5～ 8は波状口縁を呈する深鉢。いずれも波頂部に

沈線による渦巻紋が施されている。9・ 13は 日縁部は枠状区画紋に、渦巻紋を付された突起をもつ。10～

12は隆帯区画内に沈線が充填される。14～ 30は回縁部が内鸞するキャリパー形の深鉢。沈線を挟む2条

隆帯もしくは単隆帯による枠状区画紋と渦巻紋が接続する。31は回縁部が直行する深鉢。日縁部上部は無

紋帯で、隆帯によって区画され、2単位の垂線が垂下する。321よ 口縁部が内彎し、日唇部か大きく外反する

深鉢。りゅうたいによる区画紋が施されている。11は口縁部は内鸞し、口唇部は平坦で、肥厚する。日唇部

直下は沈線で区画される。34。 35は沈線を挟む2条隆帯による区画紋。86～ 43は縄紋施紋の深鉢。36・

40・ 42は口唇部で小さく外反する。44は胴部下半部で、単節 RL縄紋を施紋している。45も胴下半部の

深鉢。単節RL縄紋の縦位施紋である。46～ 60は深鉢の底部破片。46は垂線が懸垂されている。51～ 57

は底面に網代痕が残置されている。61・ 62は無紋土器である。6Hよ四山の波状口縁を呈する深鉢。口唇

部が外反し、肥厚する。62は日縁部が内鸞する。63～ 68は浅鉢である。68は胴部が大きく張り、日縁部

は外反する。日唇部は肥厚し、外削状を呈する。64は内面で回縁部と胴部の境に稜をもつ。65は口唇部が

内傾する。66・ 67は日唇部に沈線もしくは太凹帯による渦巻紋が施されている。68は日唇部は肥厚し、内

面に口縁部との境に稜をもつ。69は器台の破片である。体部は内鸞気味に延び、体部中央に円孔が穿って

ある。

b.土製品 lFig.76-1～ 26)

すべて土器片錘である。既記したとおり、形状等についてはほぼ同じ形態をもつ。
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挿図番号 出土地点 形 状 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 加工状態 切り込み状況

Fig。76-1

Fig。76-2

Fig。76-3

Fig。76-4

Fig.76-5

Fig.76-6

Fig。76-7

Fig。76-8

Fig,76-9

Fig.76-10

Fig.76-11

Fig。76-12

Fig.72-13

Fig.76-14

Fig。76-15

Fig。76-16

Fig。76-17

Fig.76-18

Fig.76-19

Fig.76-20

Fig.76-21

Fig。76-22

Fig.76-23

Fig,76-24

Fig。76-25

Fig。76-26

試掘

表採

表採

表採

表採

表採

表採

表採

表採

試掘5T

表採

表採

表採

表採

表採

表採

表採

表採

表採

表採

表採

表採

表採

表採

試掘

表採

楕円形

楕円形

方形

長方形

長方形

長方形

長方形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

長方形

長方形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

長方形

長方形

長方形

楕円形

円形

楕円形

6.00

3.95

3.39

8。25

3,08

2.35

8.75

7.63

6。76

5。42

4.52

4.86

3.99

8.54

8,82

3.28

2.93

2.11

2.10

3。98

8。76

4.35

3.40

3.65

3。25

(2。 15)

4.30

2。97

3.20

2.67

2.91

1,75

1.65

7.20

6.69

5。32

4。30

3,37

3.40

2.80

2.80

2.94

2.86

2.32

2.49

3.57

3.08

2.60

2.40

3.80

3.15

2.72

1.51

1.06

1.01

1.27

1.17

0.85

1.16

1.25

0。83

1.17

1.22

1.17

1.07

1.10

0。96

1.15

1.04

0.95

0。95

1.21

0,90

1.15

0.95

1.01

0。92

0,88

40。5

16。5

18,8

14.4

18.8

10.8

12.8

84.6

74.2

38.8

21.5

27.8

19.7

20。 1

15。6

19.1

19.5

12.4

18.2

23.8

18.5

20。 8

11,7

19。 1

18.6

11.1

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

打割

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸 1対

長軸 1対

長軸 1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

短軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

長軸1対

Tab.3遺構外出土土器片錘一覧表

8.遺 構外出上の石製品 (Fig.76-27～ 29)

遺構外から出上した石製品には磨製石斧と磨石類がある。

Fig.76-27は偏平な自然円礫に刃部のみ丁寧な研磨を施し、側縁部や刃部以外の表裏面は自然面のま

まである。大きさは長さ9.8cm、 刃部の幅 5。 17cm、 厚さ1.25cm、 重量 94gを沢1る。試掘によって確認され

た。28は円礫の表面ほぼ中央に楕円形の敲打痕と側縁部による摩耗痕が観察できる。長さ10.5ch、 幅

8.lcm、 厚さ6.22cm、 重量 695gを測る。29は磨石で、円礫の周縁に摩耗痕が顕著である。横断面は長方

形を呈している。大きさは長さ4.6cm、 幅 6。4cm、 厚さ4.5cm、 重量 178gを測る。

1/Jヽ川和博)
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第Ⅳ章 調査のまとめ

本遺跡を含めた周辺地域には、今回確認された縄紋時代中期後半の集落跡がさらに大きな広がりを示し

ていることは周知の事実である。既に報告されている六十原 A遺跡では縄紋中期に比定される竪穴住居跡8

軒、土坑 109基が調査され、東方約 100mに位置する今回の調査区域内でもいわゆる有段式竪穴遺構を含

めて竪穴住居跡 11軒、土坑 88基が確認された。これらは概ね地形 (台地)の状況からみて推定南北

100m× 東西 200mの範囲に環状もしくは楕円形を呈する馬蹄形状に住居跡と土坑群が分布する100軒規

模の大きな集落跡であるとみられる。時期は阿玉台Ⅳ 。中峠式段階から加曽利 El式新段階に限られ、また

対する六十原A遺跡では阿玉台Ⅲ式段階から始まり、加曽利 El式の中期段階まで知られいる。本来同一遺

跡にもかかわらず各地点において出土土器の若干の段階差がみられるものの、その前後の時期はなく比較的

短期間の存続期間に限定された集落跡である。

まずここでは竪穴住居跡が10軒 と有段式竪穴遺構が1軒検出された。竪穴住居跡ではS1011こ 代表され

るように楕円形プランに主柱穴は5本で、柱穴 5角形タイプの住居である。炉址は5角形柱の頂点を通る中

軸線の奥部に位置する。同様にS102・ 03・ 04・ 05と主柱穴が5本でありながら柱穴の位置が変則的で

あるS106・ 08・ 09・ 10と 全体を掌握できた住居跡はいずれもS101と 同一形相を呈する。縄紋中期の住

居跡は一般に円形を基本にその平面形は多くのバリエーションが認められているものの、ここ霞ケ浦周辺に

1,S102   5;S110

2,S101   6,S103

3,S104   7i S109

4;S108         Fig.77
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おける住居構造は阿玉台Ⅲ式期以前に比較して阿玉台Ⅳ・中峠式期段階から加曽利 E3式段階まで柱穴・

炉の位置等が明確に定型化する。

なお、これら竪穴住居跡と同時に確認されたなかにいわゆる「有段式竪穴遺構」1棟がある。この遺構は

いうまでもなく「床面が三段に掘り窪められた」もので特徴ある遺構である。霞ケ浦周辺を含めた古鬼怒湾

および東京湾の千葉県側を中心にすでに40を越える遺跡で確認されている。とくに阿玉台終末期から加曽

利 El式期の比較的規模の大きな集落跡では 1棟から数棟にかけて確実に検出される遺構である。したがっ

て、この二段床面という特殊性ゆえに当遺構に関する多 くの報告、論考をみることができる。●橋 1985、

中野 1985。 1987、 鈴木 1985、 縄紋時代研究班 1995。 1996、 谷口1996等 )

今回検出された有段式竪穴遺構の形状は、上部床面の外縁形態が楕円形で、下部床面の内郭形態は長方

形、さらに内郭四隅に柱穴をもち、南壁に梯子穴を有するもので、茨城県教育財団・縄紋時代研究班によ

る 呼 面形態は楕円形を基調とし、4ヵ所あるいは6ヵ所の主柱穴を持つもの」「F類」に分類されている

縄紋時代研究班 1996)。 また谷口陽子は、平面形態が 1有段の掘り込みをもつもの C型 )」 で、主柱配置

が 明 則的に4・ 6本の主柱穴を配するもの 0類 )」、炉が 噌 構内に炉の施設を持たないもの Q種 )」 で

咆 -3-a」 類に分類されている 舎 口 1996)。 しかし、両分類では構築基礎となる柱穴の配置および本数

が「4本」も 略本」も同等として処理・分類されている。これは建物の規模や屋根の形状等の上屋構造を

考えた場合、4本 と6本では大きな違いが想定され、本来明確に区分されるべきものと考える。逆に出入口

部柱を含めた5本もしくは7本柱構築はあっても、主柱穴はあくまでも4本もしくは6本に限定されいるこ

とに注目したい。

ここで筆者は、かつて近接する阿見町竹来 (たかく)遺勁において、加曽利 El古期段階の当該遺構のも

つ「Fs性」とくに柱穴配置における柱穴間距離および上部床面の外縁と下部床面の内郭規模について計測

分析したことがある 1/JヽサI11999)。 各集落に少なからず存在する当遺構の形態をみると、そのもつ基本的な

属性はあまりにも共時態性が強いからであつた。しかし形態的に相似 形態比率の一致 儒橋 1998))はす

るものの、細かな属性要素 例 えば壁溝、間仕切、梯子穴等の出入口構造、支柱穴等)や規模 伏 きさ、形

状、柱穴間距離等)になるとそこにはバラツキがみられる。これは各集落内における構築者の設計の個人差

であつて、同一集団 (も しくは専業集団)がすべての集落における設計・構築を指揮、指導もしくは請け負

っていないことが読み取れる。竪穴住居を含めた土坑等において、多少の誤差はあってもその規模は一定の

許容範囲内にすべてが収まるように構築されていることはよく知られている。ここに伝統技術だけではない

縄紋スケールに基づく専用の「設計図」の存在することの疑う余地はない。それぞれ各集落間にみられる同

一形相の有段式竪穴遺構における最低限の規範 (共通性)と して三段床面で、上部床面は狭 くし、ここに

は主柱穴を設けず、下部床面に構築された主柱穴は4本もしくは6本、炉を構築しない等の構築規制は一致

していることから、少なくとも炉をもつ生活拠点の竪穴住居のように各集落内で保有されている経験的で伝

統技術を併せ持つだけではなく、この有段式建物に関しては広い縄紋ネットワークの中で、規範された専用

の設計図に基づき、情報として得ただけではなく、それを経験的に習得し共有した各集団の構築者たちが各

集落内に持 ち込んで工夫 し、自らの構築技術をもって建築 していることことを意味 している。

一方こうした構築時期はそこから出土する遺物とくに上器型式によって判断されるものの、出土遺物の少な

さからその機能活用期間はもちろん廃絶・埋没時期すら正確に把握することが困難な遺構が多い。例え遺物

の出土があっても、時間幅が広すぎて 律実縄紋時代研究班の集成した桜村下広岡遺跡では「同玉台末～
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加曽利 EⅡ 」という漠然とした時間幅の提示例もある。)的確な時期的位置付けを不可能にしている。こう

した意味では遺構の共通性 (形態比率の一致)は重要である。少なくとも徹底した遺構のもっている属性を

引き出すことが肝要であろう。馬橋利行がかつて仮定した柱穴の配置等の規格性の一致する住居は、「より

時間の近い関係をもち、これが土器細分型式レベルよりも時間的に近い関係を抽出できる 僑橋 1998)。」と

いう提示は有効であろう。

そして最後に柱穴配置や柱穴間距離はまず屋根の高さや上屋構造を規定し、柱材の大きさまでも予沢1さ

せていることは事実であるが、かつて竹来遺跡で試みた数値レベルの比較検討は、少なくとも規模において

規格性を見いだせず、そのバラツキだけが目立つこととなった。逆にこの不一致こそが大きな意味があるの

であろう。有段式竪穴の構築に体験的あるいは経験的に習得した構築者は、習得した設計図とおり構築する

ものの、今日みて多少の誤差はあっても、その設計図の情報としての `見かけ"は正確であつたに違いない。

規模や細部の形状が異なっても、有段式竪穴遺構のもつ I形態比率の一致=形相』のみによって十分縄紋

社会のなか共有され通用していた意味を今後の課題として追及していかねばならないであろう。

1/1ヽ川和博)
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